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中チューの下ゲ！


ランク２.中の中を目指すオレたち


長岡マキ子
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ごまえ
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プロローグ　中の中を目指すオレたち


第一章　ビーチの妖よう精せいを目指すオレたち


第二章　Ｊ・バウアーを目指すオレたち


第三章　休息をを目指すオレたち


第四章　決戦を目指すオレたち


第五章　再会を目指すオレたち


第六章　ナンバーワンを目指すオレたち


エピローグ　想おもいの叶かなう日を目指すオレたち


あとがき





[image: ]






　プロローグ　中の中を目指すオレたち





　ひゃっほう！





　青い空！　白い雲！　女の子たちの水着姿！





　オレは今、サイコーに幸せだ！





　よっしゃー、行くぞ！





　夏だ！





　水着だ！





　まるごと一巻、美少女だらけの水泳大会だ！





　　　　　☆





　……というわけで、今日は待ちに待った臨りん海かい学校の開始日だ。女の子たちとの水泳大会に思いを馳はせながら、オレは今、なぜか黒くろ川かわと二人で電車に乗っている。


「……ダメだ、石いし田だは寝ね坊ぼうだ」


　呼び出し音が留守電に切り替かわったのを確認して、ケータイの電源ボタンを押した。


「なんなんだよ！　元々、アイツが東京駅から一いつ緒しよに行こうぜーとか言うから待ち合わせしたのに。だったら女の子も誘さそおうかって言ったのに、最初は男だけのが気楽でいいとかドーテーマインド全開なことを言うから……！」


　オレ、瀬せ木き成なる道みちには夢がある。


　じーちゃんが作った変へん態たい高校、「性せい獣じゆう」こと聖☆ジュウゾー学園をつぶすこと。変態理事長の孫まごと蔑さげすまれてきた人生にピリオドを打つため、オレはその聖☆ジュウに入学した。


　狙ねらいは一つ。聖☆ジュウを変態学園たらしめている問題イベント「カップル試験」で、学年ランク一位の女子と両りよう想おもいになった者に与あたえられる「ヴィーナス賞」。その賞を獲とって、じーちゃんの代わりに理事長になる望みを叶かなえてもらい、試験を廃はい止しするのだ。


　そして、オレたちは今、そのカップル試験の真っただ中にいる。


　夏休みも佳か境きように入った八月二週目の土曜日、聖☆ジュウの二年生たちは、臨海学校のための宿しゆく泊はく地に集合するべく、各おの々おの電車で移動中だった。


「瀬木、電話が鳴ってるよ」


　隣となりに座すわる黒川に教えられて足下を見ると、開けっ放しの鞄かばんの中に、細かく振しん動どうする携けい帯たい電話が見える。そのディスプレイには「石田晋しん哉や」と表示されていた。


「……もしもし？」


　休日で車内が混み合っていないのをいいことに、オレは気持ち身を縮めて電話に出た。ちなみに、最近のオレは、こんなことでもない限り車内マナーを守れる良い子だ。


「成道、悪わりぃ。今起きた」


　聞こえてきたのは、寝ね起おき丸出しの石田の声だ。


「『悪ぃ』じゃないだろ、オマエ！　何やってんだよ！」


「だって、寝ね不ぶ足そくでよぉ……」


「それはオレも同じだ！　そもそも、オマエがゆうべ一時頃ごろに『どのＡＶ持ってく？』とか聞いてこなければなあ……！」


　昨晩、どうして石田と電話であんなに盛もり上がってしまったのか。


　最初のＡＶ談義がいつの間にか臨海学校の話になり、そこからなぜか臨海学校モノのＡＶ妄もう想そうに話題がすり替わって、あの娘こやこの娘であんなプレイ、こんなプレイと空想世界で破は廉れん恥ちの限りを尽つくした挙あげ句く、お互たがいムラムラそわそわしてきて電話を切ったという、よく考えなくてもサイテーな顚てん末まつだ。


「付き合わされたオレだって二時間で起きたんだ！　自じ業ごう自じ得とくだろ、このドスケベ！」


「スケベと言えばよぉ、おまえに新しく変態的なあだ名がついたの知ってるか？」


「へ？」


「ほらよ、納のう涼りよう祭りで披ひ露ろうした、パンツ一いつ丁ちように手て錠じようの捨すて身芸が認められたんじゃねぇの」


「芸じゃない！　アレは恵え比び寿すが……」


　とは言うものの、新しいあだ名は気になる。


「で、今度はオレなんて……？」


「色々あるぜ。ブリーフ紳しん士しとか、修しゆ羅らパンツ二世、それに十八禁レンジャー……」


　プツッと終話ボタンを押し、反射的にケータイを閉じてしまった。


「うちの学校にはアリヨシでもいるのか……！」


「……石田くん、なんて？」


　黒川に尋たずねられ、膝ひざの間で頭を抱かかえていたオレは茫ぼう然ぜん自じ失しつから立ち直る。


「ああ、いや、うん……」


　そのとき、隣の車両から人が移ってきて、自然とそちらへ視線が向いた。


「あ！　おはよう、成道くん、黒川くん」


　どういう奇き跡せきか、そう言ってオレたちに微ほほ笑えんだのは、これから一週間同じコテージで過ごすことになる女子の一人で、オレの一年の頃からの想い人でもある瑞みず本もと絽ろ美みだった。


「偶ぐう然ぜんだね！　同じ電車だったんだ」


「あっ、ああ……。到とう着ちやく時間ちょうどいいヤツだったもんな……」


　不意打ちを食らって、心臓がバクバクする。絽美と顔を合わせるのは、あの納涼祭りの日以来だった。


　──忘れちゃったの？　私、けっこう本気で聞いたのにな。


　少し頰ほおをふくらませた彼女が指さしていたのが、冗じよう談だんのように言われた「私、成道くんのこと、好きになってもいい？」だということは、現代文の成績が３のオレにでもわかる。


「……あれ、雪ゆき菜なちゃんどうしたんだろ？　あっ、来た来た！」


　隣に黒川もいる状態で何を話そうかとモジモジしていると、絽美は後ろを振ふり返ってそう言った。すぐに彼女の背はい後ごのドアから、同じセーラー服の少女が顔をのぞかせる。


「あっ……おはようございます」


　きれいな黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれて、清せい楚そな顔立ちに艶つややかな影かげを落とす。現れた妹せ尾お雪菜は、今日もとびきりの美少女だった。


「あ、お、おはよう……」


　同じく納涼祭りの日を思い出し、記き憶おくの中のあられもないシャツ姿に胸がときめいた。


「男の子たちも一緒に来たんだね。石田くんはいないの？」


　オレがしどろもどろしていると、絽美が辺あたりを見回して不思議そうな顔をする。


「そういう女子の方こそ、恵比寿はいないのか？」


「うん、莉れい子こちゃんも誘ったんだけど、電車じゃなくて直接ビーチに向かうんだって」


「車かぁ……。金持ちは違ちがうよなあ」


　本当はオレだって大だい富ふ豪ごうのボンボンなはずなのに、それしか感想が出ないのがムナシイ。


　それから、オレたちは席を譲ゆずり合いながら最終的に四人とも座り、電車に揺られ揺られること一時間、車内に流れる駅名のアナウンスにもピンと来なくなって、現在地が神か奈な川がわなのか静しず岡おかなのかモヤモヤし始める辺りで、無ぶ事じ目的地に到着した。


「やったー！　着いたぞーっ！」


　苗みよう字じみたいな名前の駅で下車すると、肌はだにまとわりつくような蒸し暑い空気の中に、かすかな磯いその匂においが感じられる。


　今日から六泊ぱく七日、オレは潮しお風かぜ香かおるこの街で、女の子たちと一つ屋根の下に暮らすんだ。


「ヒョッホー！」


　そう思えば、いやが上にも気持ちが高まり、大声を上げて駅前の道を走った。宿しゆく泊はく施し設せつは駅から五分のところで、去年も二泊だけの臨海学校ならあったので、道順は心こころ得えている。


「ヒャッハ───！」


　海が見えてくると、興こう奮ふんはいよいよ最さい高こう潮ちように達する。後ろからついてくるグループのメンバーたちを置き去りにして、オレは一人、同級生が遊んでいる波打ち際ぎわまで走った。


「うおおぉ──、夏だぜぇ───っ！」


　水着美少女たちとのめくるめく一週間について妄想し、真まっ青さおな海と入にゆう道どう雲ぐもに向かって叫さけんだときのことだった。


　バラバラバラバラ……。


　どこかから、プロペラ音のようなものが迫せまってくる。と同時に、太陽が隠かくされて視界は陰かげり、たちまち聴ちよう覚かくも轟ごう音おんに制圧された。


「なんだアレ!?」


　上空を見上げると、逆ぎやつ光こうの中に、ヘリコプターらしきシルエットが浮うかび上がっている。その機体から垂たれたハシゴには、見知った人物が乗っていた。


「ええええ、恵比寿!?」


　長い髪と制服のスカートをはためかせ、片手で軽かろやかにハシゴをつかんでいるのは、納涼祭りでインチキしてオレたちのグループに入ってきた天才美少女、恵比寿莉子だった。


「車じゃ、なかったのか……！」


　ヘリコプターは段々高度を下げ、やがて棒立ちになるオレの目の前に下りてきた。大量の砂が舞まい上がり、辺りの生徒は皆みなオレから離はなれる。


「お、おはよう……」


　どうせ聞こえないとは思ったが、恵比寿と目が合ったのでそう言ってみた。


　すると、彼女は口の端はしを吊り上げて不ふ敵てきに微笑み、まだ地上まで数メートルあるところから、ハシゴの手を離してシュタッと砂すな浜はまに降おり立った。


　そのあまりに見事な着地に惚ほれ惚ぼれしていると、恵比寿は乱れた髪を手で払はらうように整え、こちらへ優ゆう雅がに歩いてきた。


「おはよう」


　オレの正面に立つと、彼女は腕うで組ぐみして言った。


「集合場所は、ここでいいのかしら？」


「そうだけど、恵比寿……」
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　オレはすっかり肝きもを冷やし、オロオロと辺りを見回した。案の定じよう、砂浜にいた生徒はドン引きで、珍ちん獣じゆうでも見るかのようにオレたちを遠巻きにしている。


「恵比寿、ですって？」


　片かた眉まゆをピクリと動かし、恵比寿はオレをにらんだ。


「いいこと？　ワタシのことは、『莉子サマ』とお呼びなさい」


「え？」


「ワタシは、自分の名前が好きなの！」


「だからって、なぜ『サマ』つき……」


「返事は？」


「は、はい！」


　反射的に答えてしまったオレを見て、恵比寿、いや、莉子サマは、満足げに微笑んだ。


「……莉子お嬢じよう様さま」


　そのとき、着陸してすっかり静かになったヘリコプターの中から、一人の年老いた紳しん士しが出てきた。このクソ暑い中、黒い燕えん尾び服ふくに蝶ちようネクタイという、拷ごう問もんにも等しいような衣い装しように身を包んだ眼鏡めがね姿の男性だ。どこからどう見ても、ベッタベタな執しつ事じだった。


「何よ、じいや」


　莉子サマは腕組みのまま振り向いた。


「荷物なら、そこへ置いておいてちょうだい」


「とんでもございません、お嬢様。じいめがお部屋までお運びいたします。そのコテージとやらはどちらでしょうか」


　その執事は、両手で大きなトランクを提さげていた。昔のヨーロッパ貴族が持っていたような、革張りの上等な旅行鞄かばんだ。


「そういうの、やめてって言ってるでしょ。いいから置いといて」


「しかし、このような重い荷物をお嬢様にお持たせしたとなったら……」


「そんなこと、いちいちお父様に報告しなくたっていいのよ。アンタは要領が悪いんだから。今日だって、あのままお父様のご命令通りジェット機を出したら、今いま頃ごろ大変なことになってたわよ。ワタシみたいに、ちょっとは機転を利きかせなさい」


　いや、ヘリでも充じゆう分ぶん大変なことになってますけど……というツッコミは胸にしまって、オレは彼女と執事のやりとりを見守りつづけた。


「では、お嬢様。せめて主治医はご同行させていただけるのでしょうね？」


「え!?」


　その言葉に、びっくりして声を上げてしまった。ヘリの方を見れば、なるほど、ドアの開いた機体の中には白はく衣い姿の女性が一名、こちらを見つめて待機している。


「……何言ってるのよ」


　莉子サマはふうっと息を吐はくと、大たい儀ぎそうに説教を再開した。


「このワタシが、自分で自分の体調も管理できない未み熟じゆく者だとでも思っているわけ？　必要ないわ。一人で結構よ」


「そうはおっしゃいましても、人間には万一ということがございます。もしも、もしもお嬢様に何事かございましたら、じいは悔くやんでも悔やみきれません……およよ……」


「たかが一週間で大げさね」


　泣き落としにかかる執事に、莉子サマは呆あきれたように嘆たん息そくした。こうしていると段々、彼女がまともな人間のように見えてくるから不思議だ。


　だが、ここから執事の猛もう反はん撃げきが始まった。


「いいえ、ここだけは譲れません、お嬢様」


　突とつ如じよキリッとした老執事は、これまでとは打って変わって強い口調で言った。


「恵比寿家は千年続く医者の家か系けい、かつては帝みかどの侍じ医いも務つとめておりました名家でございます。その次期当主たる莉子お嬢様が、主治医もつけずに宿しゆく泊はく行事に参加し、万が一にでも『保健の先生』などという者の世話になろうものなら、それこそ医者の不ふ養よう生じようと世間から笑い物にされましょう。ですから主治医をおつけください、じいのお願いでございます、侍医の家いえ柄がらの誇ほこりを傷つけぬためにも、何とぞじいの申し上げる通り主治医を……！」


　どうでもいいけど、こう「ジイ」ばかり連れん呼こされると、まぎらわしい上に少々ドキドキする。


「じいや」


　彼の発言をじっと聞いていた莉子サマは、そこで腕組みを解といた。砂の上をハイヒールのローファーでさくさく歩き、自分を心配している使用人の前で立ち止まる。


「ワタシを誰だれだと思ってるの。医者の家系である恵比寿家の、次期当主よ？」


　そう言うと、彼女は執事の持つトランクに手を伸のばし、片手で軽々と持ち上げた。


「医者の卵が医者をつけるだなんて、そっちの方が笑い物になると思わない？」


「お、お嬢様……」


　荷物を取り上げられて泡あわを食う老紳士に、主家の娘むすめは強気な微笑みを見せた。


「早く帰って。アンタは、お父様に『万ばん事じうまく行きました』と報告するだけでいいのよ」





　　　　　☆





　ヘリコプターが飛び去ると、真夏のビーチは元通りの健康的な明るさを取り戻もどした。


「おはよう、莉子ちゃん」


　オレが置いてきた三人が、こちらの様子をうかがってやってくる。絽美は、相手が恵比寿家の令れい嬢じようでも関係なしに、彼女らしい屈くつ託たくのない挨あい拶さつをした。


「……おはよう」


　莉子サマは、絽美を見ないでぶっきらぼうに答えた。でも、まあなんというか、こちらが考えていたよりは常識がある娘、なのか……？


　そう思っていたオレは、五人で部屋割わりについての相談を始めてから、その認識を改めることになる。


「でさー、部屋どうする？　ほら、ここのコテージって、リビング挟はさんで部屋が二つあるけど、構造上どっちかが必ず狭せまいんだよな。広い方が三人部屋で、狭い方が二人部屋なわけだけど、オレたち六人じゃんか。追加ベッドとか入れる余地もないみたいだし、二人部屋の方になると、一人が床ゆかに寝ね袋ぶくろででも寝なきゃなんないみたいなんだけど……」


　オレがリーダーシップを取って切り出すと、妹尾と絽美は困ったように目を合わせた。


「そうですね……どうするのがいいでしょうか」


「日程の半分で、男女交こう代たいする？」


「その必要はないわ」


　二人に対して言い切ったのは、莉子サマだった。


「ワタシたち女子が三人部屋。最初から最後まで、それで決まりよ」


「なっ……！」


　彼女の有う無むを言わせぬ物言いに、思わず言葉を失った。


「なんだとぉ……!?」


　オマエさえ来なければ、オレたちは定員五名で全員安あん眠みんできたんだぞ！　普ふ通つうは「ワタシが寝袋で寝るわ」に決まってるだろ！


　しかし、面と向かってそう言うには、仁に王おう立だちする莉子サマはあまりに威い圧あつ的だった。


「いいでしょ？」


「い……」


　いいわけあるか！


　そう思うものの、やはり言葉が喉のど元もとから出てこない。仕方なく、オレは唯ゆい一いつこのやるせない思いを共有できるはずの人間、黒川を見た。


「いっ……いいのかよ、それで！　黒川！」


　ところが、なんと黒川は神しん妙みような顔をして頷うなずくではないか。


「そうだね……。実際問題、女の子を床に寝かせるわけにはいかないからね。そうするのがいいと、僕も思うよ」


　……！


「そ、それにしたって、もうちょっと申し訳なさそうな態度ってモンが……」


　ちくしょー裏切りやがったな！　今度はレディファースト黒川か！　これじゃまるで、オレがケツの穴の小さい男みたいじゃないか！


　そう思って歯ぎしりしていると、案の定、莉子サマが馬ば鹿かにしたように口を開いた。


「まったく、アンタって器うつわの小さい男ね。やっぱり、お父様のおっしゃる『素す晴ばらしい男』には程ほど遠いんじゃない？」


「な、何をー！」


「ワタシはアンタを観察するため、わざわざ同じグループになってあげたのよ。アンタが『素晴らしい男』なんかじゃないのは最初から知ってるけど、お父様のお顔に泥どろを塗ぬるようなことだけはしないでよねっ！」


　人差し指をビシッと向け、彼女は芸術品のような顔に不ふ機き嫌げんな表情を浮うかべて宣告した。


「なっ……ナニ勝手なこと言ってくれてんだよ！　そもそもオレは……」


「集合ー！　点てん呼こを取るぞーっ」


　ついに反論に打って出ようとしたオレの声を、男の声があっさり遮さえぎった。


　見ると、向こうに体育教師・鬼おに沢さわがジャージ姿で立っている。そういえば、そろそろ集合時間だ。今まで雑談や水遊びに興じていた生徒は、ぞろぞろと砂浜の一角に集まった。


「……次、十一班。瀬木成道」


「はい！」


　オレたちの出席を取ったのは、Ｃ組担任の真ま弓ゆみ先生だった。


　燦さん々さんと降ふり注そそぐ太陽の下、真夏の海で見る真弓先生のナイスバディはどんなだろう。もしかして、限界ギリギリ鼻血ブーの露ろ出しゆつが待ってるんじゃないの!?　きゃーエッチ！


　と、オレでなくともほとんどの男子生徒が大いなる期待を寄せていたであろう、臨海学校の真弓先生。ところが、先生はオレたちの予想を見事に裏切ってくれた。


　悪い意味で。


「……石田晋哉」


　黒いサングラスと鍔つば広ひろの帽ぼう子しで隠かくされた顔をこちらに向け、先生は捜さがし物をするかのように首を伸ばした。


「石田君？」


　手の甲こうまでもを覆おおう、くノ一装しよう束ぞくのような黒いカーディガンに、同じく黒いフルレングスのパンツを身に着けた先生は、暑そうなそぶりをしていないのが不思議なくらい、真夏のビーチには違い和わ感かんがあった。春先でさえサービス精神満点だったおっぱいも、今日はここぞとばかりにシッカリ封ふう印いんだ。一目で日焼け対策とはわかるが、大人の女ってひどい。


「十一班、班長は誰？」


「……成道くん！」


　そこで、隣となりの絽美に制服を引っ張ぱられた。


「あ？　は、はい！」


　オレは慌あわてて返事をした。隠されし秘ひ宝ほうに気を取られていて上うわの空だったが、そういえばオレはこのグループの班長だった。班長決めの話し合いの席で思い切って立候補してみると、対立候補ゼロでたちまちリーダーに就任できてしまったのだ。


　やっぱり、オレもまんざら捨てた人材じゃないと思う。


「十一班、メンバーが一人いないようだけど、どうしたのかしら？」


「えーと、あの、石田は寝ね坊ぼうで遅ち刻こくです」


　正直に答えると、先生のサングラスがキラリと光った。


「遅刻？」


「は……はい」


「……わかりました。貴方あなたにはリーダーとしての自覚が足りないようですね」


　あからさまに機き嫌げんを悪くした先生は、そうして次の班の出欠確認に移った。


「な……なんでオレがそんなこと言われなきゃならないんだ……」


　しかし、この真弓先生の反応の理由を、オレはすぐに理解することになる。


「よし、それでは今から、臨海学校を始める」


　二年生全員の出欠確認が終わると、皆みなの前に立つ鬼沢は威い勢せいよく言った。


「さあ、まずは理事長のありがたいお話だ！」


「ええっ!?」


　いい加か減げん、ワンパターンだとは思う。それでもやっぱりオレは叫さけんでしまった。


「皆の者、アロハ～～レム王に、ワシはなるぞいっ！」


　来たぞ来たぞ！　今日はどこだ！


　四方をにらんで身み構がまえるものの、本日に限っては、辺りにじーちゃんの姿が見えない。頭を冷やして観察してみれば、その不自然にザラついた荒あらい声の出所は、鬼沢の足下にあるラジカセだったのだ。


「だよな……。さすがのじーちゃんも、こんなところまでは来ないよ」


　ほっとするのも束つかの間、炎えん天てん下かのビーチの気温を下げた再生音声は、そのまま空気を読まずに突つっ走ぱしった。


「しゃあ、いよいよカップル試験公式イベント・臨海学校が始まるわけじゃが、最初にルール説明じゃ！」


「ルール……？」


　妙みような展開にざわつく生徒たちを、当然ながら録音は待ってくれない。


「ズバリ、一グループの持ち点は千点！　グループ対たい抗こう競技は三種目、すべて減げん点てん方式で採点されるぞ。まだ詳くわしくは言えんが、☆スターランク決定のための三要素『容姿』『成績』『性格』にちなんだものが、一週間のうちに順番に行われるのじゃ！」


　いやいや、おかしいおかしいおかしい。なんだそれ。


　っていうか、なんだそれ!?


　持ち点？　三つのグループ対抗競技？


　臨海学校って普通、海水浴したりスイカ割りしたりして、最後の日にちょっと遠泳するくらいの楽しい宿しゆく泊はく行事じゃないのか？　少なくとも、去年はそうだったのに！


「グループの最終ポイントは、そのままメンバー個人の二学期の成績に、換かん算さんして追加されるわけじゃ。ポイントが少なければ、成績にも響ひびくぞ。そして、ちょっとした違い反はんも減点対象になるから要注意じゃ。たとえば、初日の遅刻などは遅刻者一人につき百点の減点……」


「ひぃっ！」


　オレは思わず悲鳴を上げた。


「い、石田のバカヤロー……！」


　しょっぱなから遅刻者のいるグループなど、ざっと見たところ他にはない。九百点からのスタートは、明らかなハンディキャップだった。


「……しかし、一つだけグループに得点を追加できる条件がある」


　奈な落らくの底に突き落とされたオレは、そこでピクリと耳をそばだてた。


「それは、各競技で優勝することじゃ！　準優勝はダメじゃぞ。一位になったグループだけが、それぞれの競技につき百点ずつもらうことができる！　場合によっては、最終的な持ち点が最初の千点を超こえることもあるかもしれんのう」


　!!


「そして、さらに驚おどろくのじゃ！」


　希望の光を見て内心盛り上がっていると、じーちゃんの声も盛り上がった。


「最終日に最も高い得点を持っていたグループのメンバーには、特別に☆ランクを一段階ずつ上げるプレゼントじゃ！　喜べ！　メンバー全員にじゃぞ！」


「おおお───っ!!」


　たちまちオレは、消火器を噴射されても文句を言えないほど熱く燃えたぎった。


　だって、ってことはつまり、臨海学校で総合優勝すれば、オレの☆ランクは「中の下」じゃなくなるってことだろ!?


　そうしたらオレは、あの「中の下ショック」のトラウマを克こく服ふくできるんだ!!


「やってやろうじゃあないかーっ!!」


　何しろオレのグループには、ヴィーナスとヒーロー有力候補たちが一堂に会しているんだ。負ける気なんか、まったくしない。


「みんな、頼たのむ！　オレに力を貸してくれ！」


　テンションが上がって、メンバーたちにギラギラした瞳ひとみを向けて言った。


「オレ、絶対一位になりたいんだ！」


「……う、うん……頑がん張ばろうね」


　こちらの気き迫はくに圧あつ倒とうされつつも、絽美が頷いてくれる。


「よっしゃ──！」


　両手の拳こぶしを天に突き上げ、オレは絶ぜつ叫きようした。


「これで一気に、『中の下』の汚お名めい返上だぜ───っ!!」


　じりじり照りつける太陽にも負けないくらい、オレは今、サイコーに暑苦しいヤローだった。






　第一章　ビーチの妖よう精せいを目指すオレたち





「……本当に面めん目ぼくねぇ……」


　それから二時間後、割り当てられたコテージに入って昼飯までの自由時間を過ごしているとき、遅おくれてきた石いし田だがリビングのフローリングの上に正座して言った。両手を膝ひざの上に置き、ヤツにしては殊しゆ勝しような表情で頭を下げている。


「まさか、そんなことになってやがったなんて、思いもしなくてよ……」


「そりゃ、オレだって同じだよ」


　もし知っていたら、たとえ三十分睡すい眠みんになっても石田宅へ押しかけ、鼻フックをかましてコイツを叩たたき起こしただろう。


「この際、その話はもういいから、とにかく『競技』とやらで一位を獲とるぞ」


「でもよぉ、成なる道みち。おまえはともかく、俺はグループ全員に……迷めい惑わくかけちまったんだろ。マジで申し訳ねぇ……」


　そう言う石田がちらりと見たのは、オレたちの横にあるソファに腰こし掛かけた妹せ尾お、そして、窓まど際ぎわに立ってオレたちをにらみつけている莉れい子こサマだった。ちなみに、絽ろ美みと黒くろ川かわはクラス委員なので、先生たちに呼ばれて昼食の手伝いをしている。


「まあ……それはオマエの生せい態たいを知ってて確認しなかったオレの責任でもあるし」


　何しろ石田は、大事なときに寝ね坊ぼうする天才だ。聖☆ジュウの入試の際にも時間に間に合わず、閉門直後に門の前のアスファルトでフライング土下座して大ケガを負おい、それを見て感動したじーちゃんが合格を言い渡わたしたという、ある意味で究きゆう極きよくの一芸入試合格者だ。


「真ま弓ゆみ先生に言われた通り、オレも班長として反省してるよ」


　そう言ったとき、妹尾と目が合った。


「……大だい丈じよう夫ぶですよ。気にしないでください」


　彼女は控ひかえめに首を傾かたむけ、オレに微び笑しようする。クーラーで冷やされた空気がぽわんと温ぬくむような、羽う毛もうのように優やさしい微ほほ笑えみに心がくすぐられた。


「ワタシも気にしてないわよ」


　妹尾に癒いやされていると、続いて、窓際から高圧的な声が飛んできた。


「ワタシはあくまでも、アンタを観察するためにここにいるの。高ポイントを獲ることが目的じゃないわ。正直、競技なんかどうだっていいんだから」


　確かに、不動の学年一位を誇ほこる彼女のことだから、よしんば少々ポイントを引かれたところで、成績に響ひびく心配は皆かい無むだろう。それにしても、だ。


「エライのに目つけられちまったなぁ、成道……」


　オレの気持ちを察したかのように、石田が小声で同情の言葉をかけてくれた。


「そうなんだよホント……」


「成道くん！」


　オレがため息をついたとき、コテージの玄げん関かんドアが勢いよく開いた。振ふり向くと、リビングの入口に絽美が息急せき切って立っている。


「ん？　もうお昼できたのか？」


「成道くん、一個目の競技、わかったよ！」


「……な、何!?」


「水着コンテスト！」


　オレが尋たずねたのと、絽美が答えたのは、ほとんど同時だった。


「え……水着、コンテスト……？」


　聞き間ま違ちがいかと思って、もう一度確かめる。


「うん。水着コンテストだよ」


「競技、で？」


「うん、先生たちが言ってたよ。とりあえず『容姿』の競技で水着コンテストだって」


　そんなことを話していると、いつの間にか戸口に黒川も帰ってきていた。


「瀬せ木き、各グループのリーダーは昼食の前に集合だよ。一つ目の競技、水着コンテストについての説明があるらしい」


　生き真面まじ目めな顔でそう伝える黒川を見ながら、オレは聖☆ジュウが恥はずべき変へん態たい学園であったということを、改めて思い知るのだった。





　　　　　☆





　結局、昼食後にも海で泳ぐような時間はなくて、生徒たちはベッドメイクやらお風ふ呂ろ掃そう除じやらに精を出し、コテージの環かん境きようを整えたところで初日の活動は終しゆう了りようになった。


　オレたちのコテージは、聖☆ジュウが持っているプライベートビーチの敷しき地ち内にある。一つ一つが独立したログハウスで、海に臨のぞむようにして何十棟も林りん立りつしている形だ。すぐ隣となりのコテージとも十メートルほど離はなれていて、プライバシーが完全に保たれるため、トイレとバスルーム以外の部屋には防犯カメラがつけられている。その映像は、臨時採用の教員が寝ねずの番でチェックしていると聞いた。


　そこまでしても男女を一つ屋根の下で過ごさせるのが、いかにもカップル試験のイベントらしい。事実、一年の臨海学校では、ちゃんと男女で別のコテージが割わり振られていた。


　夕飯前、オレたちはコテージのリビングで額ひたいを集めた。


「……だから、コンテストに出場できるのは、各グループ三名までって決まってんだろ？　普ふ通つうに考えりゃ、そこは女子三人じゃねぇの？」


　長い沈ちん黙もくに耐たえかねたように、石田がオレを見て言った。


「まあ、そういう選せん択たく肢しもあるだろう」


　オレは必要以上に重々しく呟つぶやいた。


　食しよく卓たくのあるダイニングとつながっているリビングには、低いテーブルを挟はさんで、三人掛がけのソファが二つある。そのそれぞれに男女で合コンのごとく並んだオレたちは、明日あしたの水着コンテスト出場者について話し合いを行っていた。


「しかし、それではあまりに平へい凡ぼんすぎると思わんかね？　審しん査さ員いんの教師たちは男女五人ずつなのであるからして、男ウケばかりを狙ねらった人選は危険だ」


「じゃあ誰だれか一人でも、男を入れるっつーのか」


「うむ、それも一考の余地がある案だ」


「で、誰を入れんだよ」


「うむ……」


　オレは押おし黙だまった。六人で過ごしても広く感じる部屋に、エアコンからのものとは違ちがう風が吹ふき抜ぬける。


「やっぱり、黒川か？」


「まあ、それも一案だが……」


「なぁ、成道、おまえ……」


　ついに、石田があきれ果てた顔で言った。


「自分がコンテストに出てぇんだろ？」


　ぎくっ。


「そそそ、そんなことはないのだがね……」


「ねぇのかよ」


　疑わしげに尋ねられて、オレは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。


「……ねぇことも、ねぇですけど……」


　そこで、場は完全に静まり返った。


「……出たらいいじゃないの」


　そう言ったのは、莉子サマだった。相変わらずおもしろくなさそうに、両腕を組んで不ふ遜そんな顔つきをしている。


「ワタシは勝敗なんかどうだっていいし、出たい人間が勝手に出ればいいわ」


「でも、それじゃ点数が取れねぇじゃ……」


　言いかけた石田が、莉子サマにギロリとにらまれて口をつぐんだ。コイツはたぶん、女子の水着姿が見たいだけだ。


「でも確かに、女の子の得点は文句なしに高そうだよな……」


　何しろうちのグループは女子のレベルが高いし、オレだって彼女たちの水着姿は見たい。水着コンテストと言えば、女の子の水着姿をカムフラージュなしに正々堂々、胸の谷間やお尻しりの食い込みの部分まで無ぶ遠えん慮りよにジロジロと、大手を振って眺ながめられる絶好の機会ではないか。ビジュアルだけならこの莉子サマだってカンペキだし、一人でも女子の出場者が減ってしまうのは惜おしい。


　とはいえ、オレの水着姿を学年の皆みな様さまにお見せすることができる機会でもあるので、実に悩なやましいところだ。


「それなんだけどね、成道くん……」


　そこで、目の前に座すわっている絽美がおずおずと口を開いた。


「よかったら、成道くんと、私以外の女子に出てもらうっていうのはどうかな……？」


「えっ!?」


　オレと石田が、驚おどろきの叫さけびをハモらせた。


「なんでだよ、絽美！」


　しまった。いつになく必死な形ぎよう相そうになってしまった。


　ところが絽美はそれどころではないらしく、オレから目を逸そらしたまま、制服のスカートをぎゅっと握にぎって顔を赤くする。


「あのね……私、水着姿に自信がなくて……」


「何言ってるんだよ！　絽美が容姿に自信持てないなんて言ったら、全校の女子を敵てきに回すことになるぞ！」


「だからね、あのね……」


　絽美は顔を上げ、その場にいる全員の視線が自分に向いているとわかると、オレだけを見て消え入りそうな声で言った。


「私、胸が、小さいから……」


「えっ」


　何言ってるんだ！　絽美はそこがいいんじゃないか！


　……とはさすがに言えず、彼女の反応を黙って見守った。


「ほんとは水着になるのもイヤなのに……コンテストとか、絶対ムリだよう」


「いや……でも、そこをなんとか頼たのむよ」


　莉子サマも非協力的だし、ここで絽美にまで辞退されたら、うちのグループは出場者の三分の二は男という、オレ的に喜ばしくない事じ態たいになる。


「ごめんね、成道くん」


　そう言うと、絽美はオレを見つめた。その瞳ひとみが心なしかじわっと潤うるんだように感じられたとき、彼女はソファから立ち上がった。


「でも私だって、雪ゆき菜なちゃんくらいおっぱい大きかったら、一年中だってビキニ姿でいたかったよう！」


　両りよう拳こぶしを握り締しめて叫んだ絽美は、そのまま脱だつ兎とのごとく走り出し、女子部屋へバタンと逃にげ込んでしまった。


「あ……」


　突とつ然ぜんの出来事に、オレはただ口をあんぐりと開けるばかりだ。両隣どなりをうかがうと、黒川は女子部屋のドアへ同情的な視線を送っており、石田は「あーあ」という顔でオレを見ている。そのまま正面を向くと、斜ななめ向かいの妹尾がなぜか恥ずかしそうにしていた。


「思ってませんよ……？　わたし、そんなこと……」


　どうやら、絽美の最後のセリフに対する弁解らしい。


　そのまま視線を横に滑すべらせたオレは、莉子サマを見てぎょっとした。


「な、何してんだよ!?」


　いつの間にか彼女は携けい帯たい電でん話わを出し、カメラレンズの部分をオレに向けて固定している。


「動画撮さつ影えいよ。アンタの観察記録として、お父様に報告するの」


「頼むからやめてくれー！」


　平然と説明する莉子サマに、金かな切きり声で懇こん願がんした。


　今のやりとりだけを切り取ったら、オレはまるで嫌いやがる貧ひん乳にゆう少女を水着に剝むきたがっている変態みたいではないか！


「……わたし、瑞みず本もとさんの様子、見てきますね」


　一人であわあわしていると、妹尾がすっと腰こしを上げた。


「あ、ああ……頼む……」


　地じ獄ごくに仏ほとけの気分で顔を上げるオレに、彼女は安心させるような微ほほ笑えみを浮うかべる。そうして女子部屋へノックして入っていった。


「……で、どうすんだよ、成道」


　リビングに残されたのが男と莉子サマだけになると、石田もソファを立って言った。


「どうするもこうするも……」


　やっぱり、もう絽美のことは諦あきらめなきゃならないんだろうな。


「黒川、悪いけどコンテスト出てくれるか？」


　オレ的には不本意だが、コイツならば莉子サマとも遜そん色しよくのない得点が取れるだろう。


「……瀬木」


　けれども、黒川はオレを険けわしい表情で見つめた。


「そういう投げやりな考えは良くないと思うよ」


「へ？」


「君は、グループ対たい抗こう競技で勝ちたいんだろう？　いくら瑞本さんに出場を断ことわられたからとはいえ、自じ暴ぼう自じ棄きになって勝負を捨すててはいけない」


「いや、だから……」


「僕なんかが出たら、史上最悪の低得点を叩たたき出すこと請うけ合いだ」


　あーそうだーもーマジめんどくせーコイツ。


「そんなことないぞ。よく聞け、本当のオマエはイケメンなんだ！」


　しかし、黒川はニコリともしない。


「鏡をよく見ろ！　いや、見なくていい！　心の目で感じるんだ！　オマエは、オレが十六年の人生で出会った男の中で一番カッコいいぞ！　ホントだ！」


　それでも、黒川の凍いてついた心に、オレの言葉は届かないようだ。


「ハンサム！　男前！　若大将っ！」


　とうとうオレは黒川の肩かたを両手で揺ゆすぶり、ムリヤリ洗せん脳のうしようと試こころみた。


「……カッコいいッス、黒川さん！　抱だいてください！　めちゃくちゃにして！」


　そのうち褒ほめる言葉も出尽つくして、気がつくと笑えない感じの後こう輩はいキャラで黒川を口く説どきつづけていたオレは、石田がソファから距きよ離りを取り始め、莉子サマがケータイでオレらのムービーを撮とり出した頃ころ、我われに返って説得をやめた。


「ああ～もうっ……！」


　あとに残ったのは、途と方ほうもない疲ひ労ろう感かんだけだ。


「……瀬木」


　肩を落としてソファを立ったオレに対し、今になって黒川が口を開いた。


「ありがとう。僕も、君のようないい友達には生まれて初めて出会ったよ」


　振ふり返って微笑するその顔は、文句のつけようもないほどガチでイケメンだった。


「じゃあ黒川！　水着コンテ……」


「僕はとても出場できる身分ではないけど、君が無理して励はげましてくれたことは、本当にうれしく思っているよ。僕に自信をつけさせようとしてくれたんだろう？」


「え、いや、そうじゃなくて……」


　確かに、大ヤケドするほどムリはしたけど。


「……なぁ、成道。あいつなんなんだよ。なんか変じゃねぇ？」


　近づいてきた石田が、オレにこっそり尋たずねる。


「ああ。アイツはもうダメだ！」


　きっぱり言い放ったオレは、そこでいよいよ、ただいまこの場での紅こう一点、ケータイを操作して「お父様」への報告メールを作っているらしいモデル級の美少女に向かった。


「莉子サマ！」


「……何よ」


　怪け訝げんな顔をしてケータイを閉じる彼女に、全身の勇気を振り絞しぼって頭を下げた。


「頼む！　水着コンテストに出場してください！」


「別にいいわよ」


　あっさり答えた莉子サマは、再び携帯電話を開いてメールを打ち始める。


「……え？　今なんと？」


「だから、出てあげてもいいわよって言ってるの」


　何度も言わせないでくれる、とケータイ画面を見たまま怒おこったように言う彼女に、オレは喜びよりも先に戸と惑まどいを感じた。


「でも、競技なんかどうでもいいって言ってたじゃんか」


「どうでもいいとは言ったけど、参加しないとは一回も言ってないわ」


　そこでメールを終えたらしい彼女は、オレと目を合わせ、挑ちよう戦せん的な声こわ色いろで言った。


「ただし、ワタシが出るからには、一位じゃなかったらアンタのせいよっ！」
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　夕飯は、昼の残りのカレーだった。


　この臨海学校中、食事は基本的に各コテージ内で摂とることになる。今日は初日ということもあって、昼に教師たちが作ったカレーを寸ずん胴どう鍋なべごともらってきて食べたが、夕飯以降は自由行動中に食材を買って自じ炊すいしてもいいことになっていた。ちなみに、カレーなら期間中、何度でも鍋いっぱいにしてもらえるらしい。


　夕飯には絽美も出てきて、全員できちんと食事を摂った。莉子サマもオレが何か言わなければ大人しいので、まだまだぎこちない雰ふん囲い気きではあるが、班長という立場から観察してみれば、そんなに悪いグループでもない。


「……瑞本さん、やっぱり出場はイヤだそうです」


　夕食後、キッチンで片づけをしているとき、食器を洗っている妹尾がそう言った。全員でのじゃんけんの結果、今回はオレと彼女が当番になったのだった。


「そうか……。でも、知らなかったな。絽美がそんなに胸のこと気にしてたなんて」


「女の子は、見た目に関しては、ささいなことでもコンプレックスに感じますから」


　思いやりに満ちた妹尾の話しぶりに、オレは濡ぬれた皿を拭ふく手を止めた。


「でも、妹尾は出てくれるんだよな？　水着コンテスト」


　そういえばまだちゃんと聞いていなかったが、この流れなら当然オッケーだろう。


　そう思っていたオレは、彼女の顔に浮かんだ戸惑いを見て、少なからぬ焦あせりを覚えた。


「わたしがもし出なかったら……瀬木くん、どうしますか？」


「困る」


　彼女の語ご尾びにかぶせるようにして、オレは答えた。


「すごく困るよ、妹尾」


　心からの言葉だった。いくら莉子サマがいるとはいえ、三人目に石田を引っ張り出して勝てるわけがないし、出場者二人は三人出場のグループに比くらべて明らかに不利だ。


　祈いのるような思いで妹尾を見つめていると、彼女はそっと目を伏ふせ、弱り切った様子で目元を朱しゆに染めた。


「……あまりかわいい水着じゃないですけど……それでも、いいですか？」


　全然いいです！


　彼女の色っぽい反応に、喜びが倍増する。もしオレの運動神経が許すなら、このまま宙返りとバク転で、その辺を転ころげ回ってしまいたい。


「ありがとう、妹尾！」


　高らかに叫さけんだオレは、残りの皿をテキトーに拭き終え、男子部屋へ飛んで帰った。


「聞いてくれ！　妹尾がコンテストに出場してくれるってさ！」


　すると、二台のベッドの間に座り、床ゆかの上で荷物を整理していた石田が顔を上げた。感心なことに、ヤツは遅ち刻こくのお詫わびにと自みずから寝ね袋ぶくろで寝ることを申し出てきたのだ。


「マジかよ、成道!?　そりゃすげぇお宝じゃねぇか！」


　石田のリアクションは、オレの予想を遥はるかに上回っていた。


「妹尾雪菜、去年の臨海学校じゃ海水浴だけ見学だったんだぜ！　うちは授業で水泳ねぇし、今まで誰だれも見たことねぇレアもんの水着姿が見れるってことだろ！」


「おお……！」


　それでオレも俄が然ぜん興こう奮ふんした。ちなみに、聖☆ジュウで現在水泳の授業が行われていないのは、過去にじーちゃんが女生徒の着き替がえを盗とう撮さつしたという内部告発があって、保護者の間で問題になったせいだ。


「やった！　激レア妹尾の水着姿！」


「真夏の美少女バンザイ！」


　そうして二人で浮かれていると、部屋のドアがカチャッと開いて、風ふ呂ろ上あがりの黒川が入ってきた。


「二人とも、楽しそうだね」


「おー！　聞いてくれよ、黒か……わ!?」


　上じよう機き嫌げんで振り返ったオレは、そのままヤツの姿に目が釘くぎづけになった。


「な、なんてカッコしてるんだ、オマエ……!!」


「ん？」


　黒川は不思議そうに自らの全身を検あらためる。


「どこか変かい？」


「ヘンも何も……！」


　黒川は、かなり激しい恰かつ好こうをしていた。ショッキングピンクのＴシャツと、緑色のクマさん柄がらのハーフパンツだけでも相当やっちまってる感じなのに、さらにＴシャツの真ん中にはエロ笑いの大だい仏ぶつがプリントされていて、トドメは大仏の腹部分にデカデカとした明みん朝ちよう体で印刷された「世界平和」の文字だった。


「もはや狂きよう気きの沙さ汰ただろ！　どうしたんだよ、ソレ！」


「ああ、石田くんに貸してもらったんだよ。さっき部屋で準備をしているとき、石田くんの着替えを見て、よかったら交こう換かんしてもらえないかと頼たのんだんだ」


「俺だってびっくりしたんだぜ。俺のセンスが他人に理解されたことなんてなかったしよ」


　平然と答える黒川のあとを継つぎ、石田が半なかばあきれながら説明した。そういえば、今の石田はモノトーンのポロシャツにきれいめなジャージパンツを穿はいていて、いつもより幾いく分ぶんまともに見える。


「さすがに旅先までは、ねーちゃんたちの神じん通つう力りきも届かなかったか……」


　感かん慨がい深ぶかく呟つぶやくオレの傍かたわらで、黒川は自分の着ているＴシャツを満足げに見る。


「こういう服、一度着てみたかったんだよ。石田くんは本当にセンスがいいね」


　その言葉に、床の上の石田は顔を上げた。


「……マジで言ってやがんのか、それ」


「ああ。石田くんは憧あこがれのファッションリーダーだよ」


　黒川の心からの笑顔に、石田は細い目を見開いた。その瞳ひとみがキラキラと、まるで一昔前の少女マンガの人物のように輝かがやき出す。


　あーあ、心つかまれちゃったよ、この人。
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「黒川、おまえイイヤツじゃねぇか！」


　がばっと立ち上がると、石田は自分の持ってきたリュックサックから箱を取り出した。


「麻雀マージヤンやろうぜ、ブラザー！」


「はあ!?」


　それを聞いて、オレは目を丸くした。


「オマエ、またそんなの持ってきたのか。テーブルないからできないだろ」


「おうよ、だから雀ジヤン卓たくの代わりになるモン持ってきたのよ！」


　言うが早いか、リュックの中から折おり畳たたみ式の四角いちゃぶ台を出す。


「さあ！」


　でーん、と床に机がセットされ、オレたちはたちまち石田ワールドに引っ張りこまれた。そもそもオレがコイツに気に入られるハメになったのも、一年前の臨海学校で、うっかり麻雀できることがバレてしまったせいだった。


「でも、三人だぞ」


「祭りんとき、その話したじゃねぇか。で、不便だと思って三人打ちを勉強し始めたわけよ。教えてやるからやろうぜ」


　そんなことを言いながらジャラジャラ山を作っていると、ドアが強めにノックされた。


「ちょっと、うるさいわよ。早くお風呂にでも入ったら！」


　莉子サマの声だった。


「うるせぇ、この音がワクワクすんじゃねぇか。なぁ？」


　決して直接言う勇気はないくせに、石田は小声でオレたちに同意を求める。納のう涼りよう祭りのときの人見知りはどこへやら、さっきのですっかり黒川に心を開いてしまったようだ。


「オレたち、あとで入るからいいよー！」


　仕方なくオレが答えると、次の瞬しゆん間かん、いきなりドアが開いた。


「何やってんのよ、アンタたち！　イマドキ全自動卓じゃないなんて、ダサいったらありゃしないわ！」


　マキシ丈たけのキャミソールワンピースを着て、風呂上がりと思おぼしき莉子サマは、怒いかりで顔を真まっ赤かにしていた。


「しかも何？　三人麻雀サンマ？　邪じや道どうだわ、麻雀神への冒ぼう瀆とくよ！」


「な……」


　なんだ？　何かがヘンだ。


「どきなさいよ、ワタシが入ってあげるわ」


　足音も荒あらく部屋に入ってくると、彼女は空あいているテーブルの一辺に座した。


「チョンボは厳げん罰ばつ、素しろ人うとでも容よう赦しやしないわよ！」


　オレたちをにらみ据すえながら、莉子サマは高らかに宣言した。
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「う、ウソだろ……」


　一半荘チヤン、つまり一ゲーム後、オレは隣となりの席の倒とう牌ぱいを見て震ふるえ上がった。


「三回連続、九蓮宝燈チユーレンポートー!?　そんなバカな！」


「ありえねぇ！　この女、イカサマしやがった！」


「イカサマですって？」


　上がれば死ぬと言われている奇き跡せきの役やく満まんを連続で作るという、天文学的確率で導みちびき出された不自然な勝利に抗こう議ぎしていると、莉子サマは柳りゆう眉びを逆さか立だてた。


「ワタシがそんなことするわけないでしょ！　アンタたちとはくぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が違ちがうの。麻雀歴れき十二年の運と勘かんをナメないでちょうだい！」


「十二年!?」


　頭の中でとっさに引き算して震しん撼かんする。


「ってことは幼よう稚ち園えんの頃ころから打ってるのか！」


「益ます々ますありえねぇ！　つうか、こんなの出したらふつう即そく死しじゃねぇの!?」


「悪あく魔まだ！」


「どこまで悪魔なんだっ……!?」


　そうやってオレと石田が興こう奮ふんしている横で、黒川は一人じっと莉子サマの倒牌を見つめていた。


「ああ、そうか」


「え？」


「麻雀というのは、自分の持っている牌が五つのグループになるよう、取しゆ捨しや選せん択たくしていくゲームなんだね」


　それを聞いて、オレたちはポカンとした。


「何を今さら……」


「あら」


　莉子サマが黒川の手て牌はいをのぞき、勝手に両手でそれを倒たおす。


「アンタ、役満できてるじゃないの。さっき言えば上がれたのに」


「おお、こっちは国こく士し無む双そうか！」


「え？　こんなにバラバラでいいのかい」


「……まさかオマエ、今まで全然ルール知らずに打ってたのか!?」


　恐おそれ戦おののくオレに対して、黒川は恥はずかしげに苦笑した。


「麻雀は初めてだよ。あっという間に始まって、言うタイミングを逃のがしてしまったんだ」


　すると、莉子サマは勝ち誇ほこったように笑った。


「情けないわね、アンタたち。こんな初心者にも負けてるようじゃ、到とう底ていワタシの敵じゃないわ！」


「なんだと!?」


　オレと石田がいきりたったところで、頭上から突とつ如じよ、大音量でチャイムが鳴り出した。


「消灯十分前です。男女に分かれて速すみやかに自分の寝しん室しつに入り、ドアの鍵かぎを掛かけてください。十分後に施せ錠じようが確認できなければ、そのコテージは減げん点てんです」


　真弓先生の声だった。見れば、壁かべ掛け時計は九時五十分を指さしている。明日あしたの起き床しよう時間が午前六時であることを考えれば、決して早すぎる就しゆう寝しん時刻ではない。


　けれども、莉子サマに大たい敗はいを喫きつしたオレたちは、彼女が女子部屋へ帰ったあとも、眠ねむるどころの騒さわぎじゃなかった。


「ありえねぇだろ、あの女！　イカサマでなけりゃ黒くろ魔ま術じゆつでも使ってんじゃねぇのか！」


「ちくしょー、今度は負けないぜ！　今夜は仮か想そう莉子サマで特訓だ！」


　そう言ってベッドに雀卓を載のせていると、黒川もオレのベッドに上がってきた。


「麻雀はとても興きよう味み深いゲームだね。ぜひ僕にも詳くわしく教えてくれないかい」


「あたぼうよ！　おまえを俺たちの秘密兵器に仕立て上げてやろうじゃねぇか」


「莉子サマを倒せ、黒川！　オマエにならできる！　男の底力を見せてやれ！」


　ジャラジャラジャラジャラ。


　夜よ更ふけの海辺に、波の音にも似にた洗牌シーパイの音がこだました。


「目め指ざすは打だ倒とう・恵え比び寿す莉子だーっ！」


「お─────っ!!」
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　翌朝、天てん井じようのスピーカーから流れるチャイムの音ね色いろを聞きながら、オレは最悪な気分で床ゆかから身を起こした。


「一日目から徹てつマンとか……アホすぎるだろ、オレら……」


　最後の記き憶おくは一時間前の早朝五時、すっかり明るくなった外の景け色しきにビビりながらも麻雀を続け、いつの間にか眠ってしまったようだった。


「そして、オレがなぜ床に……」


　立ち上がってみれば、なんと石田が一方のベッドを広々と使って寝ねている。オレのベッドの方には、ショッキングピンクの大仏Ｔシャツを着た黒川が、雀卓をよけるように身を縮めて横たわっていた。その額ひたいには、なぜか雀牌の「中」が載っている。


「コイツ、一夜にしてすっかりオレら色に染まっちまったな……」


　願わくは、このヤバすぎる寝ね姿すがたを、全校の「きゃー黒川くん！」な女生徒に見せつけてやりたい。


「存分に幻げん滅めつするがいい、メスブタどもめー!!」


　何せ寝ていないので、変なところでテンションが上がるのはご愛あい嬌きようだ。


　それから、なかなか目を開けようとしない二人を叩たたき起こしたオレは、急いでシャワーを浴びて身み支じ度たくを整えた。


　朝食のときのことは、よく覚えていない。確かまたカレーで、


「こんなにカレーばっかり食べてたら加齢カレー臭しゆうがしちゃうよ」


　と言ったところ、あまりにもスベったので記憶を強制終しゆう了りようした。


　それから浜はま辺べに集合して、本日行われる水着コンテストの説明を、朦もう朧ろうとする意識の中で聞いていた。


「……成道くん、どうしたの？　どこか具合でも悪いの？」


　そう声を掛けられて気がつくと、オレは器用にも立ったまま船を漕こいでいた。


　日差しのまぶしさに苦しめられながら目を開けると、こちらを心配そうに見上げる絽美の顔があった。水着こそ着ていないが、ふわふわのシフォンチュニックにショートパンツの彼女は、夏の海にふさわしく涼すずしげでかわいらしい。


「いや、ちょっと寝ね不ぶ足そくで」


　正確に言えば、二日合わせて三時間睡すい眠みんという人体の緊きん急きゆう事態だ。


「そっか……。もしかして成道くんって、枕まくら変わると眠れないタイプ？」


「いや……う、うん。まあそうかな」


「繊せん細さいなんだね」


「そうなんだよ、ハハ。見た目の通りね！」


　だって、言えないだろ。本当の理由はオソマツ過ぎる。


「……成道くん、昨日はごめんね」


「え？」


　と尋たずねてから、それがコンテストへの出場辞退の話だと気づいた。


「いや、いいよ。オレこそムリヤリ頼たのんで悪かったな」


「ううん。私だって、本当なら成道くんの力になりたかったんだけど……」


　そう言って俯うつむく絽美はいかにも申し訳なさそうで、こっちの方が気の毒になってきた。


「いや、ありがとうな、絽美……って、そういや他のみんなは？」


　ようやく、周囲に気を配れるまでに脳の働きが回復してきた。いつの間に解散になったのか、ビーチには思い思いのことをする生徒がちらほら見える程度だ。


「今、準備時間なの。女の子はコテージに着き替がえに行ったよ。男の子たちも、眠いからって帰っちゃった」


「アイツら……」


　ということは、オレが今帰っても、空あいているのは寝ね袋ぶくろだけということになる。


　つくづく、睡眠への欲よつ求きゆうはあらゆる欲よく望ぼうに勝まさると思う。すぐそこに女の子たちの水着姿が待っているというのに、オレの頭の中は今、ベッドのことでいっぱいだった。


「ロミロミーっ！　ナルミチぃー！」


　しかも、どういう病やまいの症しよう状じようか、聞きたくないヤツの声まで聞こえてきた。


「佐さ々さくん！」


　それが幻げん聴ちようでないとわかったのは、オレたちの目の前に一人の男が現れたときだった。


「ナルミチーっ！　この前の祭りは、よくもやってくれたなぁーっ！　今度こそおれと、ロミロミをかけて勝負だーっ！」


「……カンベンしてくれよ、一かず晶あき……」


　今のオレにとって、このテンションのヤツを相手にするのは命取りだ。


「ナルミチっ、おれは総合優勝を狙ねらってるんだぜーっ！」


　頭を抱かかえていたオレは、そこで顔を上げた。一晶はすでに水着に着替えており、日に焼けた胸を張って、威い嚇かくするような微ほほ笑えみを浮うかべた。


「おまえ、出場するだろー？　鍛きたえてきたんだよなあー？　水着コンテストは当然、スタイルも含ふくめて審しん査さされるからなー！　そんな生っちろい体でおれに勝てるのかあー？」


「むぐ……」


　そう言われて、思わず黙だまる。目の前の一晶は体こそ小さいが、サッカーで使っている脚あしは言わずもがな、上半身までが見事に鍛え上げられている。


「総合優勝して☆ランクを上げた方が、ロミロミと付き合えるってのはどうだーっ!?」


「もうっ、何言ってるの、佐々くん！」


　そこで絽美がにらみを利きかせ、一晶は退散モードに入った。


「とにかく、祭りのときの屈くつ辱じよくはここで晴らすからなーっ、ナルミチぃーっ！」


「……むむ……」


　ヤツの逆三角形な背中を見送りながら、オレはにわかに押し寄せる焦あせりで覚かく醒せいした。


「一晶め……。絽美の都つ合ごうも考えずに、勝手なこと言いやがって……！」


　そんなことで付き合ってもらえるなら、むしろどれだけありがたいことか……！


「……成道くん、ごめんね」


　ところが当の絽美は、一晶の言葉に怒おこるどころか申し訳なさそうにしている。


「成道くんは、私のことなんか関係なくて、ヴィーナス賞を獲とるために頑がん張ばってるのに、佐々くんったら変なこと言ったりして……」


「え？　ああ……いや、うん」


　どっちにしても、ヴィーナス＝絽美だったら、話は同じだ。


「まあ、別に変なことでもないさ」


「えっ……!?」


　勢いよく顔を上げた絽美を見て、オレはうろたえた。砂すな浜はまに反射する光を映うつす瞳ひとみは、何かを期待するかのように瞬またたいている。


「成道くん、それ、どういうこと……？」


「どういうことって、え……？」


　浜辺には人が大勢いるのに、絽美以外の人ひと影かげが急激に遠のいていく。オレが思い出していたのは、あの意味深な彼女の言葉だった。


　なんだこれ？　もしかして、絽美……？


「あ！」


　そのとき、絽美がはっとした様子で声を上げた。


「成道くん、早く着替えなきゃ！　もうすぐ出場者のエントリーが始まっちゃう！」


「ええ!?」


「着替え時間、三十分しかないの。早くコテージ帰ろう！」


　なんてこった！


　オレは彼女と共にすぐさまコテージに帰り、男子部屋に入った。予想通り二つのベッドは占せん拠きよされていたが、寝ている者への配はい慮りよなどゼロで自分の荷物をガサゴソやる。そうして服を脱ぬぎ捨すてて着替えを済すませたとき、あまりのショックに奇き声せいを発した。


「ぎゃひぃい───！」


「……どうしたんだい？」


　オレのベッドから、黒川が目をこすりながら起き上がった。そして、鏡台の前に立つオレを見て顔を硬こう直ちよくさせる。


「君、それは……」


「違ちがう！　これはオレのじゃない！」


　オレはすっかり動転していた。


　オレが臨海学校のために買ったのは、男の中の男、真のイケメンにしか似に合あわない、直球勝負の真っ白なブーメランパンツだった。


　けれども今、鏡の中のオレが身に着けているそれには、なんと股こ間かんの中心に、幼よう稚ち園えん児じが喜びそうなコアラの顔のイラストが描かいてあるではないか！


　思い当たるのは、ただ一つ。


「い、妹のパンツ、持ってきちまったっ……！」


　そういえば、昨日の朝慌あわてて支度をしたとき、母親に念のため洗せん濯たくしておいてもらった水着を、よく確認もせず鞄かばんに入れてきたのだ。小さく畳たたんであったので、パッと見は真っ白でわからなかった。


　っていうか、中学生にもなってこのパンティって、大だい丈じよう夫ぶなのか、オレの妹は。


「どどど、どうしよう、これ……」


　着替え時間はもう残り少ない。もちろん、他に水着など持ってきていない。初めて足を通す女性用ショーツは必要以上にピチピチで中心部の布が伸のび、やたら鼻のデカくなったコアラの顔が最高にイヤラシイ仕様だ。


「サイアクだ！　これでステージに上がったら、確実にオレは逮たい捕ほだ！」


　パニックに陥おちいっているオレとは対照的に、黒川の顔は徐じよ々じよに喜き色しよくに満ち始める。


「なんて斬ざん新しんなデザインなんだ！　素す敵てきだよ、瀬木！」


　黒川に気に入られた！　もうおしまいだ！


「うわああぁ……！」


　突とつ如じよ訪れた絶体絶命の大ピンチに、オレはもうなす術すべもなかった。





　　　　　☆





　それから一時間後、オレはグループのみんなと共に、ビーチに設もうけられたステージの前でコンテストを観かん覧らんしていた。


「ひゃー、見ろよ、成道。やっぱビキニは最高だな！」


　今朝けさの寝ぼけ面づらはどこへやら、隣となりの石田が興奮してオレを小こ突づいてくる。


　特設ステージは、聖☆ジュウらしく随ずい分ぶんと豪ごう華かだった。中央にはキャットウォークまであって、出場者たちはモデルさながらに客席の間を歩かされることになる。ステージの真下には十人の教師が審しん査さ員いんとして並び、砂の上に座すわるオレたちとは違ってパイプ椅い子すに掛かけ、目の前を歩いていく水着姿の生徒を油断のない目つきで見ていた。若じやつ干かん、女生徒を見るときの男性教師の視線に危険を感じるのは、オレの心が汚けがれているせいだろうか。


「もう、ワタシの出番はまだなの!?」


　前に座っている莉子サマが、さっきからこうやってオレをせっついてくる。彼女も妹尾も上にパーカーを羽は織おっていて、ドキドキの水着姿はまだお披ひ露ろ目めされていない。


「今が九班だから、この次の次だよ」


　オレがそう説明したとき、客席から「きゃーっ」と黄色い声が上がった。


「な、なんだ……？」


　焦って周まわりを見み渡わたすと、歓かん声せいの理由はステージの上にあった。


「くっ……一晶か！」


　ちょうどそのとき、目の前のキャットウォークに一晶が歩いてきていた。後ろには、夏祭りのときのチャラメン二人も控ひかえている。男三人で勝負とはまた勇気のある選せん択たくだが、客席の反応を見ていると、あながち間ま違ちがいではない気もする。


「くそう……」


　オレと目が合うと、一晶はとりわけ筋肉を誇こ示じするポーズで立ち止まった。


「ロミロミー！　これでどうだあー！」


　得意げに言って、絽美へ流し目を送る。絽美はというと、あきれたようにそっぽを向いて嘆たん息そくしていた。


「イヤー！　瑞本さんうらやましー！」


　向こうから女子の悲鳴が上がる。一晶がからむと、時々オレは女性不信になりそうだ。


　ともかく、このタイミングでの一晶登場は、オレの闘とう志しへ点火するのには充じゆう分ぶんだった。


「よおおぉーし、やるぞ────っ！」


　一晶たちが引っ込んで次の班が出てくると、オレは雄おたけびを上げて立ち上がった。


「頑張って、成道くん！」


　絽美も立って、オレたちについてきてくれる。グループのメンバーは、非出場者でもステージの袖そでへ一いつ緒しよに来てよいことになっていた。


「続いては十一班です。どうぞ！」


　女の子たちを連れて移動したオレは、そこで肩からかけていたバスタオルを外はずした。


「これでオレは、史上最強の夏☆モテキングだーっ！」


　オレがステージに現れると、一いつ瞬しゆん客席が静まり返った。


「キ、キング……？」


　そのうち、皆みながざわめき始める。


「なんか、どっかで見たことあるような……」


「確か、歴史の教科書で……」


「そうだ！　キングはキングでも、あれは大王グレート・キング……！」


「カメハメハ大王だ!!」


　皆のどよめきを聞きながら、オレは有う頂ちよう天てんでキャットウォークを練ねり歩いた。


　今のオレは、頭にバナナを詰つめて伸ばした競泳帽ぼうをかぶり、体には石田から借りたアロハ柄がらの大判風ふ呂ろ敷しきを巻きつけ、腰こしにはベルトを締しめてコアラパンティが隠かくれるよう風呂敷を調整し、左手に槍やり代わりの釣つり竿ざおを持った、完全なるカメハメハ大王だった。


　苦肉の策だったけれども、夏バテでガリガリに戻もどった体形を隠すこともでき、よく考えれば一石二鳥だ。審査員の先生たちも、目を丸くしてオレの姿をまじまじ見ている。


「あれは……どうなんでしょう？」


「とりあえず、発想の斬新さと創意工く夫ふうの点では評価できますけどね」


　彼らが言い合っているのを聞く限り、なかなかの好こう感かん触しよくだ。


　ご機き嫌げんで観客サービスしていたオレは、次し第だいに冷えてくる客席の空気に気づいた。


　お、おや……？


「……何なのアレ。フェミ男おのことだから、すんごいビキニとかで来ると思ってたのにー」


「あたしもー。別に見たかったわけじゃないけど、なんかガッカリ」


「っていうか、なんでカメハメハ大王？　なんでバナナと釣り竿？　下しもネタなの？」


「何それ、サイッテー！」


　しまった……！　ハズした──っ！


　予想外の皆みなさんの反応に、オレの膝ひざが震ふるえ出す。


「い、いやっ、オレそんなつもりじゃっ……！」


　こうなるともう、カメハメハ大王の別べつ称しようがハメハメハ大王であることすら意味深だ。


「た、助けて……！」


　いたたまれなくなって、オレはキャットウォークから逃にげ帰った。


「……お帰り、成道くん！　インパクトばっちりだったね！」


　逃とう亡ぼう犯のように身を縮めて戻ると、舞ぶ台たい袖そででは絽美が笑って迎むかえてくれる。


「そ、そうかな……？　アリだったと思う？」


「うん！」


　真夏の太陽よりもまぶしいその笑顔に、心が幾いく分ぶん落ち着きを取り戻した。


「……じゃあ、次は妹尾だな」


　とにかく、オレの出番は終わったんだ。今のだって先生たちからはまずまずの評価がもらえただろうし、あとが妹尾と莉子サマなら、一位はもらったも同然だ！


　そう思って深呼吸したオレは、ロングパーカーを脱ぬいだ妹尾の恰かつ好こうに茫ぼう然ぜんとなった。


「えっ……？」


　オレの視線をたどり、続いて絽美も絶句する。


「雪菜ちゃん、それ……」


「はい」


　一気に注目されて、妹尾は恥はずかしそうに俯うつむく。


「スピード社の最新作ね。競技での高パフォーマンスが期待できるわよ」


　莉子サマがしれっと解説した。


　そう、妹尾が着ていたのはなんと、競泳用の黒いワンピース水着だった。上半身はタンクトップ型、下半身はスパッツ型で膝ひざ上うえまでが覆おおわれている。色気など微み塵じんも感じられないデザインで、これではせっかくの巨きよ乳にゆうも谷間が見えず魅み力りよく半減だ。


「こ、これは……」


　──……あまりかわいい水着じゃないですけど……それでも、いいですか？


　オイ、妹尾よ！　「あまり」ってレベルじゃねーぞ！


「十一班、次の出場者、早く出てください！」


　途と方ほうに暮れていると、司会者からマイクを通して催さい促そくされる。


「……とりあえず、ワタシは行くわよ」
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　莉子サマが言って、セレブパーカーをバッと脱いだ。


「おお……！」


　たちまち、見事な脚きやく線せん美びに目を奪うばわれる。彼女はいつの間にか十センチほどのピンヒールを履はいており、魅み惑わくの小こ尻じりがさらに引ひき締まって見える。ビキニもさすがに似に合あっていて、決して大きくはないがマネキンのように整ったバストの形といい、まるで歩く彫ちよう像ぞうだ。


　案の定じよう、莉子サマが出ていくと、客席からはため息まじりの歓声が上がった。それを聞いて安あん堵どしつつも、オレは目の前の妹尾の水着に頭を悩なやませていた。


「やっぱ、これで出たら厳きびしいよな……。審しん査さ員いんが競泳水着フェチだらけなら別だけど」


「雪菜ちゃん、私の水着貸してあげようか？　今取ってくるから」


　尋たずねる絽美に、妹尾は戸と惑まどいながらも首を横に振ふった。


「いえ、これじゃないと駄だ目めなんです。これじゃないと、わたし……」


　そう言ったきり、先の言葉が出ない。ステージは莉子サマの独どく壇だん場じようで、キャットウォークでプロのモデルさながらにポーズを取る彼女の姿に、男も女も皆うっとりしていた。


「……そっか」


　唐とう突とつに、絽美が頷うなずいた。その眉まゆが申し訳なさそうに下がり、口元には共感の微び笑しようが現れている。


「雪菜ちゃんにだって、コンプレックスくらいあるよね。私がワガママ言ったせいで出場させちゃって、本当にごめんね」


　そう言われて、妹尾は激しく首を横に振る。


「瑞本さんのせいじゃないです。わたしが、自分で決めたんですから」


「……じゃあ、こうしようよ！」


　何か思いついた表情になって、絽美がオレの肩かたの風呂敷に手を伸ばした。


「成道くん、ちょっとこれ貸してくれないかな？」


「えっ、えっ……!?」


　しかしオレの許可を取る前に、絽美の手はすでに動いていた。たちまち風呂敷は大きな長方形の布に戻り、彼女はその一角をこよりを作るようにねじって、妹尾の肩にかけた。続いて、反対側の布の角も同じように紐ひも状にすると、風呂敷を背中の方に回して、正面でさっき肩にかけた部分と交差するようかけ、首の後ろで二本を結んだ。


「ほら、できた」


　たったそれだけで、妹尾の姿は見み違ちがえるようになった。石田の妙みようちくりんな風呂敷は、彼女の体にワンピースのように巻きつき、どこから見ても南国娘むすめの装よそおいになる。


「あっ、これも貸して」


　絽美は全体のバランスを見たあと、布を失ったオレが手て持もち無ぶ沙さ汰たに持っていたベルトに目をつけて妹尾の腰に巻いた。ちなみにオレは今、頭にバナナ入りの帽ぼう子しをつけて、体には女物のコアラパンティのみを着用、片手には釣り竿という犯罪度の高い恰かつ好こうになっているのだが、絽美も妹尾も水着工作に熱中していて気づいていない。


「見て、すごくかわいいよ！」


　絽美の言うとおり、妹尾は本当にかわいらしく変身した。水着というのとはちょっと違ちがう気もするが、何も言わなければ、審査員はこなれたロングパレオ使いとして採点してくれるに違いない。


　そのとき、ステージの手前まで帰ってきていた莉子サマと目が合った。彼女はオレたちの様子を見ると、これまでしつこいくらいポーズをキメていたのが噓うそみたいに、あっさりこちらへ戻ってくる。まるで、今までのは時じ間かん稼かせぎだったかのようだ。


「……まさかな」


　彼女の一連の横おう暴ぼうを思い出し、その考えを打ち消す。


　ともかく、こうして妹尾はステージに出ていくことができた。


「おお、そう来たか！」


　彼女が現れると、観客たちは唸うなり声を上げた。


「くそう、とことん焦じらしてくれるぜ、雪菜ちゃん！」


「だがそこがいい！」


「清せい楚そだ！　清楚すぎる！」


「平成最後の清純派だ！」


　野や郎ろうたちの声を聞く限り、概おおむね好評のようでほっと一安心した。


　キャットウォークを端はしから端まで歩くという最低限のパフォーマンスで、顔を真まっ赤かにした妹尾は帰ってきた。


「お帰り！　すごく良かったよ！」


　出で迎むかえる絽美に、彼女は黙だまって口をパクパクさせる。


「……どうしたの？　緊きん張ちようした？」


　少し考えて、妹尾は首を左右に振った。やがて、なおも口パクを続ける彼女から、なんとか聞きとれるくらいの声が出るようになる。


「ありがとう……ございます」


　それを聞いて、絽美は目を細めた。そして、ちょっと背せ伸のびして妹尾に抱だきつき、その背中を手で撫なでる。


「こっちこそありがとうだよ、雪菜ちゃん」


「……ええ話や……」


　それを見ていたオレは、なんだかよくわからないのに目め頭がしらが熱くなった。


「もう、いつまでもグズグズしてないでよ！　ワタシ帰るわよ」


　そこで莉子サマがしびれを切らしたように言い、ビーサンを履いてピンヒールを肩に担かつぐと、颯さつ爽そうと歩き始めた。


「ハイハイ」


　オレは答え、絽美と妹尾を促うながしてステージ袖そでから、客席に戻るべく外に出る。


　だが、大だい惨さん事じはそこで起こった。


「きゃああああああ───っ！」


　目の前で、サスペンスドラマで殺人が起こったときのような悲鳴がした。びっくりして客席を見たオレは、女生徒たちの視線がオレの股こ間かんに注そそがれているのを見て納なつ得とくした。


　そして、激しく後こう悔かいした。





　オレに、某ぼう有名すれちがいゲームをもじった新あだ名「ＤＱＮ～パンティの釣つり人びと～」がつけられたのは、その数分後のことだった。






　第二章　Ｊ・バウアーを目指すオレたち





「や……やったぞ……！」


　その日の午後、昼食を挟はさんで行われた結果発表の掲けい示じ板ばん前で、オレは喜びに打ち震ふるえた。


「うちが、一位だ……！」


　掲示板の模も造ぞう紙しには、一位から最下位までのグループ番号と点数が記しるされている。何度見ても、オレたち「十一班」は、最上位「優勝」の欄らんに書かれていた。あれだけ大おお見み栄え切っていた一かず晶あきたちのグループは四位で、千点に戻もどったオレたちとは百点近い差がある。


「フフフ、一晶のヤツ、ざまぁ見やがれ！」


　浮うかれ気分最さい高こう潮ちようのオレは、そそくさとコテージに帰って、仲間たちにこの喜ばしい結果を報告した。


「ほんと!?　やったね、成なる道みちくん！」


　リビングにいた絽ろ美みが、知らせを聞いて飛び跳はねる。キッチンで昼食の片づけをしていた妹せ尾おも、水道の水を止めてオレの話を聞き、うれしそうに微び笑しようした。言うまでもないが、男連中は寝しん室しつでダウンだ。オレだって、発表さえなければずっと寝ねていたところだ。


「とりあえず、これでオレたちは総合優勝に一歩近づいたわけだ！　次からの競技も頑がん張ばるぞ！　目め指ざせダントツ一位！」


「おーっ！」


　絽美が、元気に拳こぶしを突つき上げて乗ってくれる。


「……ねえ」


　そのとき、リビングのソファに座すわっていた莉れい子こサマが声を上げた。オレの方を見て、いぶかしげな顔をしている。


「どうして一位でなきゃダメなの？　二位じゃダメなの？　最終順位が上位なだけでも、成績はプラスになるんでしょ」


「う……」


　ムダを追つい及きゆうする女性政治家のような鋭するどい視線に、オレはたじたじとなる。しかし、こればっかりは譲ゆずれないものがあった。


「ダメなんだ、一位でなきゃ！　一位になって一つでも☆ランクを上げて、ヴィーナスに釣つり合う男に近づくんだ！　そして、じーちゃんを見返すんだ！」


「何言ってるの？　アンタ」


　しかし、莉子サマは眉まゆ根ねを寄せたままだ。そう言えば、オレは彼女にだけはヴィーナス賞うんぬんの話をしていない。


「実はさ……」


　と語り始めかけたとき、部屋のスピーカーからピンポンパンポンと音が鳴った。


「これより、第二種目の競技の説明会を行います。各グループのリーダーは浜はま辺べに集合してください」


「おお……！」


　途と端たんに、オレは莉子サマのことを忘れて外に飛び出した。


「ちょ……ちょっと、なんなのよ！　説明しなさいよっ！」


　後ろから彼女の声が追ってくるが、それどころじゃなかった。


　次はなんだ。どんな競技なんだ。


　水着コンテストが「容姿」の競技だった以上、第二種目は「成績」か「性格」だ。


　でも大だい丈じよう夫ぶだ。うちのグループには、黒くろ川かわや絽美がいるんだ。莉子サマは今度も協力してくれるのかわからないけど、いざとなったら土下座してでも出場を頼たのめばいいのであって、少なくとも「成績」の競技でトップの座を失うことはあるまい。学力競技ってことは、たぶん「高校生クイズ」みたいなことをやらされるだけなんだろうし。


　そう思っていたオレは、たどり着いた昼下がりのビーチで、相変わらず黒ずくめの真ま弓ゆみ先生から、どさっと冊さつ子しを渡わたされて面食らった。


「それでは、説明を始めます」


　約四十人の班長に配布物を渡し終えると、先生は空からになった箱を台にして腰こし掛かけ、皆みなを見渡した。


「まず、手元に冊子が五冊あるか確認してください。それは我わが校の教師が作成した夏休みのワークで、市し販はんはされていません。主要五教科分がそこにあります」


　一冊ずつ冊子を調べると、確かにそれぞれの表紙に「英語」「国語」「数学」「理科」「社会」と書いてある。


「ときに、皆みなさんのグループの人数は何名でしょうか」


　……え？


「第二種目の競技は『宿題トゥエンティーフォー』。貴方あなたがたにはこれから、二十四時間以内に一人一冊一教科、この『夏休みの宿題』を終わらせてもらいます」


「えええっ!?」


　叫さけんだのは、オレだけではなかった。先生の言っていることがわかっていなさそうなヤツを含ふくめ、ほぼ全班のリーダーがパニック状態だ。


「無理です、先生！　これは夏休みいっぱいで終わらせる量の問題集ですよ！」


「二十四時間って、食事や寝る時間は別に取ってくれるんですよね!?」


　そんな彼らを見て、真弓先生は残ざん酷こくに言い放った。


「いいえ、事じ態たいはリアルタイムで進行します。ワーク一冊を、きっちり二十四時間以内に解とき切ってください。やる気や集中力も学力のうちです。これは皆さんの総合的な『学ぶ力』を、短時間で確認するための競技です」


　啞あ然ぜんとして言葉を失う生徒たちに、彼女は続ける。


「たとえば、ドラクエです。発売日から三週間後、総プレイ時間五十時間でクリアしたとき、貴方がたの誰だれしもが少しは思ったはずです。『ああ、寝しん食しよく忘れてやりつづけていれば、このゲームは丸二日もあれば終わったのか』と」


　まあ、そりゃ……どっちかっていうと「二日間もかけちまったのか」って気持ちだけど。


「勉強も同じです。本当に一心不乱になって取り組めば、毎日コツコツ進めたりしなくとも、夏休みの宿題など最後の一日で終わります」


　すごい。すごく乱暴な話だ。少なくとも、学校の教師には絶対に言って欲しくない。


「誰がどの教科を担当するかは自由です。話し合いで決めても結構ですし、リーダーが割わり振ふるのもいいでしょう。ただし、必ず同じ人が同じ教科を、最後まで責任を持ってやること。途と中ちゆうで交こう換かんしたりしてはいけません。怪あやしい提出物には筆ひつ跡せき鑑かん定ていを掛かけます」


「あのー、先生」


　オレはそこで恐おそる恐る手を上げた。


「うちのグループ、六人いるんですけど……」


「十一班に関しては、一教科だけ二人で担当してもらうことにします。安心なさい」


「はあ……」


「競技の開始は、約一時間後の午後三時。明日あしたの午後三時までに、一問でも多くの正解をワークに書き込んでください。提出されたワークは即そく日じつ採点し、各教科の得点を出した上で、明後日あさつての昼にはグループの順位を発表します」


　最後に、先生はとびきりの艶えん笑しようを浮かべ、オトナの声こわ色いろで囁ささやくように言った。


「皆さんの健けん闘とうを、お祈いのりするわよ」
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「大変だ、とにかく大変だ、おい、オマエら起きろ！　大変なことになったんだよ！」


　コテージに帰ったオレは、大おお慌あわてで野や郎ろう共を起こし、班員をリビングのソファに集めた。


「あれ……？　莉子サマは？」


「さっき成道くんが話の途中で行っちゃったからって、怒おこって外に出ちゃったの」


「一応『散歩』だそうですから、すぐ戻ってくると思いますよ」


　オレがきょろきょろして尋たずねると、絽美と妹尾がそう説明してくれた。


「そうか。じゃあ、とりあえずオレたちで分担を決めよう。三時までに、担当教科を電話で先生たちのコテージに伝えないといけないんだ」


　班長らしく仕切ろうと、オレはテキパキ話を進めた。


「やっぱり、自分の得意教科をやるのがいいと思うんだ。絽美は英語が一番いいよな？」


「うん」


「じゃあ、それで決まりだ。妹尾は何が一番得意なんだ？」


　妹尾はちょっと迷まよってから口を開いた。


「国語だと思います」


「うん、それも決定だな」


「おいおい、じゃあ俺みてぇに別になんも得意じゃねぇヤツは何やりゃいいんだよ！」


「オマエは、オレと一いつ緒しよに余あまりモノをやるんだよ！」


　順を追って説明していこうと思ったのに、石いし田だに先回りされてイラッとする。


「いいか、オレらはどんぐりの背せい比くらべだ。どの教科だって大体『中の下』だ。それなら、頭いいヤツらの残りモノを力合わせてやるのが、一番損失が少なくていいだろ」


「んなこと言ったって、数学や理科はぜってぇムリだろうがよ。おまえ、この前の生物の点数覚えてねぇのか？　俺も数学と化学は一ケタ台だしよ、俺らみてぇなヤツこそ、できるモンとできねぇモンがあるじゃねぇか」


「ぐ……」


　言われてみれば、それも正論だ。


「く、黒川……」


　オレはもう一方の隣となりの男に救いを求めた。


「頼む、数学をやってくれ！」


「……別にかまわないけど、それはたぶん、僕よりふさわしい人がいるよ」


　少し考えて、黒川は答えた。


「恵え比び寿すさん、いつも数学満点だよ。成績順位が隣だから、貼はり出された点数がよく目に入るんだ」


　それを聞いて、場の空気がさっと冷える。


「す、数学満点……」


　信じられない。オレのような文ぶん系けいには特に……と考えて、そもそもＣ組とＤ組は文系のクラスだと思い出した。莉子サマのいるＡ組はＢ組と共に理系クラスで、Ｅ組は国公立受験組、Ｆ組は一晶のようにスポーツ推すい薦せん狙ねらいや専門学校進学など、大学受験対策の必要がない生徒のクラスになっているのだった。


「よし、じゃあ数学は莉子サマに頼んでみるか」


　一番の問題と思われたものは、あっさりと解決した。


「じゃあ、残りは理科と社会……」


　オレがそう呟つぶやくと、男子の間で緊きん張ちよう感かんのある視線が交こう錯さくした。


「じゃあ、黒川……」


「僕も文系だよ」


「……でも、そこは……」


「物理と化学は、常に数学より悪いよ。生物も、浸しん透とう圧あつの回は悪かった」


　お人ひと好よしそうな顔をして、黒川は意外に頑かたくなだった。オレは思わず女性陣じんを見る。絽美には思いっきり首を振られ、妹尾には困ったように視線を外はずされた。


「ここにいるの、みんなＣ組Ｄ組だもんな……」


　結局、オレたち五人は過去の理科のテスト得点を言い合い、なんだかんだで群を抜ぬいて点数の高かった黒川に理科をやってもらう方向で落ち着いた。


「……さて、あとは莉子サマに数学を頼むだけだな」


　そう言って時計を見ると、三時までにはあと十五分しかない。


「莉子ちゃん、帰ってこないね……」


　絽美が心配そうに呟く。


「ヤバいぞ……」


　開始時刻に人数がそろわなければ、それだけ解答時間が減ることになる。莉子サマに数学を断ことわられたら担当教科を考え直さなくてはならないし、もうグズグズはしていられない。


「捜さがしに行ってくるか」


　リーダーとして、オレは立ち上がった。


「しょうがないから、五分前になったら先生に教科報告の電話をしておいてくれ。もし彼女に断られても、なんとか説得するからさ」
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　莉子サマを見つけるのに、それほど苦労はいらなかった。コテージの外に出ると、目の前にはもう海が広がっている。その海と岸のつなぎ目、なめらかに続く砂すな浜はまの中に一か所だけ、岩が出っ張ぱって小さな崖がけになっている場所がある。その岩の上に、彼女は海の方を向いて立っていた。


「こんなとこにいたのか」


　崖下に行ってそう声をかけてから、彼女がオレを怒っているという話を思い出した。


「さっきはごめんな。話の途中で行っちゃったりしてさ」


「……別に、そういうんじゃないわよ」


　莉子サマは目の端はしでオレを一いち瞥べつすると、腕うで組ぐみしたまま再び海を見つめた。


「でも、コテージを飛び出したっていうし」


「だって、あの子たちといても話なんかないもの」


　それを聞いて、崖に上がろうとしていたオレは立ち止まった。


「それは……普ふ通つうでいいんじゃないか？　いつも女友達と話してるような……」


「いないわ、そんなもの」


　怒った声で、彼女は言い放った。


「友達なんて、ワタシには必要ないのよ」


「必要ないって……」


　そりゃ、こっちも友達に関しては偉えらそうなこと言えないけど。


「必要ないことはないんじゃないか？　オレだって、石田みたいなロクでもない話し相手でも、いないよりはいいかなって思うぞ。バカなことでも喋しやべってれば楽しいときもあるし」


「くだらないわね」


　莉子サマは吐はき捨すてるように言った。


「友達って、一体なんなの。どういう人間が『友達』になるわけ」


「いや、それは気が合うとか、自分と似にてるとか……？」


「そんな人間いないわ。ワタシは天才なのよ」


　そう呟く彼女の横顔は、相変わらず凜りんとして美しい。


「……まあ、そうなのかもしれないけどな、莉子サマは」


　なんとなく納なつ得とくしてしまって同意すると、彼女はさっと首をひねってオレを見下ろした。


「アンタに、何がわかるっていうのよ……？」


「いや、わかんないけど、数学のテストで満点が取れる人間は確かに天才だと思うし、オレとは違ちがうなと思って」


　そこで宿題トゥエンティーフォーのことを思い出し、「あっ」と叫さけんだ。


「そうだ、莉子サマ。お願いがあるんだ！」


　矢や継つぎ早ばやに第二種目の競技について説明していると、彼女の顔から徐じよ々じよに険けんが抜け、最後にはすっかりあきれたような表情になった。


「……アンタ、ほんっと空気の読めない男ね」


「え？」


　きょとんとしていると、莉子サマは大きく肩かたで息いきをつき、軽かろやかな身のこなしでこちらへ下りてくる。


「それで、あの……数学は、やっていただけるんでしょうか……？」


　それだけが気になってしょうがない。ケータイを取り出して見ると、時刻はもう三時だ。


「数学のワークを、一冊解けばいいのね？」


「……は、はい！　そうです！　明日の三時までに……」


「今日中に終わらせるわ。ワタシは天才よ」


　たちまちオレの前を通り過ぎて砂浜をずんずん歩きながら、莉子サマは決然と言った。


「アンタなんかに、わかられてたまるもんですか」
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　そうして、宿題トゥエンティーフォーが始まった。


　初め、オレたちは食しよく卓たくに六人で向かい合って問題を解いていた。


「……だから、これはよぉ、アレ、アレじゃねぇの。なんだっけ？　イライラ帝てい？」


「は？」


「違ちげぇよなぁ。ほら、アレだよ。ムラムラ帝、でもなくて……」


「なんだよそれ。大浴場作ったヤツが欲よく情じようしててどうするんだよ」


「浴場だけに？　うまいこと言ってんじゃねぇよ」


「オマエだろ！」


「……カラカラ帝、じゃない？　公衆浴場を作ったローマ皇こう帝てい」


　たまりかねたように、オレの向かいに座すわる絽美が小声で教えてくれた。


「ああ、そうだそうだ。ありがとう絽美」


　そんな中、最初に席を外したのは黒川だった。


「……ごめん。僕は寝しん室しつでやることにするよ」


　ワークと筆記用具を持って、ヤツは足早にダイニングを去っていった。


「なんだぁ？　神経質なヤローだな」


「すみません、わたしも……」


　まるで誰だれかが立つのを待っていたかのように、続いて立ち上がった妹尾も、女子部屋へ帰っていった。


「……静かにやろう、石田」


　反省したオレは、しばらく解答を石田に任まかせて黙だまった。その間、オレが見ていたのは、斜ななめ向かいにいる莉子サマだった。


　彼女の手は、他のメンバーと違って常に動いている。左手で新しいページをめくると同時に、眼球が細かく左右して問題を追い、次の瞬しゆん間かんにはもうシャーペンを動かして数式を書き始めているのだ。


　その一連の動作があまりにもスムーズで美しかったので、オレはずっと彼女を見ていた。長い髪かみは邪じや魔まにならないよう耳にかけられていて、真しん剣けんな表情がはっきり見える。


　こうして見ると、やっぱり、すごく美人だ。


　名画を鑑かん賞しようするような気持ちで莉子サマを見ていたオレは、ふと、視線を感じた気がして顔を正面に戻もどした。


　一体いつから見られていたのだろうか、英語のワークから顔を上げ、不安げにペンを握にぎりしめている絽美と目が合った。


「……どうしたんだ？」


「えっ」


　オレが尋たずねると、彼女は焦あせった仕草で目を逸そらす。固く結んだ口元は、気き恥はずかしさをごまかしているようにも見える。


「……私も、部屋帰るね」


　しばらくすると、絽美はそう言ってシャーペンを置いた。何気なく見たワークの問題は、さっきからあまり進んでいないようだ。


「ああ、うん……」


　オレ、今はうるさくしてなかったと思うんだけどな。


　解げせない気持ちで問題に戻ろうとしたとき、隣となりの席を見て愕がく然ぜんとした。


「おいっ、石田！　なんで居い眠ねむりしてるんだよ！」


「……んあ？」


「ちゃんとやれって！　眠いのはオレも一いつ緒しよなんだよ！　むしろオレのが寝ねてない！」


「ちょっと、うるさいわね！」


　そこで初めて、莉子サマが解答を中断した。


「交代で一人ずつ解くことにして、もう一人は寝てたらいいでしょ！　二人でやってるからうるさくなるのよっ！」


　彼女のまともすぎる提案に、オレたちは顔を見合わせてまばたきを繰くり返したのだった。
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　──おまえのじいちゃん、色しき魔ま！


　ふと気がつくと、オレは学校の教室にいた。目の前には数人の少年たち、それも小学校中学年くらいの身み丈たけの子どもたちが、オレと相あい対たいしてゆがんだ笑顔を浮うかべている。


　──シキマ！　シキマ！


　一人の先導に乗って、少年たちは一いつ斉せいにはやしたてた。


　──なんだよ、オレはじーちゃんとは違うよ！


　言い返すオレの声も幼おさない。泣きながら殴なぐりかかろうとすると、彼らは軽やかにかわす。


　──寄るなよ、シキマ！


　──シキマがうつる！


　ふざけた笑顔の中にちらつく、本物の侮ぶ蔑べつの色。それに傷つくオレの心は、同じ悔くやしさをもう何度も経験していた。


　──やめてよ……。


　哀あい願がんするオレに、みんなの目は冷たい。


　──シーキマ！　シーキマ！


　唇くちびるを突つき出すようにして声をそろえ、彼らは手を叩たたいてオレを嘲あざける。


　──やめてってば！


　──シーキマ！


「やめろって言ってるだろ！」


　そう叫んで、オレは目を覚ました。


　そこはコテージのリビングのソファだった。けれども、どうして自分がここにいるのか、すぐには思い出せない。それくらいリアルな夢だった。


「……今のは、四年生の頃ころか……」


　いじめ、なんて重いもんじゃなかった。でも、あの頃のオレはいつも誰かにからかわれていた。味方になってくれるような友達もいなかった。別に、孤こ独どくを苦にした覚えはなかったんだけどな……と考えたところで、ふと我われに返った。


「そうだ、今は第二競技中だ！」


　リビングはすべての灯あかりが消え、ひっそりと静まり返っていた。それでもカーテンから漏もれる日光で、部屋の中は一応明るい。


「えっと……」


　あれから莉子サマに言われた通り、石田と交代で解答することにしたオレは、夜の九時過ぎに休きゆう憩けいを取った。黒川の気が散るかと思い、寝室でなくリビングのソファに横たわったのが最後の記き憶おくだ。宿題トゥエンティーフォーのためには徹てつ夜やが許されるので、例外的に消灯・起き床しよう時間の設定がなかったのだった。


「……えええっ、くっ、九時!?」


　ありえない。だが、リビングにある時計の針は、オレが最後に時間を確認したときとほとんど同じ角度を保っていた。


「壊こわれてんじゃねーの!?　えっ、ケータイも壊れてる！」


　だが、本当は壊れていないこともわかっている。オレが半日寝てしまったんだ。ソファから飛び起きた体がやたら軽いのが、その証しよう拠こだった。


「飛ばされた！　キンクリに時間を消し飛ばされた！」


　パニックになって、部屋中を意味もなく駆かけ回った。


「っていうか、石田！　なぜオレを起こさなかった！」


　とりあえず、オレは男子部屋に急行した。


「……あれ？」


　だが、そこに石田の姿はない。床ゆかに座って雀ジヤン卓たくに問題集を広げ、黙もく々もくとペンを動かす黒川だけがいる。


「なあ、石田は……？」


「知らない」


　遠えん慮りよがちに声を掛かけたオレは、にべもない返答に肝きもを冷やした。


　そう言えば、黒川の様子がおかしい。部屋には窓から太陽が燦さん々さんと降ふり注そそいでいるのに、ヤツの周まわりだけ、どす黒いオーラが漂ただよっている。床には使用済ずみの計算用紙が何枚も落ちていて、雀卓の上には、炭を溶とかしたように真っ黒な、悪あく魔まの飲み物としか思えない液体を満たしたマグカップが置かれていた。


「く、黒川、オマエ何飲んでるんだ……？」


「コーヒー」


　またもや一言で答えると、黒川はそのカップを取って口元へ持っていく。


「もしかしてオマエ、完かん徹てつなのか……？」


　そう問うてみると、ヤツはオレを見上げてニヤリと笑った。


「悪いけど、話しかけないでくれるかい」


「ひっ……！」


　ひいいいいぃ！


　声にならない叫さけび声を上げて、オレは寝室から撤てつ退たいした。


「あの温厚な黒川が……！」


　極限状態の恐おそろしさを身にしみて感じながら、廊ろう下かを歩いていたときだった。


「……っく……んっく……ひっ……」


　女子部屋から、押し殺したような泣き声が聞こえてきた。何があったのかと思って立ち止まり、そっとドアをノックする。


「どうしたんだ？」


「……成道くん……？」


　返ってきたのは、絽美の声だった。


「絽美、どう……」


　すると突とつ然ぜんドアが勢いよく開き、小さな弾だん丸がんのように飛び出してきた絽美が、オレに抱だきついた。


「ろっ……!?」


「ごめんね、成道くん」


　オレの胸に顔を埋うずめた絽美は、泣き腫はらした顔でこちらを見つめた。


「私、解き終わらないかもしれない……」





　　　　　☆





「はい、絽美。コーヒー」


　十分後、オレはリビングのソファでうなだれる絽美のために、インスタントコーヒーを淹いれてやった。ミルクと砂糖たっぷりで、黒川が飲んでいたような恐ろしいものではない。


「……ありがとう」


　オレからカップを受け取ると、絽美は握りしめたミニタオルで目元をぬぐい、コーヒーに口をつけた。その間にも、彼女の目はテーブルに置かれたワークの問題を追っている。


「……私、二時に一度眠ったの。成道くんと同じでね、一日目にあんまり寝られなくて、起きてられなかったんだ。莉子ちゃんはお風ふ呂ろで、雪ゆき菜なちゃんは集中してたから、二人にメモだけ書いて寝たの。三時間くらいで起きるねって。それが、気がついたら八時だった」


　喋しやべっている間にもじわじわ湧わき出てくる涙なみだを拭ぬぐい、絽美はそう話した。


「ごめんね、成道くん。私、成道くんのこと応おう援えんしたいって思って、今度こそ絶対頑がん張ばろうって決めてたのに。あと六時間じゃ終わるかわからないよ」


　言われてみれば、彼女の冊子の残りページは、まだ半分近くある。


「莉子ちゃんなんか日付が変わる前に終わっちゃったし、雪菜ちゃんだって、もう少しで終わりそうだからって仮か眠みん中なのに、なんで私一人だけちゃんとできないんだろう。私、雪菜ちゃんに何度も起こされたの覚えてるの。それでも、どうしても起きられなかった」


「いや、絽美、実はオレも……」


　と言いかけて、ふと名案を思いついた。
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「そうだよ、莉子サマの力を借りよう！　学年一位の天才なんだ、難むずかしそうな問題とか軒のき並なみ教えてもらえば、かなり時間短縮になるんじゃないか」


　言うが早いか、オレは女子部屋へ押おし掛けた。絽美が飛び出したきりドアは開いていたので、ドキドキするけれども抵てい抗こうは少ない。


「ダメだよ、成道くん！　莉子ちゃんを起こさないであげて！」


　ベッドの脇わきに佇たたずんでいると、あとから走ってきた絽美が、オレの背中に抱きつくようにして引き止めてきた。


「莉子ちゃん、寝たの朝なの！　それまで、雪菜ちゃんの国語を見てたんだって」


　それを聞きながら、オレは目の前に広がる光景に、すでに胸を熱くしていた。


　絽美のベッド横にあるサイドボードには、Ａ４のコピー用紙が置いてあった。それには、三人の字で順番にメモが残されていた。







　2:00　少し寝ます。五時になっても起きなかったら起こしてね。　ロミ


　6:30　起きない。寝るわよ。　レイコ


　7:20　同じく、起きませんでした…。終わるめどが立ったので、わたしも寝ます。


　　　　 とりあえず、目覚ましを八時にセットして枕まくら元もとに置いておきます。　妹尾







「それで起きたのか、絽美……」


「うん」


　オレから離はなれ、絽美は再び涙ぐむ。


「雪菜ちゃんも一いつ緒しよに一度起きてくれて、これ作ってくれたの」


　彼女が指さしたのは、莉子サマと絽美のベッドの間にあるサイドボードだ。女子部屋はベッドが三つ横に並んでいて、入口の方から妹尾、絽美、莉子サマとなっているようだった。


　そこにあったのは、おにぎりだった。白いきれいな三角おむすびが三つ、お皿に載のってラップをかけられている。


　少し視線をずらすと、二人の少女がそれぞれのベッドに寝ていた。シーツに半分隠かくされた妹尾の顔は、起きているときより子どもっぽく愛らしい表情に見える。枕元に置いてある眼鏡めがねがなんだか懐なつかしくて、微ほほ笑えましい気持ちになった。


　窓まど際ぎわの莉子サマを見れば、明るい色の長い髪かみが、差し込んでくる陽光にキラキラ輝かがやきながらベッドからこぼれ落ちている。目を閉じていても一目で美形だとわかるその寝ね顔がおは、相変わらず高貴な美しさを誇ほこっていた。


「みんなすごいよね。私だけなんだよ、ダメなのは。ほんと自分がヤになるよ」


　そう言って目元をぐしっと拭ふくと、絽美は壁かべを見上げた。時計が示す時刻、九時十五分を見つめて、彼女は眥まなじりを決する。


「成道くん、私、まだ頑張る」


　赤い大きな目で、絽美はオレをまっすぐ見上げた。


「みんなの努力をムダにしないためにも、成道くんの夢を叶かなえるためにも」


「絽美……」


「だからお互たがい、あと少し頑張ろうね！」


　いつものように明るく笑ったあと、彼女はオレの反応が遅おくれたのを見て顔を曇くもらせた。


「……それとも、成道くんたちも、もう終わっちゃったの……？」


「え、い、いや……」


　途と端たんに心の奥へ不安が押し寄せ、オレはそわそわする。そうだ、オレは石田……というか、社会のワークを捜さがしてたんだ。


「一緒に頑張ろうな、絽美！」


　そう叫んで、廊下へ飛び出した。考えてみたら、オレは絽美なんてもんじゃなくヤバい。


　焦あせりまくりながら、すぐそこのトイレが無人なのを確認して、隣となりのバスルームに入る。


「石田とはあまり縁えんのないとこだけど、一応……」


　独ひとり言を言いながら、脱だつ衣い所じよから浴室に入る扉とびらを開けた。


「……な!?」


　なんと、ヤツはそこにいた。


「いいいい、石田!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」


　一いつ瞬しゆん、死んでいるのかと思った。石田は半分閉まった湯船の蓋ふたの上に上半身を載せ、膝ひざ立ちの恰かつ好こうでうつ伏ぶせに寝ていた。さらに不ふ審しんなことに、なぜか頭部だけが激しく濡ぬれている。ヤツの脇に開いて置いてあった問題集のページを見て、オレはさらに震しん撼かんした。





　成道のばかやろう





「ひえぇぇっ！」


　何このダイイング・メッセージ!!


　何度も確認したが、石田はただ寝ているだけのようで脈も体温もある。よかった。これで溺でき死しでもしていたら、間ま違ちがいなく容疑者はオレだ。


「しかし、どんな状じよう況きようなんだ、これ……」


　ヤツの解ときかけのワークを見ながら、オレなりに探たん偵てい的推理を働かせてみた。


　石田が問題を解くうちに睡すい魔まに負けたことは、ほぼ間違いない。なぜここにいたのかというと、おそらく、なんとかして眠ねむ気けを覚まそうと、顔を洗ったり湯船に頭を突つっ込んだりしたせいだろう。そうなるまでには、オレを起こして交代しようと試こころみたに違ちがいない。


　その結果が「成道のばかやろう」だ。


「オレも、絽美と同じだったってことか……」


　いや、二倍の睡すい眠みん時間を取ったのと、起こされた記き憶おくすらないという点では、彼女よりよほどタチが悪いと言える。


「すまん、石田……」


　珍めずらしく申し訳ない気持ちになって、ヤツが怨うらみ言を残したワークを手に取った。


「どれどれ……」


　パラパラとページをめくり、すぐに青ざめる。


「う、ウソだろ……」


　その社会の問題集は、オレが最後に見た十二時間前から、ほとんど進んでいなかった。


　広大な白紙ページの海が、オレを待ち受けていた。


「一体いつから寝てるんだ、石田ぁ──っ！」


　コテージのバスルームに、絶望するオレの叫び声がむなしく反はん響きようした。






　第三章　休息を目指すオレたち





「はい、確かに受け取りました。御ご苦く労ろう様さま」


　午後三時、五教科分のワークをまとめて真ま弓ゆみ先生に提出したオレは、一気に三十歳くらい老ふけ込んだ気分だった。


「結果発表は明日あしたの昼二時よ。次の競技の説明もあるから、必ず来なさいね」


「はあ……」


　あれから、できる限りの手を尽つくして問題集を埋うめた。外部通信機器は傍ぼう受じゆされてカンニングがバレるとのことで使用を慎つつしんだが、えんぴつ転ころがしや天てん啓けいなど、合法的に使えるものは何でも使って答えを導みちびき出した。


　ここではっきり言っておくけど、オレは別にアホじゃない。「中の下」はあくまでも学内でのことであって、一応聖☆ジュウにも受かったんだし、並以上にはデキる子のはずだ。


　でも、社会という教科の性質上、地理でも日本史でも世界史でも、知らなかったら解答する術すべがないのも事実だ。そして、オレは定期考査が終わる度たびに、テスト範はん囲いの知識をリセットすることにしている。


「ああ、もう、どうしよう……」


　まさか、リーダーがこんなに足を引っ張ぱるなんて。一位で当然のグループなのに。


「ナルミチぃーっ！　どうしたんだよぉー、元気ないなー！」


　肩かたを落としてコテージに戻もどろうとしていると、背はい後ごから気の滅め入いる声が聞こえてきた。


「ムシすんなよぉーっ！　宿題どうだったんだあー？」


　俊しゆん足そくでこちらへ駆かけてきた一かず晶あきが、問答無用でオレの前に立ちはだかる。


「……そういうオマエは、どうだったんだよ」


「それがさぁーっ」


　よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに、一晶は胸を張った。


「おれのグループ、女子が山やま田ださんと佐さ藤とうさんだったんだよなーっ！　早めに終わったからって、おれたちの方も見てくれたし、メッチャ自信あるぜーっ！」


「げげっ……」


　山田さんと佐藤さんといえば、いつも絽ろ美み辺あたりと成績順位上での争いを繰くり広げている秀しゆう才さいだ。二人とも国公立志望のＥ組で、全教科に亘わたってまんべんない実力を持っている。見た目はともかく、学力には定評のあるガリ勉女子だ。


　一晶のヤツ……。たぶん、祭りでオレに負けたあと、余あまっていた女子に声を掛かけて組んだんだろうが、運がいいにもほどがある。あの二人の男友達も一晶よりは多少デキるんだろうし、ひょっとしたら順位を上げてくるかもしれない。


「よかったな、じゃあな！」


　内心の焦あせりは隠かくして、オレは逃にげるようにコテージへ帰った。


「お帰りなさーい！」


　玄げん関かんを開けると、リビングの奥の方から絽美の声がする。


　ああ、なんか、いいな、こういうの。


　そう思って見てみると、キッチンに女子が三人集合して、何か話し合っていた。


「何やってんだ？　そんなとこで」


「うん、今夜から自じ炊すいしようと思って」


　絽美がわくわくした様子で答える。


「一人一品ずつ、お料理作ることにしたんだ。成なる道みちくんが提出に行ってる間に、お買い物行ってきたんだよ」


「へえ！　そりゃ楽しみだな」


　美少女たちの手作り料理、しかも一気に三人分だなんて、オレはなんて幸せ者なんだ。


「できるまでの間、お部屋で待ってて」


「え？　なんで？」


　できたら、キミたちの料理する姿が見たいのに。


「メニュー見られたくないのー！　あとのお楽しみなんだから」


「いや、でも過程には過程のお楽しみが……」


「いいから、早く引っ込みなさいよ！」


　そこでお玉を持ったエプロン姿の莉れい子こサマに一いつ喝かつされ、仕方なく男子部屋に帰った。


「夕飯、女子が作ってくれるらしーぜ！　やっとカレー以外だよ！　楽しみだなあ」


　そう声を掛けたものの、返事は得られない。


　黒くろ川かわは雀ジヤン卓たくに突っ伏ぷして寝ていた。その右手が、ついさっき、解とき終わったばかりの理科ワークをオレに渡したときの形で固まっている。


「…………」


　なんだかわからないが、少し感動してしまった。


「それに引きかえ、オレと石いし田だときたら……」


　ちなみに、石田は未いまだに浴室で寝ている。とりあえず黒川の肩に石田の変な柄がら風ふ呂ろ敷しきを掛けてやり、オレはベッドに寝ね転ころんだ。


「……女の子たち、仲良さそうだな」


　耳を澄すますと、キッチンの方から彼女たちが何やら喋しやべる声、ガチャガチャと調理器具がぶつかる音が聞こえてくる。


「やっぱ、チームプレーで友情が芽め生ばえたのか？」


　──だって、あの子たちといても話なんかないもの。


　あんなことを言っていたのが噓うそのように、莉子サマの甲かん高だかい声は一番よく響ひびいてくる。


「ちょっと、何やってるの、アンタ！　バカじゃないの!?」


「え、でも……」


「ワタシはキュウリを輪わ切ぎりにしろって言ったの！　何よこれ！」


「えっ、こうやって長く切ったのを、丸くして輪っかにするんじゃなかった？」


「何よそれ！　そんなヘンなもん入ったサラダ見たことあるわけ!?」


「私はないけど、莉子ちゃんなら、そういう凝こった細さい工くの料理知ってるのかなって」


「たとえ知ってたとしても、アンタにそんなの教えるわけないでしょ！　普ふ通つうのサラダ作りたいっていうから、教えてあげてるのに！」


　どうやら、怒おこられているのは絽美のようだ。


　……気になる。


　そういえば、絽美が家で料理をしているという話は聞いたことがない。つい好こう奇き心しんが働いて、オレは部屋を抜ぬけ出した。


　足音を忍しのばせて、リビングからダイニングへと向かう。そこから、カウンターでつながっているキッチンをのぞこうと首を伸のばした。


「……まったく」


　莉子サマは両手を腰こしに当て、あきれ顔でまな板を見下ろしていた。そこにあるのは、見たことがないほど長い千切りだ。おそらくキュウリ一本をそのまま縦たてに切ったのだろうが、普通の輪切りより断然難むずかしいだろう。器用自じ慢まんの絽美ならではだ。


「しょうがないから、もっと切って普通サイズの千切りにしなさいよ」


「えーっ、せっかく頑がん張ばって切ったのにな」


　絽美は膝ひざの前のエプロンを両手でつかみ、ちょっと頰ほおをふくらませて莉子サマを上目づかいに見つめる。


　すごい。さすがは天然小こ悪あく魔まの呼び声高い絽美だ。オレが莉子サマなら、即そく「キュウリソーメン」としてメニュー化決定だ。


「そんな顔したってダメっ！　このままで何に使うのよ」


　しかし、絽美に甘い手芸部の女子と違って、莉子サマはそれしきのことでほだされなかった。そう言われた絽美は、少し考えて顔を輝かがやかせた。


「そうだ、ポッキーゲームとか！」


　と、キュウリソーメンを一本取って、莉子サマの口に入れる。


「雪ゆき菜なちゃん、ほら！」


「……はい？」


　いきなり話を振ふられて、コンロ前で鍋なべを火にかけていた妹せ尾おが顔を上げる。戸と惑まどう彼女を見て、絽美は笑った。


「なんてね！」


「は、はい！」


　二人がそう言ったのは、ほぼ同時だった。


「えっ、雪菜ちゃん……？」


　焦あせる絽美の横を通って、妹尾は莉子サマの元へ駆け寄よる。そして、彼女の唇くちびるから弧こを描えがいて垂たれ下がるキュウリの端はしを、パクっとくわえた。


「んなっ……！」


　莉子サマはあからさまな動どう揺ようを示した。だが、妹尾はポリポリとキュウリを食べ始める。


　おお……。


　なんだこの感情。こんなイケない気持ちは初めてだ。


　妹尾は目をつぶって背せ伸のびをし、徐じよ々じよに莉子サマへ顔を近づけていく。妹尾の薔薇ばら色いろの唇が、あと数ミリで莉子サマのそれに触ふれそうになったとき。


　ポキッ。


「……な……何考えてるのよ、アンタ……！」


　キュウリを嚙かみ切った莉子サマは、真まっ赤かな顔をして、壁かべ際ぎわまで後ずさりしていた。


「もう少しで、キッ……キス……するところだったじゃないのっ！」


「でも……」


　つられたように赤くなりながら、妹尾は口ごもった。


「そういうゲームですよね……？」


「ふふ、莉子ちゃんの負けだね！」


　そんな彼女たちを見て、絽美が笑う。それに莉子サマはかちんと来た様子だった。


「負け……ですって!?」


　そして、すかさずまな板の上のキュウリに手を伸ばし、新しい一本を口にくわえる。


「いいわ、もう一回やるわよ！」


「は、はい！」


　ポリポリポリポリ……。


　ポキッ。


「はい、莉子ちゃん二連敗～！」


「くっ……もう一回よっ！」


　ポリポリポリポリ……。


　ポキッ。


「莉子ちゃん、弱すぎ～！」


「うるさいわねっ！　じゃあ今度はアンタとやるわ！　そこの踏ふみ台に乗りなさい！」


　にわかに女子校的ノリを増まし始めたキッチンに、盗ぬすみ見しているオレは胸を高鳴らせた。


「莉子ちゃん、十連敗～！」


　夕飯の時間は、着々と遅おそくなりつつあった。





　　　　　☆





　夕日が山の向こうに消えた午後七時、オレたちは三十時間ぶりに六人で食事を摂とった。


「うわ、うまそう！」


　食事完成前に男子部屋に帰ったオレは、女の子に呼ばれて席に着くと、何食わぬ顔で料理に歓かん声せいを上げた。


　本日のメニューは、莉子サマが作ったハンバーグと、妹尾が担当した豆とう腐ふと長ネギと油あぶら揚あげの味み噌そ汁しる、それに絽美が一ひと悶もん着ちやく起こしたサラダだった。ちなみに、あのキュウリはポッキーゲームですべて消費され、サラダの中には何事もなかったかのように輪切りキュウリが入っている。


「おお、うまい！」


　ハンバーグを一口食べて、オレは叫さけんだ。


「なんか意外だな～。莉子サマがメイン担当って聞いたときには、子こ羊ひつじのなんたらとか、なんとかのムニエルとか出てくると思ったのに」


「何よ、不満？」


　斜ななめ向かいに座すわった莉子サマが、箸はしを口に運びながらギロリとオレをにらむ。


「い、いや。庶しよ民みん的で意外だったってだけの話で、オレ的にはこっちのが……」


「まったく、これだから生まれながらの金持ちはイヤね」


「……え？」


　オレは茶ちや碗わんを持つ手を下ろして、動きを止めた。


「そんなベタなフレンチが食べたいんだったら、シェフに言えばいいでしょ。自分で作ってまで食べようと思わないわよ」


「まあ、そうなんだろうけど……？」


　彼女は何が言いたいんだろう。気になる点がいくつかあった気がしたが、うまいメシが冷さめるので食事に専念することにする。


「おお、味噌汁もうまい」


　ずるずるとお椀わんをすすりながら、オレは舌した鼓つづみを打ちっぱなしだ。


「ふうむ、カツオと昆こん布ぶがよく効きいてるね」


「……すみません、煮に干ぼしダシで……」


　オレのツウぶった感想に、妹尾が申し訳なさそうに謝あやまった。


「そっ、そうか、やっぱりね！　魚ぎよ介かい系けいのダシだと思ったんだ！」


　急いでざっくりしたコメントに切り替かえ、かろうじていい雰ふん囲い気きを保った。


　そんな風に、食事は和なごやかに進んでいった。隣となりにいる石田は、オレを上回る十五時間睡すい眠みんのせいで、さっきからずっとぼーっとしたままメシを食べている。もう一方の隣の黒川は、夕飯前に起こしてやるとだいぶすっきりしていて、にこにこしながら「おいしいよ」と食事をする、いつもの黒川だった。本当によかった。


「ねえ、私のサラダも食べてよう」


　しばらくして、絽美がちょっと拗すねたように言った。見れば、誰だれもまだサラダに手をつけていない。ついお肉と白米にガッツいちゃうお年とし頃ごろなのだ。


「ああ、食べるよ」


　促うながされるままに、箸を伸ばす。


「……う」


　サラダを口に放り込もうとしたとき、隣から変な声が聞こえた。振り向くと、黒川がなんともいえない顔でオレを見ている。その理由は、一いつ瞬しゆん後ごにオレも理解した。


　マズい。


　サラダがマズいって、どういうこと？


「どう？」


　絽美はかわいらしく小首をかしげて尋たずねてくる。


「い、いや、その……」


「んだぁこれ!?　マッズ!!」


　そのとき、石田が豪ごう快かいにサラダを吐はき出して叫んだ。思わず目も覚めたようだ。


「えっ、ウソ!?」


　絽美はびっくりした様子で、オレと黒川を見る。


「…………」


　とりあえず、オレは絽美から目を逸そらしてしまう。数秒後に視線を戻もどすと、彼女は「ガーン」という表情で硬こう直ちよくしていた。


　オレたちの反応を見て、莉子サマと妹尾もサラダを口に運ぶ。


「うわ、何コレ。ドレッシングの味がひどいわね」


「で、でも！　私、ちゃんと莉子ちゃんに教わったとおり作ったんだよ!?」


「もしかしてですけど……お酢すとみりん、間ま違ちがえませんでしたか？」


　妹尾に尋ねられると、絽美は涙なみだ目めで「あっ！」と声を上げた。


「みりんって……お酢の別名じゃなかったの……？」


　静まり返った一座を、お寒い風が吹ふき抜けた。





　　　　　☆





「……知らなかったな、絽美が料理オンチだったなんて」


　夕食後、部屋で女子のお風ふ呂ろタイムが終わるのを待っているとき、オレはショックを隠かくし切れずに呟つぶやいた。


「でも、被ひ服ふくのおかげで家庭科の成績はいいから、☆ランクには影えい響きようしないよな。やっぱりヴィーナスは絽美……」


　と言うそばから、頭の中に一人の少女の顔が浮うかんでくる。


「絽美に言われたときは『はあ？』って思ったけど、確かに莉子サマって可能性もあるかもだよな……」


　何しろ、あらゆるスペックがずば抜ぬけて高いのだ。あの気の強さにさえ目をつぶれば、彼女ほどカンペキな女性はいないような気がしてくる。


「でも、やっぱり一番バランスがいいのは絽美……」


「そうかぁ？　妹尾雪菜だろうがよ」


　部屋の隅すみに座ってブツブツ言うオレに、荷物をガサガサやっていた石田がそう答えた。


「あれはＥカップくらいあんじゃねぇの？」


「は？　何の話だよ」


「女子のスタイルの話じゃねぇの」


「じゃないです」


　と言うものの、石田の話には心引かれる。


「……でもやっぱ、妹尾って胸デカいよな？　Ｅあるかな？　オレはＤくらいかなって思ってたんだけどさ」


「Ｅだろ。もしかしたらＦかもしれねぇ」


「な、なんと……！」


　すごいよ、雪菜さん！


「なぁ、黒川よぉ。おまえはどう思う？」


　石田がそう言って意見を求めたのは、ベッドの上に雀ジヤン卓たくを置き、一人麻雀マージヤン牌ぱいを並べている黒川だった。一晩目に教えてやった役の復習をしているらしい。


　オレたちが見ていると、ヤツは手を止めた。


「気になるなら、今度母さんに聞いてみようか？」


「母さんだぁ？」


　事情を知らない石田が、怪け訝げんな顔をする。


「何言ってやがんだ、おまえ」


「黒川のかーちゃん、昔、妹尾にピアノ教えてたんだってさ」


　オレが解説してやると、石田はふうんと唸うなった。


「でもよぉ、ピアノの先生が生徒の胸のサイズなんか知るわけねぇだろ」


「妹尾さんは、ピアノを教わらなくなっても、中学生くらいまではよく母さんに会いにきていたんだよ。父親にはできない相談事もしていたみたいだから、もしかしたら知ってるかもしれないと思ったんだ」


「父親に、できない？」


　またもや解げせない顔をする石田には構かまわず、オレはそこで聞いてみたいことを口にした。


「なあ、妹尾ってお母さんがいないんだろ。どうしてなんだ？」


　すると、黒川は若じやつ干かん表情を硬こう直ちよくさせた。


「たぶん、本人に聞けば教えてくれると思うよ。悪いことではないから」


　しかし、オレは無言で黒川を見た。ヤツは視線を外はずし、少ししてから呟つぶやくように言う。


「……亡なくなったんだよ。彼女が十一歳のときに」


　それを聞いて、オレは祭りの日の妹尾を思い出した。


「亡くなった……」


　十一歳といえば、まだ小学生だ。そんな小さい頃ころに、彼女は親の死に直面して、幼おさない弟の面めん倒どうを見ることになったのか。


　茫ぼう然ぜんとしていたとき、部屋のドアが激しくノックされた。


「お風呂空あいたわよ！　バカなこと話してヒマつぶしてないで、早く入りなさい！」


　また莉子サマだ。


「わかったよー！」


「……ったく、イチイチうるせぇ女だなぁ」


　オレが答えると、石田が小声で言って舌打ちをする。


「それに比べて、妹尾雪菜はけなげじゃねぇか。母親を失って苦労して、そりゃ乳もデカくなるってもんよ」


「オマエはまた、結局それなのか……」


「そりゃそうだろ。これからは、あの巨きよ乳にゆうを見る目も変わるじゃねぇか」


「イヤらしい目つきで見ることに変わりはないけどな」


「やっぱＦだな！　Ｆ！」


　オレの話を聞かない石田が興こう奮ふんしていると、そこで黒川がおもむろに呟いた。


「いや」


　ヤツは自分で並べた雀牌をにらみ、真面まじ目めな面おも持もちで言う。


「Ｆはもうちょっと大きいよ」


「……!?」


　まさかの人物の下しもネタ参入に、石田とオレは驚きよう愕がくした。ところで、ずっと不満に思っていたんだが、おっぱいの話題で「下」ネタと言われるのって心外じゃないか？


「く、黒川さん、どこでそんな確信を……」


「うちの妹がそうなんだ」


　あ、なるほど……。っていうか、黒川妹、美人な上に巨乳なのか！


「僕の予想では……」


　そう言うと、黒川は雀牌を一つ取った。


「彼女はＥの65だ！」


　パチンと牌を強打して、そう言い放つ。


　……カッコいい……！


「カッコいいッス！　黒川さん!!」


　思わず、オレの後こう輩はいキャラが再燃した。


「おっぱい師し匠しよう！」


　石田なんか、また瞳ひとみをキラキラさせちゃっている。


「そうだ師匠！　ＡＶ観みましょう！」


　ヤツはたちまち荷物を漁あさり、一枚の録画用ディスクを取り出す。テレビ台の下にあるデッキにそれをセットして、テレビの電源を点つけた。


「聖☆ジュウのコテージだからこそできるビデオ鑑かん賞しよう！　最高の一枚を選びました！」


　思えば、コイツとオレはこのために初日から寝ね坊ぼうしたのだった。ここのコテージは、聖☆ジュウの宿しゆく泊はく行事以外のときには一いつ般ぱん客きやくに高級バンガローとして貸し出されているため、こういう設備が行き届いている。


「師匠は、普ふ段だんどういったモノがお好みで？」


「君たちは勉強熱心だね」


　石田の質問に、黒川は腕うで組ぐみして感心したような声を上げた。


「……と言いますと？」


「そういう物を見るのは、女性との来きたるべき日に備えて、自分の知識を増やしておこうとするからだろう？　自分もいつかそういったことができるという希望を持っているから、そんな物を見る気になれるんだろうね」


「はい……？」


「知識ばかりが増え、女性からのどんな要望にも応こたえられるよう自分の準備は万ばん端たんに整っているのに、その日がいつまでも来ない。肝かん心じんの女性が現れないからだ。そうして失意のうちに年老おいていく……。そんな人生を考えたことはないんだろう」


「…………」


　段々、聞いているこっちの気が滅め入いってくる。


「そしてある日、つい魔まが差して入った新宿の……」


「もうヤメテ───！」


　オレは耳を塞ふさいで叫さけんだ。


「師匠、いいからＡＶくらい観てください！　そんな重いモンじゃないですから！」


「そうそう！　ただ目の前の映像を楽しむモノなんです！」


「最高に興奮するヤツ用意しましたから！」


「ドスケベ石田のおススメだから間違いないです！」


　そう言うと、オレたちは男子部屋を出た。


「とりあえず、黒川にゆっくり楽しんでもらおう……」


　だって、なんだかかわいそうすぎる。宿題トゥエンティーフォーでは苦にが手てな教科を押しつけて苦しめた負おい目もあるし、今くらい優やさしくしてやりたい。


「……ん？　そういや、黒川っていつからあんなキャラなんだ？　すげぇモテんじゃねぇの、あいつ」


　我われに返った石田が、しきりに首をひねっている。


「いや、アイツはほんとイイヤツだよ……」


　そうして、オレたちはしばらくリビングでダベった。二十分ほど経たったとき、男子部屋のドアが開いた。


「あれ、もう観終わったのか？」


　そう声を掛かけたオレは、出てきた黒川が心なしか青ざめているのに気づいた。


「……？　どうしたんだ、オマエ」


　近づいていくと、黒川は表情を険けわしくする。


　なんだろう。初心者には激しすぎる映像だったのか？


「……ごめん、僕にはよく理解できなかった」


「え？　理解も何も……」


「ただ、君たちの苦く悩のうの軌き跡せきを慮おもんぱかることはできたよ。僕なんかの何倍も、君たちは人生を諦てい観かんしていたんだね」


　な、何それ……？


　状じよう況きようが呑のみ込めずにいると、黒川は身を翻ひるがえしてバスルームへ向かっていった。


「ちょっと一人で頭を冷やさせてくれるかい。でも、君たちの性せい癖へきがどうであれ、これからも仲良くしていきたいと思う気持ちに変わりはないよ」


「え……？」


　なんでそんな深刻なことになってるの？


　訳がわからないオレは、とりあえず部屋に帰ってＤＶＤを再生してみた。


「成道よぉ、あいつ何だって？」


　そう言って入ってきた石田が、ぴたりと立ち止まる。


「…………」


　オレも言葉が出なかった。


　テレビ画面に映うつし出されていたのは、かわいらしい猫ねこが二匹ひき、部屋の中で狂くるおしくじゃれついている、心がとろけそうになるほど癒いやされる映像だった。


「確かに、アニマル・ビデオＡＶだけど……」


「やべぇ、間ま違ちがえた」


　驚おどろくほど抑よく揚ようのない声で、石田が呟つぶやいた。


「これ、動画サイトで見つけたお気に入り映像を保存したディスクじゃねぇか……」


「オレたち、さっきアイツになんて言いましたっけ？」


　──最高に興奮するヤツ用意しましたから！


　──ドスケベ石田のおススメだから間違いないです！


　これで最高に興奮できたら、オレたちは達人すぎる。


「……ア────ッ！」


　そのとき、石田がすごい声で叫んだ。


「……なっ、なんだよ、オマエ」


「ヤベぇよ、成道。この次に入ってる動画がむちゃくちゃヤベぇんだ……！」


「な……なんなんだよ？」


　そこで石田はごくりと唾つばを飲み込んだ。


「ガチムチアニキたちが、パンツを取り合ってレスリングするヤツ」


「なっ……！」


　そこでオレは、さっきの黒川の反応を本当に理解した。


「何やってんだよ、オマエ！　よりにもよって……！」


「しょうがねぇだろ、歪ゆがみねぇアニキの雄ゆう姿しにシビれなかったら男じゃねぇよ！」


「でも、要するにゲイビデオだろ！」


「違ちげぇんだ、黒川ー！」


「落ち着け！　今このタイミングで風ふ呂ろ場ばに押おし掛けたら、オマエはただのガチホモだ！」


「うわああぁ！」


　錯さく乱らんする石田の声を聞きつけ、女子部屋から莉子サマが飛び出してくる。


「何なのよ、うるさいわねっ！」





　楽しい楽しい臨海学校は、もう半分近くが過ぎようとしていた。






　第四章　決戦を目指すオレたち





　翌日の午後二時、オレは物もの凄すごい緊きん張ちようを背せ負おい、砂すな浜はまに足を運んだ。


「これより、宿題トゥエンティーフォーの結果を配布します」


　真ま弓ゆみ先生のアナウンスで、教師たちが集合したグループリーダーへ採点結果を配布し始めた。何でもあの問題集は一冊三百点の配点になっていて、結果の紙には、わかりやすいように百点満点換かん算さんで得点が記しるされているそうだ。


「いい順位だぞ」


　鬼おに沢さわが満面の笑えみで言い、オレにレシート大の用紙を手て渡わたす。


「えっ……」


　思わせぶりな発言に、二つ折りの紙を開ける手が震ふるえた。


　みんなが寝ね不ぶ足そくと闘たたかいながら、力を合わせて頑がん張ばった競技。一位しか考えられないほどの好メンバーがそろったオレたちの班の結果は、どうだ。


　こわごわ用紙を開くと、次のような印字が端から少しずつ目に飛び込んでくる。





　第二競技成績　十一班





　英語　88


　数学　100


　国語　94


　理科　89





「おお……おおぉっ……！」


　すげぇ、凄すごすぎる……！　こんな点数、自分の答案では見たことがない。


　興こう奮ふんに全身を震わせながら、オレはひと思いに紙を開いた。





　社会　８


　合計　379点


　総合　第４位（現在得点・879点）





「なっ、なんてこったぁーっ……!!」


　ほんのり予感はしていたものの、衝しよう撃げきの社会一ケタに見開きすぎた眼球がビリビリする。


「四位かよ……！　鬼沢め、期待させやがって！」


　この競技では、百点満点換算での失点分だけ、グループの持ち点から点が引かれることになる。オレたちは千点からの引き算なので、他のグループよりは断然有利なはずだった。


　それなのに、こんなことになるなんて。


　一位のグループはどこだ。そう思ったとき、脳のう裏りをイヤな考えがかすめた。


「おー、ナルミチぃーっ！」


　すると、最悪なタイミングで一かず晶あきが登場した。


「ナルミチ、一位からの転落、残念だったなあーっ！」


「な、なぜそれを……」


　たじろぐオレに、一晶は勢いよく自分の班の結果を見せつけてきた。


「いっ、一位……！」


　最も悪いパターンの予想が当たってしまった。しかし、オレが本当に悔くやしい思いをしたのは、ヤツの結果表の点数内うち訳わけを見たときだった。





　第二競技成績　九班





　英語　95


　数学　90


　国語　76


　理科　68


　社会　61


　合計　390点


　総合　第１位（現在得点・968点）





「じゅ、十一点差……！」


　たったそれだけの点差で、逆転された上、順位が開いてしまったのか。


　たった十一点の差で、総合得点の差は八十九点になってしまった。水着コンテストのときと同様、一位のグループには減点がなく、その上百点のボーナスをもらえるからだ。


「おーっ、社会八点かよーっ！　まさか、これがナルミチの担当かあー？」


「そういうオマエは、どの教科をやったんだよ？」


「おれも社会だぜーっ！」


「ウソつけ！　オマエが一人でやったらこんな点数取れるもんか！　どうせ山やま田ださんと佐さ藤とうさんにつきっきりで教えてもらったんだろ！　この卑ひ怯きよう者もの！」


「なんとでも言えよおー、ナルミチ」


　オレの糾きゆう弾だんにも、ヤツは素そ知しらぬ顔だ。


「じゃーナルミチー、おまえはなんで教えてもらわなかったんだよー？　頭いいやつ、いっぱいいるグループだったろー？」


「それは……」


　オレは絽ろ美みの涙なみだを思い出した。女子たちが助け合う様さまを、満まん身しん創そう痍いで頑張る黒くろ川かわの姿を、目の前に蘇よみがえらせて唇くちびるを嚙かみしめた。


「……オレの何倍も、みんなが頑張っていたからだ」


　両手の拳こぶしを固くして、砂の上に目を落とす。


「頑張ってるヤツに、頑張ってないオレが助けを求めるなんて、そんなみっともないことできるわけないだろ」


「でも、負けた方が、みっともないだろーっ？」


　一晶に、オレの言いたいことが伝わっている様子はない。


「……いいんだ。オレはこれから頑張るんだから」


　そう宣言して、オレは目の前に立ちはだかる男をにらんだ。


「オマエには、ぜってー負けないぞ！」


　すると、一晶は余よ裕ゆうの微ほほ笑えみを見せて言った。


「おれだって、おまえには負けないぜぇーっ！」


　そうして、オレたちは結果用紙を握にぎりしめ、互いに反対の方向へ歩き出した。
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「ほんとごめん、みんな！　こうなったのは全部オレのせいだ！」


　コテージに帰ったオレは、リビングに集まったメンバーに結果を見せて土下座した。


「十一点……」


　オレの話を聞いて、絽美が泣き出しそうに顔をゆがめる。


「ごめんね、成道くん。私、結局ラスト一ページが時間切れだったの。あの英作文が解とけてたら……」


「それを言うなら、僕も計算ミスしていた問題が数問あったよ。もう少し早く解き終わって、見直す時間があったら……」


「違ちがうんだ、みんなは悪くない！」


　オレは平へい伏ふくしたまま、思いを絞しぼり出すように叫さけんだ。


「オレ、油断してたんだ。最初の競技で軽く一位になれちゃったし、勉強の競技なんて、オレより頭がいいヤツらに任まかせておけば楽勝だと思ってた。気持ちがゆるみまくってたんだ。ちょっとふざけてもいたよ。その結果がこれだ。絽美も黒川も、これ以上ないくらい頑張ってたよ。わかるだろ？　オレが最初からもっと真面まじ目めに取り組んでいれば、みんなみたいにすごい点数は取れないにしろ、十点や二十点、いくらでも上がったんだよ」


　訥とつ々とつと語って顔を上げると、みんな真しん剣けんな顔つきでオレの話を聞いてくれていた。石いし田だだけが気まずげに視線をさまよわせ、前に進み出る。


「でもよぉ、成道。社会は俺たち二人でやった教科じゃねぇか。俺にだって責任はあるんじゃねぇの」


「そうじゃない、石田。臨海学校で一位を取るのは、オレが一人で言い出して、みんなに協力を仰あおいだことだ。オレには『誰だれよりも頑張る責任』があったんだよ」


　じーちゃんを見返したいなんていうオレの私情のために、みんなはあんなに頑張ってくれたのに。


「さっき、一晶と話してるときに気づいたんだ。人に協力を頼たのむためには、まず自分が精いっぱい努力しなきゃダメなんだって」


　そこで再度頭を下げ、オレは言った。


「こんなオレだけど、もう一度、みんなに協力して欲しいんだ。今度は絶対に頑張るから」


　小さい頃ころから兄貴ばかりヒイキされ、お小こ遣づかいすらもらえない。それなのに「性せい獣じゆうの孫まご」と罵ののしられ、色いろ眼鏡めがねで見られてきた屈くつ辱じよくが、改めてオレの胸を嵐あらしのように駆かけ巡めぐった。


「オレ、どうしても勝ちたいんだ！」


　あのじーちゃんに。この変へん態たい学園に。


　オレはヴィーナス賞を獲とって、聖☆ジュウを変える男になるんだ！


「頼む！」


　木の床ゆかに反射したオレの声は、こだまのような余よ韻いんを持って部屋中に響ひびいた。


「……頑張りましょうね、瀬せ木きくん」


　優しい声が聞こえて、ふらふらと顔を上げる。オレと目が合うと、妹せ尾おは春の花のような温あたたかい微笑を浮うかべた。


「いつでも応おう援えんしています、わたし」


「私もだよ！」


　絽美も元気に笑いかけてくれる。


　石田はどこかがムズムズしているような顔でそっぽを向いていたが、黒川はオレを見て頷うなずいてくれた。


「ありがとう、みんな！」


　たちまち勇気と自信が湧わいてきて、オレは天てん井じように向かって拳を突つき上げた。


「よーし、次は必ず、一位に返り咲ざくぞ！　おー……」


「そんなことより、早く次の競技の話をしなさいよ！　もう説明聞いてきたんでしょ」


　莉れい子こサマに先を促うながされ、かけ声を掛けようとしたオレは出鼻をくじかれる。


「あ、ああ。最後の競技は、明日あしたの十時からで……」


「種目は？」


　絽美が心配そうに聞く。


「うん、種目は『障害物リレー』だって」


「それがどうして『性格』の競技なわけ？」


　莉子サマが、再び会話の主導権を握る。


「うん……先生たちが言うには、この障害物リレーは、グループメンバー全員が必ず参加するという決まり以外、誰が、どこを、どれだけ走るかは自由だっていうんだ。総コース距離が五十キロだとして、一人が四十九キロを走って、残りのメンバーが二百メートルずつ走ってもいいらしい。だから、誰をどこに配置するのか、各自の能力だけじゃなく、性格を考えて作戦を立てることが重要だっていう話だけど……」


「ちょっと苦しいけど、まあいいわ。で？」


「うちのグループは、ここでちょっと面めん倒どうなことがあるんだ」


　そこで、オレはみんなの顔を見み渡わたした。


「うちは六人だから、誰か一人出場しないメンバーを決めなきゃいけないんだよ」


「えっ、どうして!?」


　絽美が、跳はねるようにして抗こう議ぎの意を表す。


「この競技を長距離リレーと考えたら、フレッシュな人間を入れ替かえる回数が多いほど、タイムが速くなるだろ。第二競技の場合、一教科を二人でやっても効率はそれほど変わらなかったけど、こっちでは明らかに有利になるからだって」


「そんな、せっかくみんなで力を合わせられると思ったのに……」


　絽美の呟つぶやきは、その場のオレたちの気持ちを代弁していたと思う。


「でも、決めなきゃならないんだよ。どうしたらいいかな」


「そんなの簡単じゃない。五十メートル走のタイムを聞いて、速い方から五人が出場よ。ちょうどこの前、陸上の記録会があったでしょ。そのときの記録を自じ己こ申しん告こくするの」


「えっ」


　莉子サマの意見を聞いて、オレは内心焦あせった。


「い、いや、でも……短距離の記録ってアテになるのかな～？」


「何言ってるのよ。ここに陸上部の部員なんていないでしょ。だったら、長距離に強い人間なんていないわよ。わかりやすくていいじゃない。アンタ勝ちたいんじゃないの？」


「う、うん……」


　そう言われると、とても辛つらい。オレが黙だまったのをいいことに、莉子サマは早さつ速そく絽美にタイムを聞き始めている。


「アンタ、いくつ？」


「よく覚えてないけど、ギリギリ六秒台だったと思うよ」


　め、めちゃくちゃ速い……！


「アンタは？」


　莉子サマは妹尾を見る。妹尾は自信なさげに俯うつむいた。


　よし、彼女は巨きよ乳にゆうだし、なんとなく遅おそそうな気がするぞ……。


「八秒五六です」


　なっ……！　女子じゃ全然遅くないじゃないか……！


「ちなみにワタシは七秒二よ」


　そう言うと、莉子サマは固まっていたオレたち男子の方を見た。


「アンタたち、順番に答えなさい」


「僕は六秒ちょうどだよ」


　隣となりの黒川が答えると、莉子サマはオレを見る。


「お、オレは……」


　どうしよう。


　この流れでオレがぶっちぎりに遅いって、マジで笑えないほどありえない。


「きゅ、九秒、三八……」


　言った途と端たん、場が静まり返った。


　女子たちはポカーンとしてオレを見ている。


　もうダメだ。リーダーの面めん目もく丸つぶれだ。自分で出場もしないのに、一体何をどうやって「一番頑がん張ばる」というのか。


「……ちなみに、アンタは？」


　莉子サマが、残りの石田へぞんざいに尋たずねる。落ち込み度マックスで塵ちりのように消え去りたい気持ちになっていたオレは、石田の発言に思考が止まった。


「十秒ジャスト」


　堂々と言い切ったヤツに、莉子サマは侮ぶ蔑べつを通り越こして憐あわれみのまなざしを向ける。


「ちょっと冗じよう談だんでしょ？　アンタ、麻雀マージヤンも弱くて、足も遅いわけ」


「るせーよ」


　床にヤンキー座ずわりをした石田は、ふてくされた顔で答えた。


「でも、これで決まったわね。出場は、そこの情けない男を除のぞいた五人よ」


　莉子サマは満足げに笑い、オレよりもリーダーの貫かん禄ろくを持ってシメたのだった。
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「なんでだよ、石田。オマエ普ふ通つうに七秒切ってただろ」


　男子部屋に帰ってから言うと、石田はうっとうしそうにオレを見た。


「別にいいじゃねぇか。俺は競技なんか出たくねぇんだからよ」


「でも、女の子の前でみすみすダサいことを言うなんて、オマエらしくないぞ」


「成道」


　ふと、ヤツの口調が改まった。


「社会の問題集、真面目にやらずに寝ねちまって悪わりぃことしたな」


「え……？」


　まごつくオレに、ヤツはそっと背を向ける。


「リレー、頑張れよ」


　呟くように言うと、石田はそのまま部屋をあとにした。


「……アイツ……」


　青春マンガの読みすぎか……？


　ありがたいはずの悪友の思いやりに、今一つシリアスになりきれない。そんな自分にちょっとイヤ気けが差した。


「だってさ、果たしてオレが出る方が本当にいいのかって話だよ……！」


　心配なのは、ひたすらそこだ。オレの運動神経は明らかにメンバー最下位なのであって、考えれば考えるほど、オレ以外のメンツに任まかせておくのがベストなような気がする。


「でも、それじゃダメだって、さっき思ったんじゃなかったか！」


　そう自分を奮ふるい立たせていたとき、廊ろう下かからすごい物音がした。何かを盛大に倒たおしたような、景気のいい音だ。


「なんだ？」


　っていうか、誰だれだ？


「おーい、どうしたんだー？」


　部屋から出てみると、廊下の向こうの方で騒そう音おんは続いていた。


「……瀬木くん、ですか？」


　バスルームから、そう言う声がする。


「妹尾、どうしたんだ？」


「あっ、ダメです！」


　ドアノブに手をかけようとしたところ、ドアの向こう側から鋭するどい声が飛んできた。


「え？」


「すみません、今お風ふ呂ろに入っていて……」


「えっ、なんでこんな変な時間に？」


「ええ、あの、さっきクーラーをつけずに部屋にいたら汗あせをかいてしまったので、シャワーを浴びたいと思ったんです」


「ふうん」


　そういうところが、女の子はマメだなと思う。


「で、今の物音は……？」


「はい、お風呂から出ようとしたところで、片目からコンタクトが落ちてしまって……。何も見えないまま着き替がえを取ろうとして、脱だつ衣い籠かごを倒してしまったんです」


「大変じゃんか、それ。コンタクトは見つかったのか？」


「いいえ、まだです」


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　尋ねながら、オレは自じ慢まんの妄もう想そう力を働かせて心臓をドコドコさせた。着替えを取ろうとして脱衣籠を倒したということは、ひょっとして、今の彼女は……？


「……大丈夫では、ないです」


「一いつ緒しよに捜さがしてあげようか」


　スケベじゃない、これは親切だ。


「じゃあ……お願いできますか？」


　おお……！


「ああ。それでは、ここを開けたまえ、妹尾君」


　オレはイギリス紳しん士しを心がけ、シャーロック・ホームズ調に言った。


　少しして、ドアが遠えん慮りよがちに開く。


「こんな恰かつ好こうですみません」


　そう断ことわって現れた妹尾は、なんと妄想通りのバスタオル姿だった。しかも、なんだかタオルの巻き方がおかしい。


　女性の体には隠かくすべき部分が上下にあって、普通はその両方をまんべんなく覆おおうように巻くものだと思う。ところが、彼女はあまりにも上をないがしろにしていた。つまり、噂うわさの巨乳が、やわらかそうな谷間もあらわにのぞいていたのだ。


「せっ、妹尾、それ……！」


　目のやり場に困ってあたふたしていると、彼女も気づいたようで小さく「あ」と叫さけんだ。


　ズリッ。


　が、何を思ったのか、彼女はバスタオルをさらに下へ引っ張ぱった。


「おおっ……！」


　タオルを握にぎる手に押し出されて、雪見だいふくのように白くふっくらした二つの山が、頂いただきの部分だけを除いて惜おしみなく目の前に現れていた。


　オレの視線はもう完全にロックオンだ。それでも妹尾は、タオルをさらに下へ下げようとしている。


「……？」


　そこでやっと、オレは彼女の不ふ審しんな行動に気づいた。妹尾は一いつ生しよう懸けん命めい、右の太ももを隠そうとしているように見える。


「もしかして、妹尾……」
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　頭の中で、彼女の体操着のハーフパンツや、夏祭りの日に見たスパッツ、それに一昨日おとといの競泳用水着がフラッシュバックした。


「脚に、何かあるのか……？」


　そう尋ねたとき、彼女の動作がぴたりと止まった。何事か言いかけた唇くちびるが凍こおりつき、きれいな両目が助けを求めるかのようにオレを見つめる。


「いや……そうじゃない、よな」


　思わず、そう口にしていた。


「それより、コンタクト捜さ……」


　と言いかけたとき、キラリと輝かがやくものが視界に入った。倒れた脱衣籠の横の床ゆかに注目すると、衣服の陰かげから蛍けい光こう灯とうの光を球状に弾はじくレンズがのぞいている。


「あった！　これ、そうだろ？」


　捜し物発見に思わず興こう奮ふんし、とりあえず被かぶさっている服をつまみ上げた。そして、顎あごが外はずれそうになるほどびっくりした。


　オレが手にしたものはなんと、白いレースの、かわいらしいパンティではないか！


「きゃっ！」


　片目をつぶった妹尾が小さく悲鳴を上げ、オレの手から下着を奪うばい返す。


「ちちち、違ちがうんだ」


　コンタクトから目を離さないようにして両手を振ふりながら、オレは自分の最新のあだ名を思い出していた。


「ＤＱＮ～パンティの釣つり人びと～」は、不本意ながら細々と活かつ躍やく中だった。
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　その日の夕方、オレたち十一班は全員で地元の盆ぼん踊おどりに行った。なんでも女の子たちが事前に自由時間の計画を立て、先生から許可を得ていたというので、男子も便びん乗じようしたのだ。


　出かける直前、トイレから男子部屋に帰ると、石田と黒川が小こ競ぜり合いをしていた。


「おまえ、正気かよ!?　マジでこの恰好で行くっつーのか!?」


「やっぱり君が着ていくのかい？　だったら返すよ」


「いや、そういう問題じゃなくてよ……。成道！　おまえも何とか言ってやってくれよ！」


　冷ひや汗ダラダラの石田が言う通り、黒川はこれまた激しい装よそおいに身を包んでいた。


　極ごく彩さい色しきのアロハシャツに、真まっ赤かなスキニーデニム。いかにも石田らしいへんちくりんなワードローブだが、黒川が着ていると、不思議にちょっとスタイリッシュに見える。


「まあ、アリっちゃあアリかもだけど……」


「ねぇよ！　絶対的にねぇ！」


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんに首を振るオレに、石田は断固として譲ゆずらない。


「俺は別に客観性がねぇわけじゃねぇ！　客観的に見て、黒川にこれはナシだろ！」


「まあ……」


　でも、今のオレの黒川像って、割とこんな感じなんだよな。


「たぶん、女子的にはナシだろうな」


「だろ!?」


　あと、ねーちゃんたち的にも。


「でも、オマエがそんなこと言うなんて珍めずらしいな。イケてるヤツが自じ滅めつしてくれるなら、それに越こしたことないんじゃないのか？」


「んなこと言ったってよ、俺にだって良心くらいあるぜ」


　そうやってオレたちが話し合っていると、黒川は目に見えて元気を失い始めた。


「……やっぱり、やめた方がいいかい」


　その表情があまりにも落らく胆たんした様子だったので、オレは石田を盗ぬすみ見た。石田もオレと同じような顔をしている。


　結局、オレたちはその恰好の黒川を解とき放った。


「……あっ、男の子たちも用意できたー？」


　部屋を出ていくと、絽美たちが先に玄げん関かんで待っていた。


　彼女たちは三人とも浴衣ゆかたを着ていた。他の二人が相変わらず浴衣美人なのは置いておいて、オレの目は初めて見る妹尾の浴衣姿に吸すい寄せられた。


　清せい楚そな紺こん色いろの浴衣をまとった彼女は、いつにも増して上品で可か憐れんに見えた。長い黒くろ髪かみをまとめ上げた髪型も、おくれ毛を含ふくめて非常に色っぽい。


「どうしたんだ、浴衣なんて……」


「驚おどろいた？　この前は雪ゆき菜なちゃんも着られなかったし、女の子で浴衣祭りやり直そうって相談してたんだよ」


　絽美がはしゃいで、かんざしを挿さした頭を振る。その一いつ瞬しゆん後ご、オレの後ろを見て笑顔を張りつかせた。


「えっ、どうしたの、黒川くん……」


「ああ、気にしないでくれ。ヤツはアロハの魅み力りよくに取りつかれて、神秘のロコモコ男に絶賛弟で子し入り中なんだ」


「ふ、ふうん……？」


　うさんくさい説明で、絽美をムリヤリ納なつ得とくさせた。妹尾はオレと目が合うとくすりと笑い、莉子サマはそんな瑣さ末まつなことを気にしている様子はない。


　オレが世の中の恐おそろしさを思い知ったのは、六人でコテージを出てからだった。


　夕暮れの浜はま辺べでは、たくさんの生徒たちが遊んでいた。ビーチバレーや水遊びに興じる彼らの中で、ド派は手でなアロハシャツを着た長身の男はイヤでも目立った。


「えっ、もしかしてアレ、黒川くん……？」


　案の定じよう、すぐに女子たちがざわめき始める。


　オレは止めようとしたんだからな、と自分に言い訳しながら、ヤツの人気失しつ墜ついを考えると内心ドキドキもする。みんなをがっかりさせるのは気が引けるが、モテライバルを蹴け落おとしたい気持ちもあって複雑だ。


　グッバイ黒川！　しょせんオマエはオレの敵じゃなかったのさ！


「やだ、黒川くんってば……」


　ところが、オレの耳に聞こえてきたのは、予想外の悲鳴だった。


「超ちようおちゃめ～！　カッコい～！」


「真面まじ目めなだけかと思ってたら、あんな遊び心あるんだー」


「ちょっと身近に感じちゃうね。ダメモトでアプローチしてみようかなぁ」


「なっ……！」


　一瞬にして白骨化しそうなほど、オレはショックを受けた。


「……イケメン無む罪ざいってヤツだな」


　隣となりの石田がぼそりと呟つぶやく。その顔はどこかほっとしているようにも見えた。そういうオレも、なんだかんだ言って同じ気持ちだ。


「まあ、愛すべき人間ではあるよ……」


　少なくとも、あの一晶がモテているのよりは百倍納得がいく。


　そんなこんなでビーチを抜ぬけ出し、オレたちは海辺の一いつ般ぱん道どうを歩いて盆踊りへ向かった。徐じよ々じよに近づいてくる太たい鼓この音に心が逸はやり、一緒に歩く女の子たちの浴衣にもテンションが上がりまくる。


　会場になっている公園は、すでに多くの人で盛もり上がっていた。一般的な児童公園より一回り大きい敷しき地ちの真ん中に、立りつ派ぱなやぐらが立って太鼓をたたく人がいる。そこから放射状に延のびた提ちよう灯ちんの列といい、お祭り気分は満点だ。来場者は大多数が地元の人のようだけれども、中には観光客や聖☆ジュウの生徒もちらほら見えた。


「あっ、東京音おん頭どだ！」


　流れる曲目が変わると、絽美が目を輝かせた。


「お客さんへのサービスかな。成道くん、踊ろ！」


「いや、オレ、踊りはちょっと……」


「そっか。苦にが手てなんだよね」


　顔を引きつらせるオレに、絽美は少しさびしげに笑った。そして、すぐに元の様子に戻もどって傍かたわらの女の子たちに微ほほ笑えむ。


「ね、雪菜ちゃん、莉子ちゃん、行こ！」


「はい！」


「イヤよ。なんでワタシがそんな貧びん乏ぼうくさいモノ踊らなきゃいけないの」


「あっ、莉子ちゃん、東京音頭踊れないの～？」


「失礼ね！　踊れるに決まってるでしょ！　ワタシにできないことなんかないわ！」


「じゃあ行こうよ！」


　そうして、絽美はたちまち二人を連れて踊りの輪に入った。


　すごい。絽美のヤツ、すっかり莉子サマの扱あつかいを心こころ得えてるぞ。


　そういえば妹尾ともすっかり違い和わ感かんなく馴な染じんでいるし、絽美は本当に人の心をつかむのがうまい。


　ああいう娘こはきっと、どんな男とでもそれなりにうまく付き合っていけるんだろうな。そう思うと、なんだか胸がモヤモヤする。


　なんだろう。オレ、絽美のこと、本当に好きなのかな？


　そんな根本的な疑問に突つき当たった自分にびっくりした。


「何考えてんだよ、オレ……」


　こんなこと、今まで思ったこともなかった。


　オレはヴィーナスをオトすためにこの学園に来て、ヴィーナス最有力候補と思われる絽美に偶ぐう然ぜんにも一ひと目め惚ぼれした。だから、オレは絽美と両りよう想おもいになれるよう頑がん張ばる。


　そんなことは、地球が自転するのと同じくらい当たり前のことだったじゃないか。


　せっかく最近、絽美とイイ感じになってきた気がするのに、今さら何考えてるんだよ。


「それにしても、うちのグループの女子ってほんとかわいいよな……」


　考え事をやめたオレは、気を取り直して、やぐらを回る三人娘を鑑かん賞しようすることにした。


　知っている曲目だけに、みんな真面目に踊っている。ちまちま手を動かす絽美は人形のようで愛らしいし、優ゆう雅がな身み振ぶりの妹尾には大和やまと撫子なでしこの品があって、莉子サマが長い手足で踊る盆踊りは、何かハイカラなものに見えて素す敵てきだった。


「成道くーん！」


　そのとき、オレの視線に気づいた絽美が、こちらへ大きく手を振った。


「おー」


　オレが手を振り返すと、絽美はニコッと笑って踊りに戻った。


　ああ、いい娘だなあ、かわいいなあ。やっぱサイコーじゃないか、絽美！


　そう思ってふと視線をずらしたとき、彼女の後ろにいる妹尾と目が合った。今のオレたちのやりとりを見ていたのか、彼女はちらと絽美を確認して、もう一度オレを見る。


「……？」


　彼女が何か言いたげな様子なので見ていると、妹尾はそこでおずおずと片手を上げた。その手を顔の下まで持ってきて、ちょっと思案顔になったかと思いきや、こちらに向けてそっと振る。ほんのり掌を丸め、恥はずかしそうにはにかんで。


　おお……。


　思わずぼうっとなって反応できずにいると、彼女は照れ笑いを残して手を引っ込め、元通り前に向き直った。


「妹尾……」


　今の、かなりツボだった。あの娘こはあの娘で本当にかわいい。


　ニヤケ笑いをカムフラージュしようと振り返ったとき、辺りにいるのがオレだけなことに気がついた。


「あ、あれ？　石田？　黒川？」


　しょうがないので、その場を離はなれて男共を捜さがし始めた。


　服装のせいもあって、黒川はすぐに見つかった。公園には外周にぐるりと屋や台たいが出ていて、ヤツはその中の一いつ軒けんの前に立っていた。


「何やってんだ、オマエ」


　黒川が見ていたのは、何の変へん哲てつもないお面屋だった。アニメの人気キャラクターたちが何列も並んだ、どこの祭りでも見られるアレだ。


　そのラインナップをチェックしてみると、アニメキャラに混じって、おかめとひょっとこ、それに節せつ分ぶんに使うような鬼おにのお面が並んでいるのを発見する。


「これ、オマエ好きそうだな」


　グロテスクなところが……と思って鬼の面を指さしたオレは、ヤツの反応を見てビビった。


「……そうかい？」


　まるで図星だったかのように、黒川は静かに瞳ひとみを爛らん々らんとさせる。


「気に入ったなら、買えばいいじゃんか」


「うん」


　口ではそう言うものの、ヤツはなかなか次の行動に出ようとしない。


「恥ずかしいなら、オレが買ってやるよ。ただし、オマエの財さい布ふでな」


「ありがとう、頼たのむよ」


　そうやってお気に入りのお面を手に入れた黒川は、早さつ速そくそれを顔に装着した。


「な、なんか益ます々ますカオスなことに……」


　蛍けい光こう色のアロハシャツに、真っ赤なパンツ、それに無意味な鬼の面。


　ここまで来ると、オレがヤツのねーちゃんと妹に謝あやまりたくなってくる。っていうか、普ふ段だんどんだけ強力に姉妹補正されてるんだ。


　お面をつけて顔のコンプレックスから自由になったのか、黒川は意い気き揚よう々ようと他の屋台に旅立っていった。


「つくづく残念なヤツだ……」


　心からそう思って歩き始め、そこですぐに石田を見つけた。ヤツは盆ぼん踊おどりの輪の外にしゃがんで、食い入るような目つきで、踊る人々を見つめていた。


「……何やってんだ、オマエも」


　近づいていって声をかけると、石田は難むずかしい顔でオレを見上げた。


「女子のパンツの色を見み極きわめようとしてんだけどよ、一人だけわかんねぇんだ」


「はい？」


「浴衣んときって、パンツのラインがはっきり写うつんだろうが。瑞みず本もと絽美はピンク、恵え比び寿す莉子は黒ってとこまでわかったけどよ、妹尾雪菜の浴衣は色が濃こいからわかんねぇんだよ」


「なんだ、そんなことか……」


　オレは大人の落ち着きをもって、冷静に言った。


「彼女は、白だ！」


　さっきの風ふ呂ろ場ばでのハプニングを思い出し、鬼の首を取ったようにそう告げた。


「ナマで見た。手に取った。間ま違ちがいない！」


「えぇ!?」


　だが、石田は逆に引いていた。


「まさか成道おまえ、ついに……」


「いや、それが実はさ……」


　事情を説明しようとしたところで、アロハシャツの鬼が戻ってきた。


「さっきはありがとう。これ」


　手て渡わたされたのは、屋台で買ったらしいあんず飴あめだ。


　黒川は律りち儀ぎにも石田の分まで買ってきていて、オレたちは公園の隅すみっこに固まり、飴をかじりつつくだらないことをダベった。


「……なんか、こうしてると、オレたち本当の友達みたいだな」


　会話が途と切ぎれたとき、恥ずかしさに耐たえかね思い切って言ってみた。すると、石田と黒川がオレの顔をまじまじと見てくる。


　あ、あれ……？　やっぱ違った？


「……今さらなんだってんだよ、きめぇヤツだな」


「友達だと、僕も思っているよ」


　え？


「オレたち……友達で、いいのか？」


　恐おそる恐る尋たずねるオレに、黒川は真ま顔がおで頷うなずく。


「それ以外に、何かあるかい？」


「いや……」


　そりゃそうなんだけど、なんかこういうのって新しん鮮せんというか……初めてというか……。


「そういやおまえ、俺が去年の臨海学校で声掛かけるまで、ほんとに友達ゼロだったもんな」


　オレが言い淀よどんでいると、石田が思い出したように言った。


「オマエには言われたくないぞ。コテージのグループ分けで死に物もの狂ぐるいになってたくせに」


「別に俺はまったく友達いねぇわけじゃねぇよ。中学まではマトモにしてたしよ」


　口をとがらせて、そう言い返してくる。
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「ただ、バカらしいじゃねぇか。他人とうまくやるために、自分を抑おさえるのなんかよ。高校入ったら、服装もなんもかも俺のやりたいようにやって、それでも一いつ緒しよにいてくれるヤツとつるめればいいと思ってよ」


「それでオレか」


「だっておまえ、他人に合わせねぇ代わりに、他人に合わせてもらわなくても平気だろ」


　その言葉に、オレは目をぱちくりさせた。


「そういうヤツのとこには、ムリしないと人付き合いできねぇようなヤツらが集まんじゃねぇの。たぶん、こいつだってそうなんだろ」


　そう言って石田が顎あごをしゃくって示したのは、黒川の方だ。


「僕は、瀬木みたいないい友達には生まれて初めて出会ったよ」


　ヤツは、初日に言ったのと同じセリフをもう一度繰くり返した。


「そう……かぁ……？」


「そうだよ」


　困こん惑わくするオレに、黒川は自信に満ちた様子で頷く。


「ふうん……」


　オレには、まだ「友達」がよくわからない。


　くすぐったいような気持ちをごまかすために、水みず飴あめが融とけて現れたあんずをかじる。


　カリッという音と共に広がる甘あま酸ずっぱい果肉の味が、徐じよ々じよに舌から胸へと染しみ渡わたっていくのを感じていた。





　　　　　☆





　そうして男女で盆踊りを楽しんだオレたちは、スーパーに寄ってコテージへ帰った。


　夕飯を作ってくれるという女の子たちが浴衣を着き替がえに部屋に入ったとき、その事件は起こった。


「ない！」


「私も！」


「わたしもです！」


　女子たちが浴衣姿のまま血けつ相そうを変えて飛び出してきて、リビングのオレたちに訴うつたえる。


「どうしたんだ、みんな？」


「ないの！」


　と、絽美が叫さけんだ。


「ないって何が？」


「浴衣を着る前に、確かに脱ぬいで置いておいたの！」


「だから、何を？」


　オレが尋ねると、腕うで組ぐみした莉子サマが、大きく深呼吸して答えた。


「……ブラジャーよ」


「ブッ……！」


　ブブブ、ブラジャー!?


「なっ、なんでそんなものが……」


「しかも三人分、そろってなくなったのよ」


「心当たりは……？」


「あるわけないじゃない。玄げん関かんに鍵かぎ掛けて出ていったんだし。部屋には掛けてなかったけど……」


　と、そこで莉子サマは顔色を変えた。


「アンタたち、まさか……」


「めっそうもない！　な、な!?」


　後ろを顧かえりみて言うと、石田と黒川も慌あわてて首を縦たてに振る。


「ホントに……？」


　莉子サマが疑わしげな目をオレに向ける。


　すると、石田が「あっ！」と叫んだ。


「そういや成道、さっきおまえ、女子の下着をナマで見たとか、手に取ったとか……」


「えっ！」


　瞬しゆん時じに場の空気が変わり、皆がオレに疑ぎ惑わくの目を向ける。絽美や妹尾の怯おびえたようなまなざしが痛い。


「違う！　石田、その話はっ……！」


「ちょっと」


　莉子サマが、オレの前に仁に王おう立だちした。そのこめかみには青あお筋すじが浮うかび上がっている。


「詳くわしく聞かせてちょうだい」


　問答無用の、流れだった。





　　　　　☆





「くそっ、石田め……！　あんなヤツ、誰だれが友達なもんか！」


　アイツが余計なことを言ったせいで、オレはあれから莉子サマに不要な説教をくらい、女子たちに潔けつ白ぱくを証明するのに腐ふ心しんするハメになった。


　風呂場で一人になると、改めて怒いかりが込み上げてくる。風呂を出てから、オレは頭を冷やそうとコテージを出た。時刻はまだ九時過ぎで、消灯までには充じゆう分ぶん時間がある。


　月の丸い、明るい晩だった。白くぼんやり光る砂すな浜はまと、黒くさざめく海が幻げん想そう的で、しばらくその辺を夢む遊ゆう病びよう患かん者じやのようにふらふら歩いた。


「結局、ブラジャーは誰が盗ぬすんだんだろうな……」


　疑いが晴れてから、オレはリーダーとして先生に盗とう難なん届けを出しておいた。女の子たちは他にも何枚も替かえを持っているとのことで、下着に不自由することはないようだが、気持ち悪いことには変わりない。


「しかし、うちの女子のを狙ねらうとは、ブラジャー泥どろ棒ぼうもお目が高い……」


　妙みようなところで感心していたとき、ふと、潮しお風かぜに乗って誰かの話し声が聞こえてきた。


「ええ、承知いたしましたわ」


　口調は改まっているものの、それは聞き覚えのある声だった。


「……わかっておりますわ、わたくしのことはあまりご心配なさらないで、お父様」


　きょろきょろしたオレは、一昨日おとといの昼間、莉子サマに数学の担当を頼たのもうと訪れた小さな崖がけに、またしても彼女の姿を発見した。


「では、明日あしたまたご連れん絡らくいたしますわ。おやすみなさい。……あら」


　近づいていくと、通話を終えてケータイを閉じた莉子サマがオレを見つける。


「どうしたの。ワタシに何か用？」


「いや……」


　で終えるのも悪い気がしたので、急いで用件を考えた。


「コテージにいないみたいだから、何をしてるのかと思って」


「わざわざ捜さがしに来たの？　リーダーはご苦労サマね」


　別にイヤミな口調でもなく、莉子サマはそう言った。


「……ここ、いい景け色しきよ」


「え？」


「上がってきたら？　ワタシはもう帰るけど」


　そう言って下りるそぶりをするので、オレは不思議に思って尋ねた。


「お父さんに電話してたんじゃないのか」


　なんで、ごまかすみたいなことを？


「……そうよ」


　莉子サマは崖を下りるのをやめ、腕組みしてオレを見下ろした。


「悪い？」


「いや、悪くないけど、よそいきっぽい話し方するから、一いつ瞬しゆん誰だれかと思ったよ」


「盗み聞ぎきとは、いい根こん性じようね」


「いや、たまたま聞こえてきたんだって」


　彼女が下りる気をなくしたようなので、話しづらいオレは、勧すすめられた通り崖を上のぼり始めた。濡ぬれた岩を足場にして五、六歩上がるだけで、視界はだいぶ開ける。


「それにしても、莉子サマってお父さんっ子だよな。オレのことだって、お父さんに言われたから、あんな大変なことしてまで一緒のグループになって、監かん視ししてるんだろ。よっぽど尊敬してるんだな、お父さんのこと」


「誰が。あんな外げ道どうジジイ」


　頭上から降ふってきた冷たい声に、オレは耳を疑って足を止めた。莉子サマは前方の黒い波間を見つめ、夜の海風に髪かみをなびかせている。


「……ワタシは嫌きらいよ、あんな人」


　オレが崖の上まで上がっていくと、彼女はもう一度、力強い声でそう言った。


「え、でも……」


「ワタシには十二人の兄弟がいるの」


「はい？」


　莉子サマって、大病院の一人ひとり娘むすめなんじゃなかったっけ？　オレの記き憶おく違ちがい？


「それはまた、大家族だね……」


「そうでもないわ、みんなうちには住んでないから。全員母親が違ちがうのよ。恵比寿家に住んでいるのは、ワタシとママだけ」


　彼女が言った通り、崖の上は景色が格段に良かった。目の前にあるのは、何か邪じや悪あくな生き物のようにどす黒くのたうつ海と、そんな海面を一瞬星々のように光らせる、白く丸い月だけだ。


　けれども、オレはそんな絶景よりも、唐とう突とつに始まった莉子サマの身の上話に驚おどろいていた。


「な、なんで……そんなことに……？」


「お父様の作戦よ。ワタシの苗みよう字じが恵比寿になったのは、たったの三年前のこと。それまでお父様は正せい妻さいを持たず、同じような時期に別々の愛人に産ませた子どもたちに、誰が一番優ゆう秀しゆうかを競きそわせていたのよ。それで自分の後こう継けい者しやに最もふさわしいと認められた子の母親と、正式に結けつ婚こんするつもりでね」


「じゃあ、それで莉子サマは一番になったのか」


「当たり前でしょ」


　こちらを振ふり向いた彼女が、一段ときつい目つきでオレをにらむ。


「ワタシは天才なの。ワタシに不ふ得え手てなことなんて何もないわ」


「ああ……そうっすよね」


「何よ。知ったふうな口を利きかないで」


「…………」


　もう取りつく島がない。


　オレがしばらく黙だまっていると、莉子サマは機き嫌げんを直し、正面の海に視線を戻もどした。


「ワタシは、今でもお父様に試ためされているの。だからこの学園に入れられたのよ。ワタシが恵比寿家の当主として、親の力を借りなくても自分にふさわしい伴はん侶りよを見つけられるよう、今度は男を見る目と恋れん愛あい力を養やしなうためにね」


「なるほど」


　それで、彼女のような金持ちの才さい媛えんが聖☆ジュウにいる理由がわかった。


「今年カップル試験が開かい催さいされることはわかっていたわ。理事会に手を回してそうさせたのは、うちのお父様ですもの」


「ええっ!?」


「……何よ、理事長から聞いてないの？」


　莉子サマは白しらけた顔でオレを見る。


「聞いてないっていうか……」


　そもそもじーちゃんとは一いつ緒しよの家に住んでいないし、そんなにコミュニケーションを取っているわけでもない。


「……ワタシ、お父様には負けられないのよ」


　自分に言い聞かせるような低い声で、莉子サマは再び呟つぶやく。


「勉学、乗馬、ゴルフ、ポーカー……お父様が得意とするものは何でも死ぬ気で特訓したわ。麻雀マージヤンもその一つよ。アンタたちみたいに、遊びでお気楽にやってたわけじゃないの。一回一回のゲームが、ワタシの人生を左右する大勝負だったのよ」


「すごいな……。小さい頃ころからそんなに頑がん張ばれるなんて、よっぽど跡あと継つぎになりたかったんだな」


　確かに、臨海学校にヘリを飛ばせるような家の娘むすめになら、なりたい気持ちもわかるけど。


　ところが、莉子サマはオレの言葉に、ふんと鼻を鳴らして答えた。


「……別に」


「え？」


「どうでもよかったわ、そんなこと」


　そう言って遠くの水面を見つめる瞳ひとみは、惚ほれ惚ぼれするくらい凜り々りしく美しい。


「ワタシはただ、泣き虫のママを笑顔にしたかっただけ」


　ザーッと激しい波が寄せてきて、オレたちの足あし下もとで大きく弾はじけた。細かいしぶきが顔にかかり、莉子サマはそれを手の甲こうで拭ぬぐってオレを見た。


「……少しだけ、似にてるかもしれないわね、アンタと」


「え？」


「あの子たちに聞いたわよ、アンタとおじいさんのこと」


「ああ……」


　そう言えばずっと、彼女にはそのことを話しそびれていた。


「苦労知らずのボンボンかと思ってたけど、違ったのね」


「そうなんだよ！　全然！」


　そこはもう、気合いを入れて頷うなずいた。莉子サマはそんなオレを、ちょっと目を細めて見つめる。


「アンタはどうだか知らないけど……」


　腕うでを組み直して前を向き、彼女は言った。


「憎にくんでるのに認められたいって気持ち、ワタシはずっと、お父様に抱いだいていたわ」


　その言葉は、オレの胸の深いところにストンと落ちた。


　そうだ。


　オレだって、じーちゃんが最初から兄貴じゃなくてオレを買ってくれていたら、こんな風に必死になることもなかったかもしれない。


　オレにとってカップル試験は、莉子サマにとっての乗馬でありゴルフでありポーカーであり、麻雀であるんだ。


　勝たなきゃいけないゲームなんだ。


「明日はやるわよ。障害物リレーで、何がなんでも一位になるの」


　一人心を震ふるわせるオレに、莉子サマは毅き然ぜんとした声で言った。途と端たんに、オレの中に臆おく病びよう風かぜが吹ふき始める。


「リレーか……。一位になれるかなあ。オレ、運動だけは真しん剣けんにダメなんだけど」


「なれるわよ、ワタシがいるんだから。ワタシは一番が好き。二位に価値なんかないの」


　さらりと言って、彼女は腰こしに手を当てる。その長くほっそりした二の腕に見とれていると、彼女はこちらを振り向いて笑った。


　バカにした雰ふん囲い気きも不ふ敵てきな様子もない、初めて見る莉子サマの純じゆん粋すいな笑顔だった。


「ワタシが、アンタを一位にしてあげるわ」


　莉子サマ……！


　胸がきゅうんとして、思わず崖から身を投げてしまいたい衝しよう動どうに駆かられた。もし今、新聞部から「抱かれたい人ランキング」をアンケートされたら、一から十位まですべて「莉子サマ」と埋うめ尽つくす自信がある。


「だから……」


　瞳をうるうるさせているオレに、彼女は話を続けた。


「もしワタシたちが優勝したら……」


　そこで、ちょっと言い淀よどむ。月明かりに照らされた大理石の彫ちよう刻こくのようになめらかな肌はだが、ほんのり赤らんで見えた。大きく息を吸すって、彼女は叱しかりつけるように叫さけんだ。


「ワタシと、友達になりなさい！」


「えっ!?」


　セリフと態度がちぐはぐで、一瞬混乱した。


「とととと、下僕トモダチ？」


　テンパるオレを、莉子サマは恨うらめしげな目で見る。


「いいから……友達になってよ」


「じゃっ、じゃあ」


　ようやく整理がついてきて、オレは言い返した。


「優勝しなかったら、友達にならないってこと？」


「そんなことはありえないわ」


　いつもの調子を取り戻した莉子サマは、黒い海と朧おぼろ月づきを背せ負おい、腕うで組ぐみして自信満々に言い放った。


「この恵比寿莉子サマが本気になるっていうのは、そういうことよ」


　おお……！


　あまりのカッコよさにシビれ、しばらく言葉が出なかった。と、そのとき。


「危ないわ、後ろ！」


　莉子サマの鋭するどい声に、オレは振り返った。


「えっ……!?」


　視界に黒い人ひと影かげをとらえた瞬しゆん間かん、腹に鈍にぶい衝しよう撃げきを感じる。あまりに急激な展開で、体も思考もついていかない。


　何だ……これ……？


「しっかりしなさい！　何なのよ、アンタたちっ……！」


　たちまち目の前が真っ暗になって、意識が遠のいていく。自分の体が膝ひざから地面に崩くずれ落ちていくのを感じながら、莉子サマの声だけが最後まで聞こえていた。






　第五章　再会を目指すオレたち





　次に目を開けたとき、オレは見覚えのない場所にいた。


　そこは地下室と思われる石造りの部屋で、オレはひんやりした床ゆかの上に直じかに横たわっている。テレビで見る刑けい務む所しよの監かん房ぼうのようだけれども、それより殺さつ風ぷう景けいで、中には便器一つない。鉄てつ格ごう子しの向こうには、同じく石のレンガを敷しき詰つめた空間が広がっていて、中央には上から日光と思おぼしき光が差し込んでいた。なんとなく、古ふる井い戸どの中のような雰ふん囲い気きだ。


　寝ね転ころがったまま壁かべの方に首を向けてみたとき、思いきり心臓が跳はね上がった。


「れ、莉れい子こサマ……！」


　なんと、オレは莉子サマと、仲良く並んで寝ねているではないか！


　しかも、彼女の恰かつ好こうは最後に見たときと変わって、なぜかビキニになっている。


　なんだ、なんだなんだ？


　何がなんだか、全然わからないぞ……！


「落ち着け、落ち着くんだ、成なる道みち……」


　半身を起こして、状じよう況きようをじっくり考えてみようとする。だが、寝ている莉子サマのビキニ姿が気になって、自分の意思とは無関係に目が行ってしまう。


　地上から漏れてくるらしい光は白く澄んだ午前中の陽光のようで、色素の薄い彼女の美び貌ぼうがよく映はえた。軽く閉じた瞼まぶたと唇くちびるが魅み惑わく的で、ついよからぬことを考えそうになる。


「いや、待て待て。何かしたのがバレたら、起きてから半殺しだ……ぞ？」


　思考がそこまで来て、何か引っかかることに気づいた。


　午前中の陽光……？


　オレたち、さっき夜の海にいたんだよな？　夜が明けたってことは、今日は……!?


「たっ、大変だっ、莉子サマ！」


　スケベなもくろみもどこへやら、オレは慌あわてふためいて彼女を揺ゆさぶり起こす。


「大変だ、障害物リレーが始まるっ！」


「……何よ？」


　軽く眉まゆ根ねを寄せ、莉子サマが目を開けた。それから起き上がって自分の姿を確認し、いきなり悲鳴を上げる。


「なっ、何よコレ───っ！」


　動転した彼女は、オレをにらんでＴシャツの襟えり首くびをつかんだ。


「アンタね!?　一体ワタシに何をしたの!?」


「いや、何も！　何もしてないって……！」


「ウソおっしゃい！　じゃあなんでこんなことになってるのよ！」


　どうせこんな目に遭あうなら乳の一つも揉もんでおけばよかったと思うくらい、オレは脳みそをシャッフルされる。


「待て、落ち着いて話を……っと!?」


　そうやってもめていたとき、お尻しりの辺あたりがムズムズした。続いて電子音が鳴なり響ひびき、携けい帯たい電でん話わの着信だとわかる。


「ちょっと待ってくれ、電話……」


　と言ってケータイのディスプレイを見たとき、思わず電話を放り投げそうになるくらいびっくりした。
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「ひぃいいっ！」


　なんで、なんでじーちゃんが!?


「はいっ、瀬木でございます！」


　動どう揺ようのあまり、とんちんかんな言葉が出た。


「……知っとるわい。ワシの孫まごじゃからのう」


　電話から聞こえてきたのは、確かに、聞き間ま違ちがえるはずのないじーちゃんの声だ。


「フォッフォッフォッ、元気そうじゃな、成道。そこの居い心ごこ地ちはどうじゃ？」


「えっ、まさかこれはおじーさまの仕し業わざ？　一体どうして……」


「それが、ワシからのとっておきの激げき励れいじゃ。一いつ緒しよにおったピチピチギャルにも水着をプレゼントして差し上げたぞい。さぞ喜んでおるじゃろう」


「いえ、そのせいでボクは死にかけました……」


「安心せい、着き替がえさせたのはオナゴじゃ。見事なプロポーションだと感激しておったぞ。いいのう、ワシも見たかったのう……」


「ってじーちゃん、こっちにいるのか!?」


　オレの問いに、じーちゃんは一いつ瞬しゆん黙だまった。


「……東京におっても、激励の指示くらいはできるぞい」


　アヤシイ。


　でも、それより気になったのは、じーちゃんがこんなことをする理由だった。


「……激励ってなんなんだよ、じーちゃん」


「激励は激励じゃ。オマエのグループ、なかなか頑がん張ばっておるようじゃの。このままじゃと、第三種目であっさり逆転できそうじゃからな。少々の『すぱいす』じゃ」


「孫が頑張ってるのに、誘ゆう拐かいして競技に出られないようにすることが激励なのかよ」


　わかってる。じーちゃんは、オレが健けん闘とうすることがおもしろくないんだ。だからきっと、オレの優勝を阻そ止しするため、こんな策に打って出たんだ。


「……成道」


　突とつ然ぜん、じーちゃんの声こわ色いろからふざけた調子が抜ぬけた。


「逆に問おう。オマエの頑張りとは、この程度のハプニングで終わってしまうものなのか？　そんな弱い意志で、ワシに認めてもらおうと？」


「…………」


　何か言い返してやりたいのに、言葉が出てこない。


「オマエの兄は偉い大だいな男じゃぞ。彼奴きやつを超こえたいのならば、その器うつわ、ワシに見せてみぃ」


「じーちゃ……」


　そこで、通話は途と切ぎれた。


「くっそう……」


　最後に言われたセリフを反はん芻すうし、唇を嚙かみしめる。


「なんだよ……」


　ただ一位になるだけじゃダメなのか。それだけじゃ、認めてもらえないってことか。


「……ねえ」


　ふと莉子サマに声を掛かけられ、オレは我われに返った。


　彼女は壁の一つの面に向かっていて、目線の辺りの石を撫なでている。


「アンタ、試ためされてるわよ」


　そう言うと、彼女は石の一つを手で引き抜いた。目を丸くするオレの前で、その周まわりの石レンガを次々に床へ落としていく。


「脱だつ出しゆつするわよ。きっと帰れるわ、ワタシたち」


　ぽっかり開いた肩かた幅はばほどの穴を示して、莉子サマは不敵に微ほほ笑えんだのだった。





　　　　　☆





「ちょっと、いい加か減げんにしてよ、ヘンタイ！」


　延々と続く細長いトンネルの中で、さっきから莉子サマはオカンムリだった。


「だって、しょうがないだろ！　こっちだってやろうと思ってやってるわけじゃないんだ」


　言い訳しながら進んでいると、鼻先にポヨンと弾だん力りよくあるものが当たる。


「ほらまた！　なんなのよ、エッチ！　もっと離はなれて歩きなさい！」


「離れたら離れたで、三秒ごとに『ついてきてるの!?』ってうるさかったじゃんか」


「イチイチ口答えしないで！」


　オレたちは今、四よつん這ばいになって天てん井じようの低い通路を前進している。後ろを行くオレは、さっきから前方の莉子サマのお尻に顔を激げき突とつさせては怒おこられていた。


「オレたち、どれくらい気を失ってたんだろうな……」


　慎しん重ちように距きよ離りを取って進みながら、ずっと気になっていることを口にする。


「わからないけど、八時間くらいじゃないかしら。よく寝たわ」


　ノンキな返事に、オレは面食らった。


「えっ、そんなに!?　っていうか、そういや莉子サマはあれからどうやって？」


「アンタが捕つかまっちゃったから、仕方なくついていったのよ。平和的に誘拐されてあげたの。出されたお茶を飲んだら急に眠ねむくなったから、寝たのは睡すい眠みん薬やくのせいだと思うけど」


「な、なんで自分からついていったり……」


「だって、リーダー不在で競技はできないじゃないの。ワタシだけなら逃にげられたけど、一人で帰ってもしょうがないでしょ。アンタを取り返そうと思ったのよ」


「莉子サマ……」


　相変わらず男前な彼女にじーんと来て注意を怠おこたり、再びお尻に顔を埋うずめてしまった。


「ふごっ！」


「なんなのよ、もうっ！」


　莉子サマはぷりぷり怒っている。なんか、これも段々かわいく思えてきた。


「……それにしても、八時間寝てたとしたら、結構ヤバいよな……」


　昨夜二人で崖がけにいたときが十時近くだったから、少なく見積もっても七時くらいにはなっているだろう。今日は十時に砂すな浜はまに集合して、コースの発表と作戦タイムがあり、その後すぐに競技開始だ。みんなは、なんでオレと莉子サマがいないのかもわからないだろうし、さぞかし困こん惑わくしているだろう。


　そう思ったとき、ふと思いついたことがあった。


「そうだ、ケータイ！」


　さっきは慌てていて時間すら見ていなかったけど、今からグループの誰だれかに連れん絡らくすれば、状況を伝え合うことができるではないか。


　だが、そんなオレの期待は、ケータイを開いた瞬しゆん間かんに潰ついえた。


「けっ、圏けん外がい……！」


　確かに、思いっきり電波を遮しや断だんしてそうな場所だけども！


「さっきの部屋で電話しておけばよかった……！」


　しかも悪いことに、充じゆう電でんランプの残り一つが点てん滅めつを始めて、今にも電源が落ちそうではないか。


　その命の最後のともしびを見送りながら、目に飛び込んできた画面上の時間表示に、この世の残ざん酷こくさを思い知った。


「十時、二分……」


　チーン、と仏ぶつ壇だんのリンの音が聞こえた気がした。


「ああ、なんてこった！」


　競技前に帰れる可能性は、これでゼロになった。


「開始時にメンバーそろってないって、普ふ通つうに考えて減げん点てんだよ……！」


　ああもう、色々頭が痛い！


「莉子サマ、ケータイは？」


　念のため聞いてみると、莉子サマは振ふり返る気配もなく答える。


「この恰かつ好こうで持ってると思うの？　服と一緒に取り上げられてるわよ」


「ですよね……」


　ともかく、今はここから出ることに専念するしかない。


「それにしても、ここどこなんだよ……。さっきから結構進んでるのに、ちっとも出口が見えないじゃんか」


「たぶん、海底よ」


「えっ？」


「さっきの場所へは、船に乗せられて連れていかれたの。あそこは離れ小こ島じまよ。こんなに地下の道が続いてるってことは、海の下を通っているに違ちがいないわ」


「なるほど。だから、こんなに暗いのか……」


　どんなに目を凝こらして前方を見ても、通路の終わりはまったく見えない。


　石の上を這はっているので、両りよう膝ひざはすでにかなり痛い。暗くら闇やみの中、先の知れない不安に焦あせりばかりが募つのっていた頃ころ、状じよう況きようは意い図とせずして変化した。


「……天井が高くなったわ！」


　莉子サマが、突とつ如じよすっとんきょうな声を上げた。


「壁かべも広くなったわね。部屋みたいよ、ここ」


「おお、ほんとだ！」


　彼女に続いて、オレも立ち上がる。が、何せ視界がないので、手て探さぐりで壁を見つけ、そのまま手で壁を擦こすりながら部屋を回った。


「灯あかりとかないのかな？　部屋なんだったら、どっかに……」


　そう言ったとき、つま先にカチャリと触さわるものがあった。


「なんだ……？　おお！」


　拾ひろい上げてみると、それはどうやら懐かい中ちゆう電でん灯とうのようだった。


「莉子サマ！　電灯！」


　だが、返事は返ってこない。心細くなって、懐中電灯のスイッチらしき部分を押してみた。一いつ瞬しゆんフラッシュを焚たかれたような眩げん惑わくに襲おそわれた後、周囲の風景が浮うき上がってくる。


　部屋とは言っても、そこは四角く区切られただけの何もない空間だった。壁には、オレたちがやってきた通路の他に、もう一つ、人が立って進める高さの通路が開いている。莉子サマの姿が見えないので、オレは点灯した電灯を携たずさえ、そちらの方へ進んでいった。


　その通路の突つき当たりに、彼女はいた。


「莉子サマ、何を……えっ!?」


　こちらに背を向けている彼女の手元を照らしたとき、あまりにも場ば違ちがいなものを目にして、電灯を取り落としそうになる。


「ブ、ブラジャー……！」


　その手にあったのは、どう見ても女性用の胸部下着だ。


「なんで、そんなモノ……」


「これ、ワタシのだわ」


　冷静に言うと、莉子サマは黒いサテン地のブラジャーを小こ脇わきに抱かかえ、足あし下もとの箱の中をかがみ込むようにしてのぞいた。


　そう、そこには膝ひざ丈たけくらいの高さの箱があった。子どもがおもちゃをしまっておくようなファンシーな柄がらで、中にぎっしり詰つまっているのが女性下着ばかりときているものだから、違い和わ感かんはこの上ない。


「……あったわ。あの子たちの」


　莉子サマは手て際ぎわよく箱を漁あさり、ピンクの小さなブラジャーと白い迫はく力りよくサイズのブラジャーを取ると、静かに蓋ふたを閉めた。


「どうやら、ここはブラジャー泥どろ棒ぼうの拠きよ点てんだったみたいね」


「そう……みたいだな」


　それにしたって、なんで誰がこんなところに？


　そう考えたとき、オレの頭の中にふと最悪のシナリオができ上がった。


「まさかな……。だってこれもう、ガチで犯罪じゃんか」


「ほら、行くわよ」


　寒さむ気けを覚えて立ち尽つくすオレを、いつの間にか懐中電灯を取った莉子サマが促うながす。ブラジャーに気を取られて気づかなかったが、そこは決して行き止まりではなく、通路が横に折れ曲がっているだけだった。


　ちゃんと歩いて進めるようになったおかげで、そこからはうんと足取りが軽くなった。


「みんな、リレーどうしてるだろう……」


　自分たちの状況がマシになると、そのことが気になって仕方ない。昨日の時点で出場者を教師に届けてあるので、当日になって欠員が出ても石田をメンバーに加えることはできない。あくまでも、五人グループと平等の条件にするためだ。


「もしオレたちが帰れなかったら、十一班は第三競技失格だ……」


「大だい丈じよう夫ぶよ。言ったでしょ」


　莉子サマは泰たい然ぜんとしている。それだけで、ちょっと救われた気分になった。


　それから、さらにどれくらい進んだだろう。同じ景け色しきの通路をどこまでもまっすぐ歩いているから、時間の感覚もあまりない。あるところで、視界から急に光が消えた。


　続いてカチャッ、カチャッと音がして、床ゆかに何かが放り投げられる。


「懐中電灯の電池が切れたわ」


「なっ……！」


　それでは、ここからは灯りもなしに先へ進むことになるのか。


「じゃあ、オレが先を歩こうか？」


　男の子として、せめてもの申し出をしてみたが、莉子サマにあっさり断られた。


「いいわよ。急ぎましょ」


　しかし、真っ暗な中を立って歩かなければならないというのは、四つん這いになって進むことより、よほど怖こわいことだった。


「……ついてきてるの？」


「うん」


　そんな会話を繰くり返し、闇やみの中でひたすら足を前に出す。それがしばらく続いていたとき、莉子サマの足が急に止まった。


「どうしたんだ？」


「行き止まりね」


「えっ」


　そんな、ここまで来て……！


「違う道があるかもしれないわ。引き返して探さがしましょ」


　と言って、莉子サマが振り向いた気がしたときだった。


「……!?」


　息を呑のむ気配がして、オレの前から彼女の体温が遠のく。


「莉子サマ!?」


　返事はない。


　なんだ。今度は一体何が起こったんだ。


　パニックに陥おちいりかける自分を懸けん命めいに落ち着かせ、彼女がいた辺あたりをそろそろと探った。すると、ある部分で壁がなくなり、そこの床を踏ふもうとすれば、片足が空から振ぶりする。


「階段か」


　しかも、かなり段差が激しく角も鋭するどい、急な石の階段がそこにあった。


　慎しん重ちように一段ずつ下りていくと、あるところで人の息づかいを感じる。


「莉子サマ？」


　しゃがんで手をさまよわせると、一発で温あたたかい素す肌はだに触ふれ、慌あわてて引っ込めた。


「……何よ」


　彼女はそこにしゃがみ込み、心なしか荒あらい呼吸を繰り返していた。


「今、階段から落ちたんだよな。大丈夫か？」


　ところが、気き丈じような彼女がそれに答えなかった。


「えっ、どっかケガでもしたのか？　そりゃ大変……」


「大丈夫よ。これくらい」


　そう言って立ち上がろうとした彼女の体が、オレの腕うでに触れる。そのぬるっという感かん触しよくに、驚おどろいて自分の肌を触った。


「莉子サマ、すごい汗あせ……」


　と言いかけて、それが汗ではないことに気づいた。もっとベタベタして鉄くさい、普ふ段だん容よう易いにお目にかかることのないものだった。


「ちちち、血！　莉子サマ、血！」


　脊せき椎ついの辺りがゾワゾワして、オレは金かな切きり声で叫さけんだ。ここが真っ暗でなかったら、とっくに失神していたかもしれない。


「うるさいわね、血ぐらい出るわよ、階段の角で脚あしを切ったんだから」


「えっ……」


「……ハンカチとか、持ってないわよね」


　落ち着つき払はらう彼女に驚きよう嘆たんの念を禁じえないでいると、莉子サマは遠えん慮りよがちに聞いた。


「持ってないけど……あ」


　ちょっと迷まよったけれども、オレは着ていたＴシャツを脱ぬいだ。


「これ使っていいよ。包ほう帯たい代わりなら、デカい分には問題ないだろ？」


「……使わせてもらうわ」


　ぶっきらぼうな声で言い、彼女はＴシャツを受け取る。キュッキュッと小気味よく布が擦すれる音がして、止し血けつは完かん了りようしたようだった。


「それと、危ないから両手を空けといた方がいいよ。莉子サマ、ブラジャー持ってただろ？　オレが持つよ」


　これはスケベじゃないぞ、思いやりだ。


「……そうね。頼たのんだわよ」


「はい、謹つつしんでお預かりいたします！」


　とはいえ、一気に三枚のブラジャーを手に入れると、エロテンションが急きゆう上じよう昇しようする。


　スケベじゃない。オレだって、両手を空けておかないと危ないからな。


　自分にそう言い訳して、ヘアバンドのように頭にブラを装着する。さすがに三つは重ねられなかったので、かなり迷ったが、一つは裸はだかの胸に着けてみることにする。背中のホックに手間取ったけれど、まあまあ首しゆ尾びよく着用できた。


　すげー！　なんかオレ今、すげーことしてるぞ……！


　こんな姿を誰だれかに見られた日には、とてもじゃないがじーちゃんのことを責められない。


　微び妙みように興こう奮ふんしている自分をごまかしつつ、オレは莉子サマと先を進み始めた。


　階段の下はまた一本道になっていて、しばらく進むと突き当たりになり、今度は上り階段があった。そうやって一本道と上り階段を繰り返していると、徐じよ々じよに地表に近づいているのが感覚的にわかる。


「あら？　道が分かれてるわね」


　先を歩く莉子サマが、ある場所へ来て声を上げた。


「えっ？……ほんとだ」


　その頃ころになると、暗いとはいえ通路にはほんのり光が入り込んできていて、先の様子がおぼろげにわかるようになっていた。気がつけば、今まで歩いてきた通路と交差するように別の道が現れ、その先には多数の分ぶん岐きが見えている。


　二人で行ったり来たりしながらどこを進むか迷っているとき、ふと、ある分岐に足あし跡あとを発見した。いつの時点からか通路はコンクリートになっていて、そのなめらかな灰色の床には、うっすら埃ほこりが積もっている。他の分岐を軒のき並なみ調べても、人の足型に埃が取れているものは、そこしかなかった。


「この分岐、行ってみようよ」


　オレは莉子サマを呼び、理由を説明した。


「……ふうん。じゃあ行くわよ」


　彼女はやはり動じることなく、オレを先導する。


　分岐を少し進むと行き止まりになり、そこにハシゴが現れた。ハシゴを上り切った先は、久々に立って歩けない低い天てん井じようになっている。今や光はあちこちから確実に差し込んでいて、ここが地上であることは明白だ。


「通路、って感じじゃなくなったわね」


　そこには進むべき一本道がなかった。目の前にあるのは、ただ四方に壁かべが見えるだけの、だだっぴろい空間だ。所々、まるで大きなタイルをはめ込んで塞ふさいであるかのように、床ゆか下したから四角く発光している箇所がある。


　その部分の床に向かって、オレたちは這はうように移動した。


「これ、外はずれるんじゃないかな」


　というのも、そのタイルの部分には、力を入れて引っ張ぱれるよう取手がついているのだ。


「よいしょ……っと！」


　だが、それを引いても容易には動かない。


「ちょっと、貸しなさいよ」


「いや、オレがやるよ。さっきから歩くのもしんどそうじゃんか」


　莉子サマが取手を取り上げようとするが、そこは男の意地で頑がん張ばった。このまま、ブラジャーを着けて喜んでいるだけの男になり下がるわけにはいかない。


　とはいえ、オレは非ひ力りきだ。ダテに握あく力りよく測定で利きき手二十五・五を出していない。


「ぬおおぉおお……！」


　それでも憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうになって取手を両手で握にぎり、渾こん身しんの力を込めて、肩かたも外れよとばかりに引っ張った。タイルの一角が徐々に浮うき上がり、やがてついに手ごたえが軽く……。


　スポーン！　と、勢いよくそれが外れ、手からすっぽ抜けた。


「おおうわっ……！」


「ちょっと！」


　落ちてきたタイルをよけて前のめりになるオレの腕を、莉子サマがとっさにつかむ。だが、ようやく彼女の手をつかみ返したときには、こっちはもう床の穴へ落下体勢だった。


「うわぁ──っ！」


　オレは彼女を引きずり込むようにして、タイルがはまっていた場所に落ちた。


　死ぬ……！


　幼おさない頃からの思い出が走そう馬ま灯とうのように頭を駆かけ巡めぐりそうになったところで、ポン、と背中に軽い衝しよう撃げきがあった。


「えっ？」


　ポン？


「ぐえっ！」


　もつれるように降ふってきた莉子サマが、オレの上で同じくポンと弾はずみ、その反動でオレたちはさらにそこから放り出された。先に莉子サマが床へ落ち、オレも同じ軌き道どうを描えがいて、彼女の上に落下する。


「……！」


　そのとき、床についた右手に激痛が走った。手首から首くび筋すじへ、首筋から脳みそへ、痛みが響ひびいて声も出ない。


　やっと自分の状態に注意が行ったのは、まるまる三十秒ほど経たってからのことだった。


　オレは、完全に莉子サマを組み敷しいている。それでも、とっさに右手で上半身の体重を支ささえ切ったおかげで、彼女に苦痛は与あたえていないはずだ。


　あれ、じゃあ左手は？　と思って動かそうとしたとき、掌てのひらにとんでもない感触があった。


　この山型の形状のやわらかいものは……まさか……。


　ぐにっと動かしてみると、彼女の体がびくっとする。


　間ま違ちがいない。


　これは、おおお、おっぱいだ！


「……ちょっと、どいてよ」


　耳元で、思いのほか優やさしい莉子サマの声がする。というのも、オレは彼女の体にべったりと覆おおいかぶさっていたので、今オレの目に映うつっているのは、床ゆかの木目ばかりだったのだ。


　ん？　このフローリングの感じ、どっかで見たことが……。


　そうだ！　ここはコテージだ。


　そう思ってみれば、さっきオレたちがポンと弾んだのは見み慣なれた形のベッドで、オレたちはどこかのコテージへ天てん井じよう裏うらから落下してきたことになる。


　つまり、あの道は、離はなれ小こ島じまからコテージへの直通海底通路だったのだ。


　しかし、何のためにそんなものが？


　その答えに対する想像は、さっきオレが考えた最悪のシナリオと見事に結びついた。


「……ねぇってば」


　吐と息いきのかかる距きよ離りで囁ささやかれて、思わずぞくっとした。怒いかり心しん頭とうに発しているのか、その声こわ色いろにはいつもの調子がなくて逆に怖こわい。


　考えてみれば、オレは今、すごいことをしてしまっている。


　どうしよう。どうやって謝あやまろう。さっきは冤えん罪ざいにもかかわらず脳みそシャッフルされたくらいなのに、これはもはや半殺しじゃすまない無む体たいだ。


　そう思って、とりあえず左手を移動させようとしたときだった。


「……わかったわ。やめてってお願いしても、ダメなのね？」


　思いつめて腹をくくったような口調で、彼女はそう言った。


「だったら、せめてベッドの上に行かせて欲しいの。大だい丈じよう夫ぶ、今は足が動かないから、逃にげたりしないわ」


　えっ……!?


「お願い。初めてなのに、床の上なんてイヤ」


　ええ───っ!?


　ガバッと身を起こすと、真まっ赤かな顔をした莉子サマと目が合った。その瞳ひとみは今にも涙なみだをこぼしそうに潤うるんでいて、唇くちびるは何かを覚かく悟ごするかのように引き結ばれている。


「ええと、その……」


　オレが起き上がっても、莉子サマの泣き出しそうな顔は変わらない。


　ヤバい。ちょっとソノ気になってきた。


　だって超ちようカワイイじゃないか、恵え比び寿す莉子！


　なんだか色々誤解されているようだけれども、こうなったらそんなの問題じゃない。
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　障害物リレー？　☆ランク？　アハハ、どこの国のお話だい？


　成道、イキまーす！


　そう思って本能に身を任まかせようとしたとき、頭の中に莉子サマのセリフが蘇よみがえった。


　──ワタシが、アンタを一位にしてあげるわ。


　力強く温かく、オレに勇気を与えてくれた言葉。友達なんかいらないと言っていた彼女が、初めて見せてくれた屈くつ託たくのない笑顔。


　ああ、ちくしょう。どうしてこんな時に思い出すんだよ。


　だって、このまま黙だまってたらイケるんだぞ？　彼女はカンペキに勘かん違ちがいをしていて、勝手に観念してくれてるみたいなのに。


　でも、彼女は言ったんだ。オレに友達になってくれって。


　今ここでそんなことをしちゃったら、もう友達になんてなれるわけないじゃんか。


「……何言ってるんだよ、莉子サマ。もっと自分を大切にしなきゃダメじゃないか」


　気がつくと、オレは彼女から離れて立ち上がり、そう口にしていた。


「今みたいな体勢になったのは偶ぐう然ぜんで、オレは全然そんなことするつもりないよ」


　バカバカバカバカ！　なんてもったいないことをするんだ、オレ……！


　だけど、カッコつけて言ってしまった手前、発言を撤てつ回かいすることはできない。


「初めてだったらなおさら、好きでもない男とそんなことしたくないだろ？　簡単に覚かく悟ご決めたりするなよ」


　莉子サマはまばたき一つせず、魂たましいを抜ぬかれたかのような表情でオレを見つめている。


「……アンタ」


　ようやく彼女が何か言いかけたとき、廊ろう下かの方がバタバタと騒さわがしくなった。考える間もなくバンッとドアが開いて、現れた女生徒が悲鳴を上げる。


「きゃ───っ！」


　そこで、自分の姿を思い出した。オレは今、裸はだかの上半身に黒いブラジャーのみを着け、頭にはブラジャーを重ねづけし、仰ぎよう臥がする水着美女を見下ろしている。


　変　質　者。


　それ以外の何者でもない。


「違ちがうんだ、キミっ……！」


　と体ごと振り返って、その女生徒が絽ろ美みであることに気づいた。


「ろろろ、絽美!?」


「成道くん!?」


　彼女の方も、オレに負まけず劣おとらず驚おどろいている。オレが焦あせりまくってブラジャーを外はずしていると、絽美はいよいよ顔がん面めん蒼そう白はくになった。


「それ、私のっ……！」


「いやっ、違うんだ！」


「違わなくないよ！　確かにそうだもん！」


「いっ、いや、そうじゃなくてっ……」


　ドツボにはまるとは、まさにこのことだ。


「そうだ絽美、どうしてこんなところに来たんだ!?」


　オレの強ごう引いんな質問に、絽美は青ざめながらも口を開いた。


「私の番が来る前に、着き替がえようと思ったの。障害物リレーは水着参加だから」


「でも、なんでこんなところに？」


「こんなところって……」


　困った様子で、絽美は呟つぶやいた。


「ここ、私たちの部屋だもん……」





　　　　　☆





　たまたま落ちた場所は、なんとオレたちのコテージだった。


　とりあえず、オレは絽美に色々なことを弁解しなければならなかった。昨夜じーちゃんの手の者に誘ゆう拐かいされたところから始まって、どうしてこんな誤解を招まねく姿になってしまったのかに至るまで、詳くわしく説明した。


「そうだったんだ……。ごめんね、勘違いして」


　オレの話を聞くと、自分のベッドに腰こし掛かけた絽美は、反省したように言った。


「莉子ちゃんも大変だったね。大丈夫？　痛くない？」


「平気よ、これくらい」


　そう言う莉子サマは、自分の荷物から包ほう帯たいを取り出し、脚あしの傷をきちんと治ち療りようしていた。彼女がケガをしたのは右のふくらはぎで、傷幅はばは狭せまいが深く切ってしまったらしかった。


「それで競技出られる？」


　包帯で痛々しく包まれた長い脚を、絽美が心配そうに見やる。


「右脚に力が入りづらいけど、なんとかするわ。コース表は？　もう出たんでしょ」


「あ、うん！」


　そこで絽美がはっとして、ショートパンツのポケットからプリントを取り出した。


「はい」


　そこで、オレも表をのぞき込んだ。





〈障害物リレー・コース表〉　ゴールまでの目標時間・二時間


１．陸上（１）


２．水泳（１）


３．お楽しみコース


４．水泳（２）


５．陸上（２）





「陸上や水泳はわかるけど、お楽しみコース……？」


「私もよくわからないんだけど、普ふ通つうの障害物競走では出てこないタイプの障害が配置されてるんだって」


「で、今はどこまで進んでるの？」


　莉子サマの質問に、オレは時計を確認した。時刻は十一時半である。とんでもないトラブルに見み舞まわれたけれども、この程度の遅おくれで済すんだのは不幸中の幸さいわいだ。


「私がここへ来る前に見てたときは、水泳（１）だったよ」


「えっ、十時からやってて、まだそれなのか」


「だって、説明や作戦に時間取ったから、競技が始まったのは十一時近かったんだよ」


　それを聞いて、心の中にわずかな希望が芽め生ばえた。


「じゃあ、もしかして出席もまだ……」


「それは取られちゃったの。競技への遅ち刻こくは一人につき五十点減げん点てんで、うちは百点の減点」


　ガーン……。


　わかっていたこととはいえ、ちょっとヘコむ。絽美の悲しそうな顔を見ればなおさらだ。


「……やっぱり、一位を取るしかないな」


　オレが呟くと、絽美も真しん剣けんな面おも持もちになって頷うなずいた。


「うん、頑がん張ばろう！　成道くんも早く着替えて、応おう援えんに戻もどろうよ」


「ところで今、誰だれが競技してるんだ？　絽美がここにいるってことは……」


「黒川くんだよ」


「そうか。じゃあ陸上（１）の第一走者が妹せ尾おか？」


「ううん、ずっと黒川くん」


　絽美は首を振ふって、説明した。


「たとえ最後のコースのときにでも、成道くんたちが帰ってくれば、ラスト十メートルを二人でバトンしたって違い反はんにならないでしょ？　だから、最悪三人でも最後の最後までつなげるように、できるところまでは自分がやるって言ってくれたの」


　黒川……。


　友の心こころ遣づかいに、胸がじーんと熱くなる。


　それなのにオレってヤツは、さっき一いつ瞬しゆんでもリレーのことをどうでもいいと思うなんて、なんて救いがたいスケベヤローなんだ！


「よし、黒川を応援しに行くぞ！」


　そう叫さけぶなり男子部屋に行き、ルール通り水着に着替えた。もちろん、あのイヤラシさ満点のコアラパンティなんかじゃない。昨日スーパーに行ったとき、黒川に金を借りて間に合わせを買ったのだ。


「行くぞ、絽美！」


「きゃ──っ！」


　着替えた勢いで女子部屋を開けると、絽美がこちらに背を向けて悲鳴を上げた。彼女はまだ着替え中で、水着の肩かたひもを結んでいなかったのだ。


「ご、ごめん！」


　言っておくけど、今のは完全にスケベじゃない。


　神様に言い訳しながら、オレは真夏の海辺へ飛び出していった。






　第六章　ナンバーワンを目指すオレたち





「あれ？　もう第三コースかなー？」


　砂すな浜はまには二年生のほとんど全員がそろい、自分のチームを応援していた。オレと莉れい子こサマは、先生たちに出席を伝えに行ったあと、絽ろ美みに連れられてコースに向かった。


「おぉ、成なる道みち！　てめぇ何してやがんだ！」


　広い敷しき地ちから競技のコースを捜さがして歩いていると、一人だけ洋服姿の石いし田だに見つけられる。ヤツの顔は怒おこっているように見えた。


「成道くん、莉子ちゃんと一いつ緒しよにおじいさんに誘ゆう拐かいされてたんだって」


　絽美が説明しようとしてくれたが、石田の怒いかりはそんなところにあるのではないらしい。


「で、どうだったんだよ、成道」


「え、何が」


「ヤッちまったのか、恵え比び寿す莉子と。二人で一夜を過ごしたんだもんなぁ。裏切りモンが！」


「え……」


　何その誤解。


「た、確かに一緒にはいたけど……」


　オレ、気絶してただけなのに……。


「で、どうなんだよ。女の体ってのは、やっぱ、や、やわらけぇのか……？」


　自分で言いながら、ヤツは勝手に鼻血を噴ふきそうなほど興こう奮ふんしている。


「うーん……」


　ヤツをがっかりさせるのも何なので、ついでに見み栄えを張りたい気持ちもあるので、オレはさっき左手に感じた莉子サマの胸の感かん触しよくを思い出した。


「確かにやわらかいけど、巨きよ乳にゆうの娘こに比くらべて身がしまってるっていうか、筋肉と脂し肪ぼうの絶ぜつ妙みようなバランスが、適度に手ごたえのあるちょうどいい弾だん力りよくを生み出していて、実に魅み力りよく的な手て触ざわりのおっぱいだった」


「おぉ……！」


　石田の興奮はもう最さい高こう潮ちようだった。


「成道、おまえもおっぱい師し匠しようか！」


「いや、むしろ、おっぱい評論家と呼んでくれたまえ」


　ちなみに現時点での評価対象は、いずれもハプニングによる身近な女子三人だ。


「そしてゆくゆくは、おっぱいソムリエに……」


　調子に乗ってくだらないことを言っていると、ふと横から視線を感じた。見れば、莉子サマがなぜかオレを注視している。


　にらみつけるような視線に恐おそれをなしたものの、無視するのも怖こわいので自みずから歩み寄った。


「……アンタ」


　オレが口を開く前に、彼女の方から切り出した。いつの間にか、絽美はどこかへ行っていて姿が見えない。


「さっきのは、本当に誤解なのね？」


「え？」


「さっきのことよ。本当に、ワタシに何かするつもりじゃなかったのね？」


「ああ、うん……」


　そりゃ、一いつ瞬しゆんはダークサイドに堕おちかけましたけども。


「……ならいいわ」


　莉子サマはそう言うと、前を向いて腕うで組ぐみした。


「だったら、アレは忘れてよねっ！」


「え？」


　アレって？


　そう思って見ていると、彼女の横顔がみるみるうちに赤らんだ。


「お父様に教えられたのよ。もし男の人に襲おそわれたら、力ではとても敵かなわないから、相手の理性と同情に訴うつたえなさいって」


　なるほど、それであんなにしおらしく……。っていうか、莉子サマなら脚あしをケガしていたって、オレくらいには余よ裕ゆうで勝てるんじゃないか？


「……でもさ、だったら、アレは逆効果だよ」


　老ろう婆ば心しんながら、そう教えてあげた。


「アレを実じつ践せんしたら、余計危ない目に遭あうと思うよ」


　何せドーテーのオレでも、ちょっと狼おおかみになりかけたくらいだ。リアルに女の子を襲っちゃえるくらいの男にしてみれば、火に油以外の何物でもない。


　すると、莉子サマは再びオレを見つめた。その頰ほおはまだ紅こう潮ちようしている。


「アンタ、ただのスケベ男かと思ってたけど、意外に紳しん士しなのね」


「うん、そうなんだよ」


　と言ったとき、脳内を「ブリーフ紳士」という新あだ名が通り過ぎて気が散った。


「……ご忠告ありがとう。気をつけるわ」


　そう言って、彼女はまた海の方に向き直った。その口元が、まだ恥はずかしげにモグモグ動いている。


　なんかちょっとだけ、「お父様」が莉子サマにカップル試験を受けさせようとした理由がわかった気がするぞ。


「……そういえば、アンタって次男だったわよね？」


　ややあって、莉子サマがそんなことを言い出した。


「そうだけど、どうかしたか？」


「ふうん」


　オレの問いには答えず、彼女は満足げに笑う。


「……今回のこと、お父様にご報告しておくわ」


　そのとき、浜はま辺べの向こうから絽美が走ってきた。


「成道くん、わかったよー、第三コース！　こっち、こっち！」


「おー！」


　そうだ、また黒くろ川かわのことを忘れていた！


　絽美に促うながされるまま、オレたちはビーチを移動した。海の方を見てみると、まだ数人の競技者が水泳をしているようだ。


「黒川、今何位なんだ？」


「速いよ！　五位以内にはいると思う」


　絽美が勇気づけるように言ってくれたが、それを聞くと、かえってプレッシャーでお腹が痛くなった。これだからリレーってヤツは……。


「しかも、お楽しみコースとは何ぞや……？」


　一いち抹まつの不安を抱いだきながら歩いていくと、向こうの砂浜に、やたらと客の多いゾーンがあるのが見えた。ここが第三コースか。


「おーっと、上位競技者は早くも『ヒーローゾーン』に突とつ入にゆうしております！」


　人だかりの中から、メガホンを持った男がそう叫んだ。どうやら臨時採用の教師らしい。


「ヒーローゾーン……？」


　首をひねっていたオレだったが、すぐになんとなくわかり始めた。


　コース、と言っても、そこは普ふ通つうの砂浜だった。かろうじて綱つながまっすぐ張られているので、傍はた目めにもなんとかそれっぽく見える。そして、そのコースの中央付近には、真ま弓ゆみ先生顔負けに黒ずくめの服を着た集団がたむろしていた。


「さあ、悪の怪かい人じんを倒たおしてください！　百人倒した人から次のゾーンです！」


　実じつ況きようの教師が言うと、黒い覆ふく面めん集団は「イーッ！」と叫び声を上げて跳とび上がった。


　アウトだろ……。


　あまりに潔いさぎよいパクリ加か減げんに、童どう心しんに返ってちょっと見入ってしまう。


　競技者たちは、案の定じようどうしたらよいかわからない様子だった。「えっ、倒すって……？　しかも百人……？」みたいな空気の中、一人の男だけがショッカーもとい悪の怪人に果か敢かんに立ち向かっていた。


「お、黒川！」


「イーッ！」


　近くにいた怪人が、ヤツに飛びかかる。すると、黒川はそれをさっとかわし、怪人の背はい後ごに回って、その首に手しゆ刀とうを叩たたき込んだ。


「おお……！」


　オレを含ふくめ、ギャラリーが一気に沸ふつ騰とうする。


　新たな怪人が、今度は正面と両りよう脇わきから三人、いっぺんに襲いかかってくる。だが黒川は慌あわてず、まず身をかがめて正面の敵の腹部にパンチをお見み舞まいし、フラついたソイツを左の敵に投げて右の怪人を殴なぐり、さらに振ふり返りざまに背後の敵へ回し蹴げりをくらわせるという、変身ヒーロー並みの芸当を披ひ露ろうした。


「すげー……」


　なんなんだ、アイツ……。


　幼おさない頃ころに見ていた日曜朝の番組を思い出し、もっとよく見たくて場所を移動した。黒川の近く、コースの綱ギリギリのところに来ると、戦っているヤツと目が合った。


「瀬せ木き！」


　と言いながら、黒川は前の敵の顔面をパンチする。


「無ぶ事じでよかったよ」


　最後の「よ」で、その横の怪人も倒れた。


「一体、何が起こったんだい」


「あ、ああ……」


　オレはオマエに、一体何が起こっているのか聞きたい。


「失しつ踪そう中の話は、またあとで……」


　とりあえず今は、あまり会話に集中できない。


「……だけど、これのどこがお楽しみコースなんだ？　見てる分には結構楽しいけど……」


　オレの独ひとり言を聞いて、隣となりの女生徒が顔を上げた。いつからそこにいたのか、見れば、それは妹せ尾おだった。


「瀬木くん」


　彼女も気づいていなかったようで、オレと視線が合うと目をぱちくりさせる。そして、小さく微ほほ笑えんだ。


「お帰りなさい。事情は瑞みず本もとさんに聞きました」


「ああ……。ごめんな、リーダーなのに突とつ然ぜん消えて困らせて」


　妹尾の笑顔を見たら、なんだか急に謝あやまりたくなった。彼女はすかさず頭を振る。


「瀬木くんたちは帰ってくるって、みんな信じてました。無事でよかったです」


「妹尾……」


　本当、オレっていい仲間と組んだよな。


　しみじみそう思っていると、妹尾が状じよう況きようを解説してくれた。


「ここのゾーンは、普通の障害物競走の障害と違ちがって、遊び心のある障害を集めたコースだそうです。さっきは『部活マンガにありがちな障害』でしたよ」


「先生たちの悪ふざけコースか……。でも、これカッコいいよな」


　黒川みたいにバッタバッタと敵をなぎ倒せば、女の子からの注目を独り占じめできそうだ。


「交代するかい？」


　オレの呟つぶやきが聞こえたらしく、黒川が再び話しかけてきた。オレは慌てて首を振る。


「いや、ムリっす。黒川さんパネェっす」


「じゃあ、このゾーンが終わったら頼たのむよ。だいぶ疲つかれてきているんだ」


「いや、とてもそんな風には……」


　そう言う間にも、無む惨ざんに顔を殴られた怪人が地面に昏こん倒とうする。


「……大だい丈じよう夫ぶなのか、あれ」


「大丈夫ですよ。あの人たちはプロなので、気き兼がねなく戦っていいと先生が言ってました」


「いや、だけど……今の怪人、思いっきり顔変形してたぞ？　ちょっと強すぎないか、黒川のヤツ。戦い方もやたら堂に入いってるし……」


　万能人間もここまで来ると、憎にくたらしさを超ちよう越えつして崇すう拝はいしたくなるというものだ。


「黒川くんは、小学生のときからそうですよ。ケンカなら地元で負け知らずでした」


　なんでもないことのように解説する妹尾だったが、それはそれで聞き捨ずてならない。


「えっ、ケンカなんかするのか？　アイツが？」


「ええ。当時は、いわゆる不良グループのトップだったんです」


「不良!?　しかも小学生で!?　改造自転車で暴走でもするのか？」


「それもありましたけど……」


「マジか！　ダセェ！」


「遊び場をかけて、他校の不良グループとケンカするのが主おもな活動だったみたいですよ。生傷が絶えないので、ゆり子先生も頭を悩なやませていました」


　ああ、それがピアノを教えてたっていう、黒川のかーちゃんか。


「なんか……すげーこと聞いたな……。一体いつ更こう生せいしたんだ？」


「中学に入ってみんなと街で遊んでいたとき、そろそろ年とし頃ごろですし、女の子をナンパしてみようっていう話になったみたいなんです。でも、どの女の子たちに声を掛かけるかで、お仲間と黒川くんの間に決定的な断絶が発生して、そのまま袂たもとを分かったそうですよ」


　それって要するに、鬼おにの面みたいな顔の娘こたちに声掛けようとしたってことか？


「そりゃあ、一ひと悶もん着ちやくも起こるだろうよ」


「以来、特定の友達とあまりつるまなくなり、学生の本分に励はげむようになったそうです。元々見た目や品行が不良だったわけではないので、そのまま今に至ったんだと思いますよ」


　話を聞き終わって、改めて見事な戦いぶりの黒川を眺ながめた。


「アイツのあれって、案外根が深いんだな……」


　盆ぼん踊おどりのときの奇き抜ばつないでたちを思い出し、感かん慨がいにふける。ちなみに、今日の黒川はちゃんと姉妹ご推すい薦せんの水着を着用した、いつものシュッとしたお姿だ。


「おおっと、一人目、百人クリア～！　圧あつ倒とう的てきだーっ！」


　メガホンから大声が飛んできて、気がつけば黒川の周まわりにはもう敵がいなかった。


「次はスナイパーゾーンです！　いってらっしゃい！」


　それを聞くと、黒川は綱を越こえてこちらに帰ってきた。


「ああ、瀬木。これ……」


「悪い！　やっぱムリだ！」


　ヤツがバトン代わりのシリコン製リストバンドを外はずしそうになっているので、慌てて押し留とどめた。


　だって、聞いたぞ！　なんだよ、スナイパーゾーンって！


「あっ、あれだね、次の場所！」


　周りにうちのグループ全員が集まり、絽美が海の方を指さす。


「な、なんだあれ……」


　そちらに目をやると、岸から少し離はなれた海上に、巨きよ大だいな人形のバルーンがゆらゆら浮うかんでいる。


「十一班ですね！」


　みんなで茫ぼう然ぜんとしていると、「スタッフ」の腕わん章しようをつけた臨りん採さい教師が走ってきた。


「はい、そうですけど……」


「これが、使用してもらうエアソフトガンです。これで撃うって、あのバルーンについている風船を十個割ったらクリアです。狙そ撃げきは大変かもしれませんが、いくらでも近くへ泳いでいってかまいません」


　教師はなぜかオレに玩がん具ぐ銃じゆうを渡わたすと、忙いそがしそうにまたどこかへ駆かけていった。


「風船……？」


　目を凝こらしてよく見ると、巨大バルーンの表面には、普通サイズの風船が一定間かん隔かくを開けてついていた。ここから見ると、一つ一つは米こめ粒つぶサイズの大きさだ。確かに泳いで近づけば楽に狙ねらえるかもしれないけど、カナヅチ寸前のオレに、泳ぎながら発はつ砲ぽうなどという芸当がこなせるだろうか。


「ふつうにムリだー……！」


　絶望して呟いたとき、誰だれかが横から銃を取った。


「これはワタシがやるわ」


　長い髪かみを肩かたの方へ払はらい、莉子サマが独断する。


「でも莉子ちゃん、大丈夫？　脚あし、ひどい傷だよ。それで泳げるの？」


　リストバンドをつける彼女に、絽美が心配して尋たずねた。


　莉子サマは無言で支し度たくを終え、海の方へ歩いていった。オレたちもついていくと、彼女は波打ち際ぎわで片手に銃を構かまえ、カチャリと撃げき鉄てつを起こす。


　しかし、なかなか弾たまは出ない。


「……飛ひ距きよ離りに比して、標的が遠いんだよ」


　不思議に思っていると、横にいた黒川が解説してくれた。


「十八歳未満に推すい奨しようされているエアソフトガンは、改造でもしない限り、数十メートルしか飛ばない物が多いからね」


「へえ」


　と感心してから、さっき妹尾から聞いた話を思い出してぞっとした。


　この知識は、さすが元不良、ということでいいのか……？


　ようやく、莉子サマが一発撃った。が、弾はやはり届かなかったらしく、その表情は思わしくない。


　どうするのかと見ていると、そこで彼女はいきなり自分の右脚の包ほう帯たいをほどき始めた。まだ血のこびりついている傷口が、太陽の下に生々しくさらされる。


「ええぇーっ!?」


　おぼつかない足取りで海へ進み始めた彼女を見て、オレは驚きよう愕がくの声を上げた。


　痛いだろ、絶対痛いだろ！　ぎゃあぁーっ……！


　けれども、傷口が海水に浸つかっても、彼女は眉まゆ根ねを寄せただけだった。そのまま沖おきへ向かって進み、太ももの半分が海に隠かくれたところで足を止める。眉み間けんのしわを深く刻きざみ、歯を食いしばって、莉子サマは銃を構えた。


　パン、パン、パン、と軽くリズミカルな銃じゆう声せいが十回響ひびいた。


　どうだ……。


　たっぷり一呼吸置いたあと、バルーン横の教師ボートから、マルが描えがかれた札ふだが上がる。


「やったー！」


　オレは自分のことのようにはしゃいで跳とび上がった。


　すごい、すごいぞ、莉子サマ……！


「……射しや撃げきも、お父様の趣しゆ味みなのよ」


　砂すな浜はまに戻もどってきた莉子サマは、リストバンドをオレに渡しながら言った。


「次、頼んだわよ」


　さすがに顔色は悪かったけれども、いつもの高こう慢まんな口調は健在だ。


「う、うん。頑がん張ばるよ……」


「これで二位以下になったら、許さないんだから！」


「莉子ちゃん！」


　砂の上に落ちていた包帯を持ってきて、絽美は気が気でない様子で言う。


「コテージに帰って治ち療りようし直そう。早く！」


　言われて見れば、莉子サマの傷からは、海水に混じって新しい血が滴したたり落ちている。どうやら、せっかくできていた血の固まりが流れてしまったようだった。


「ひでぇケガだな……」


　絽美に連れられてコテージに帰る彼女を見送り、さすがの石田も気の毒そうな様子だ。だが、彼女の協力をムダにしないためにも、ここでグズついているわけにはいかない。


「次のゾーンは……」


　オレが周囲を捜さがしたとき、また「スタッフ」の教師が走ってきた。


「次はこちらです！　ついてきてください！」


　そう言って回れ右するので、オレたちは彼について砂浜を数十メートルマラソンした。


　なんか……妙みように手て際ぎわ悪いぞ、障害物リレー……。


　けれども、それもムリのない話かもしれない。長なが丁ちよう場ばの競技なだけに、今や各グループの競技者のいるゾーンは相当バラけていた。先頭集団のほとんどは百人殴なぐり倒たおしのヒーローゾーンで苦戦していて、オレたち以外にスナイパーゾーンに来た者はまだいないようだ。


　つまり、オレたちは今、ぶっちぎりのトップだ。


「うう……腹痛い……」


　なんだろう、次は何が来るんだ？


「今までみたく難なん易い度どの高いヤツじゃないといいんだけど……」


　そう思ってドキドキしていたオレは、連れていかれた先のコースにいた、一人の中年男性の姿にきょとんとした。


　しかめっつらに眼鏡めがね、ヒゲ、ハゲ頭、ビールっ腹、おまけに貫かん禄ろくのある浴衣ゆかた姿という、日本の古典的な頑がん固こオヤジの風ふう体ていだ。


「それではどうぞ！　最後のお楽しみコーナー、恋こい人びとたちの障害！」


「は？」


　聞き返す間もなく、教師は走り去っていった。そんなオレの目の前に立ちはだかった浴衣の男性は、腕うで組ぐみしてこちらをにらみ、ドスの利きいた声で言った。


「おまえなんぞに、娘はやらん！」


　……え？


「わしの心を変えたくば、それなりの物で誠意を見せい！」


　そこでズバーンと男性が示した台の上には、様々な物が載のっていた。お歳せい暮ぼ風のビールやハムのセット、高級茶、ようかん、まさかのおしゃぶり、越えち後ご屋や風黄こ金がねまんじゅう、エトセトラエトセトラ……。


「…………」


　これはこれで、きわめて難易度の高いハズレクジだと思った。





　　　　　☆





「ああ、史上最低のクソゲーだった……！」


　ようやく頑固オヤジから解放されたオレは、精神的にクタクタだった。


　あれからオレは、砂の上に正座して「婚こん約やく者の父親」という設定の男性に、彼が気に入るまで贈おくり物を差し出しつづけた。


「あのお父さん、あんな顔して甘党だなんて！　正解がみつ豆とか、絶対わかるわけねーだろ！」


「お疲つかれさまです」


　仲間の元に帰ってくると、妹尾が微ほほ笑えんで労ねぎらってくれる。着ているのは色気のない競泳用水着でも、しばらくオッサンとサシでいたせいか相当かわいく見えた。


「では、次の水泳はわたしが行きますね」


　妹尾が言って、リストバンドを受け取る仕草をする。そこでオレは戸と惑まどった。


「えーと……いいの？」


「はい、まだ瑞本さんも帰ってませんし、わたしが」


「うん、いや、そうじゃなくてだな……」


　オレは自分が立てた誓ちかいを振ふり返った。


　今度こそ、メンバーの誰よりも頑張る。


　でも、今オレが競技でしたことは、見知らぬオッサンの好物を当てるなんていうロクでもない遊びだけだ。泳ぎなんか大の苦にが手てだけれども、だからこそ、ちょっとは挑ちよう戦せんしなきゃいけない気がする。


「……妹尾、オレ、次もやっていいかな」


　思い切って言ってみると、妹尾はうれしそうに微笑んだ。


「はい、頑張ってください」


　驚おどろいていたのは、彼女よりも石田だった。


「成道、おまえ、二十五メートルだって溺おぼれながらしか泳げねぇって言ってたじゃねぇか」


「ああ、うん、まあ……」


　だけどそれは中学のときのことだし、久しぶりにチャレンジしてみれば、もしかしたら飛ひ躍やく的に泳げるようになっているかもしれない。


「とにかく、オレはできるだけやってみる！」


　そう宣言したところで、水泳（２）の案内係がやってきた。


「……あの白いブイから、クロールでスタートしてください。赤いブイを回って折り返して、また白いブイに着いたらゴールです。バタフライは禁止ですが、平泳ぎや背泳ぎを途と中ちゆうで使うのは構かまいません。最後はまたクロールで」


　大だい丈じよう夫ぶだ。言われなくても、クロールしかできない。


「ここの障害は、折り返し地点に見える赤いブイです。あれは近くで見るといくつもジグザグに配置されているので、その間を通るようにして泳いでください」


　なんか、ここだけはえらくライトだな。


　しかし、そう思ったこのときのオレは、真に恐おそろしい障害物とは何かに気づいていなかった。


「頑張れ、瀬木！」


　黒川たちに見送られて、オレは生なま温あたたかい海の中に入った。


　波打ち際ぎわからずんずん進んでいくと、段々と足の裏に当たる貝の感かん触しよくがなくなってくる。そうして底の砂がなめらかになり、腰こしが沈しずむ深さになったところに、スタートのブイが浮ういていた。


　まだ泳ぐ前なのに、もう心臓の鼓こ動どうが速い。今一度みんなから勇気をもらおうと海岸を振り返ったとき、オレの目に、一人の男の姿が映うつった。


「か、一かず晶あきっ……！」


　ヤツは、浜はま辺べをこちらに歩いてくるところだった。スタッフの腕わん章しようをつけた教師に連れられ、オレの遥はるか後ろにある赤いブイの方を見つめている。


「やべーっ！」


　心臓の音は余計うるさくなったが、そんなことにはかまってられない。オレはとりあえず水中に飛び込んだ。


　どこで追いつかれたんだろう。さっきまであんなにダントツだったのに。やっぱり頑固オヤジのところだろうか。オレ間ま違ちがえまくったもんな、ああ……。


　そんなことを考えながら、必死に手足を動かした。もう結構進んだだろうと思って息いき継つぎのときに顔を上げると、白いブイにはちっとも近づいていない。


　そういえば、プールでは苦しくなったら立てるけど、海ではどうしたらいいんだろう。


　っていうかヤベー、もしかしなくてもオレ、海で泳ぐのなんて生まれて初めてだ！


　そう気づいて、心臓がカキーンと凍こおりつく。一応先生たちはボートに乗って近くを監かん視ししてくれているけれども、ガチで溺れたりしたら学年中にドン引かれること請うけ合いだ。


　ああ、そんなことを考えてたら、本当に溺れそうな気がしてきた。


　気がつくと腰が重くて、つま先がだいぶ沈んでいるのがわかる。一いつ生しよう懸けん命めいバタ足をしても、海面にしぶきが上がる様子はない。上半身すら一かきごとに下がってきていて、今や息継ぎのときに海水を飲まないようにするので精いっぱいだった。


　さらに悪いことに、さっき莉子サマと落下したときに負傷した右手首が、水をかいているうちに激げき烈れつな痛みを放ち始めてきた。右ひじを上げるだけで手首に響き、当然手の上がり方も控ひかえめになる。


　ひょっとしてこれ、溺でき死しフラグじゃあるまいか……。


「おーっ、ナルミチぃ──っ！」


　あー、よりにもよってこのタイミング……！


「苦しそうだなーっ！　おれなんてメッチャ元気だぜーっ！　ほらっ！」


　しかし、溺れそうなオレに後ろを振り返る余よ裕ゆうなどないので、一晶が何をしているのかなんて知る由よしもない。


「おい、ムシすんなよ──っ！」


　無視じゃない、静かに死と闘たたかっているんだ……！


「おいっ！」


　そのとき、信じられないことに、片足が人の手で引っ張ぱられた。


「ごふっ……！」


　口の中に水が入り、あまりのしょっぱさにむせ返る。


「ウワハハハ」


　一晶の笑い声が、悪あく魔まの嘲ちよう笑しようにしか聞こえない。


　オマエはちょっとからかっているつもりなのかもしれないけど、オレは今、本当に溺れそうなんだ！


　わずかばかりではあるが作れていたオレなりのペースが、今ので一気に乱された。もう両手を大きく出すこともできず、沈まないように、がむしゃらに動かすことしかできない。


「ナルミチ、犬かきかぁ──？」


　違ちがう！　だって犬はアレで泳げてるんだ！


「でも、犬なら海パン穿はかないよなーっ！」


　ずりっ。


　あ、ありえない……！


　かわいそうなオレは、今度はなんと、一晶に水着を下ろされてしまった。脱ぬげかけたそれはバタ足するたびドンドンずり下がり、膝ひざの辺あたりにからみついてさらに泳ぎがジャマされる。


「ワハハ、半ケツ、半ケツ──！」


　違う、もはや全ケツだ。


「うぶぶっ……」


　とても高校生とは思えない一晶の悪ふざけのせいで、オレは今、完全に溺れていた。


　最後の力を振り絞しぼって海面から頭を出すと、向こうの方に真弓先生の乗ったボートが確認できる。こっちを見ているような気がするのに、一晶の悪事を止めに来る気配はない。もっと近くには鬼おに沢さわのボートもあるが、ヤツはオレの方をまったく見ていなかった。


「助けて、真弓せんせー！」


　イチかバチかで伸のび上がって叫さけぶと、その反動でオレの体はついに巨きよ大だいな海水の力に抗あらがえなくなった。


「だずげで、おにさ、わ……」


　まさかこれが人生最後の言葉になるとは……と思いながら、オレは水中に沈んでいった。


「ナルミチ、死体ごっこかぁー!?　死体は浮くんだぜーっ！　ほら、こうだよこう！」


　無む邪じや気きな一晶の声が、段々遠のいていく。


　ああ、苦しい……！


　でも、ここで息を吸すいこんだら、それがオレの最さい期ごのときだ。体中の穴という穴から海水が入って、全身がパンパンになってブザマな死を遂とげるんだ。


「むぐ……」


　口から最後の泡あわが出ていき、いよいよ何かを吸い込みたい衝しよう動どうが抑おさえきれなくなる。


　ああ、これでおしまいだ。


　せめて、一度でいいから、女の子とエッチなことがしてみたかった……。


　そう思って目を閉じようとしたとき、視界の隅すみにこちらへ近づいてくる人ひと影かげが入った。


　……なんだ？


　先生が助けに来てくれたのかと、限界に限界を重ねてもう少しだけ頑がん張ばってみる。


　ああ、でもやっぱダメだ。体もどんどん沈んでいくし、本当にもう助からない。


　さようなら、この世……。


　そう思った次の瞬しゆん間かん、オレは誰だれかに抱だきとめられた。そこから先は早はや業わざで、問答無用で鼻をつままれ、顎あごを押して口を開かれたかと思うと、肺に空気が流れ込んでくる。


「……!?」


　二秒ほどして酸素が体内に取り込まれてから、オレの頭はようやく回転を再開した。と同時に、その人物は体を離はなしてオレを見つめる。


　それは、妹尾だった。


　オレの意識があるとわかったのか、彼女は少し微笑んでみせた。それからオレの手を取り、海面へ浮ふ上じようにかかる。


　なんだ、今の。なんだ、なんだ……。


　水面に出るまでの間、ずっとそのことについて考えていた。満たされた肺が徐じよ々じよに苦しくなってきても、もったいない気がして吐はき出すことができない。


　オレ、今、妹尾から空気をもらったんだよな？


　空気は鼻と口から出し入れするもので、それをもらった以上、オレは彼女の鼻か口に自分の鼻か口をつけたことになって、鼻が塞ふさがれていた以上……。


　口移し……！


　そんな素す敵てきな単語が脳のう裏りに乱らん舞ぶし、たちまち鼓こ動どうが爆ばく発はつした。


「……ぷは！」


　海面から顔を出すと、妹尾はオレの顔をまじまじと見た。


「大だい丈じよう夫ぶですか、瀬木くん」


「……う、うん」


　彼女の顔に、恥はずかしがっている様子は微み塵じんもない。妹尾はひたすらオレを案じているように見える。


「あ、ありがとう、妹尾……」
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　オレも平生を装よそおおうと心がけるものの、顔が赤らんだり、視線がさまよったり、かと思うと彼女の唇くちびるをじっと見つめてしまったりする。しかも、オレは当然立ち泳ぎなどできないので、彼女にずっと両手を支ささえてもらっている情なさけない状態なのだ。


「……貴方あなた、大丈夫？」


　そうこうしているうちにボートが近づいてきて、真弓先生が浮うき輪わを投げてくれた。


「先生……。気づいてくれてたなら、もっと早くに救助をお願いしますよ……」


　ようやく人ひと心ごこ地ちがついて安心する一方、恨うらめしい気持ちになって先生を見上げる。今日も完全防備の真弓先生は、それを聞くと心外だというように肩かたをそびやかした。


「あら、彼女を呼んだのは私よ。現競技者の競技能力に問題があるから、交代できるメンバーをよこしなさいってね」


　手にしていたトランシーバーを掲かかげる先生に、オレはもうグウの音ねも出なかった。


「ひどいよ、先生……」


「それに、これも拾ひろっておいてあげたわよ」


　その声と共に、目の前に何かが降ふってきた。


「ん……？」


　海面にぷかりと漂ただようそれは、なんと、一晶に脱がされたオレの水着だった。


「ひっ……！」


　慌あわてて腰こし回まわりをまさぐってみると、確かに、海パンが、ない！


「あっ、それではわたし、行ってきますね」


　タコ人間のように赤面するオレを見て、妹尾はいそいそとリストバンドを受け取ると、赤いブイ目め指ざして泳ぎ始めた。


「先生、本当にひどい……」


「大丈夫よ、下にサポーター穿いてるんでしょう？」


「穿いてません」


　オレは両手で顔を覆おおって、死にそうな声で答えた。


「いつもなら穿きますけど、忘れたんです。っていうか、競泳用ビキニを穿くつもりだからいいやと思って持ってこなかったら、その水着を忘れたんです。丸出しです」


「まあ……」


　先生も絶句だった。


　真夏の海に、海鳥の鳴き声だけがこだましていた。





　　　　　☆





　妹尾はとても泳ぎがうまかった。


　水着を穿き直したオレは、浮輪でぷかぷか浜はま辺べに向かいながら、横目でそれを眺ながめた。


　特に、背泳ぎがいい。手を上げるたびに左右の胸がたわわに揺ゆれ、きれいなワキがちらちらとオレを誘ゆう惑わくし、指先から滴したたる雫しずくが真しん剣けんな顔を濡ぬらす。言うことナシのオイシサだ。


「ああ、それにしてもオレ、絶対ヘンタイだと思われたよ……！」


　ただ溺おぼれただけなのに海パンが脱げてるって、どう考えてもおかしい。


　でも待て、逆に考えるんだ。


　彼女はそんな全ぜん裸らのオレに、何のためらいもなく口移しで空気をくれたのだ。これはひょっとしてひょっとしなくても、オレに好意があると思っていいんじゃないだろうか。


　だってそうだろう。大事な場所も隠かくさないでいる男に、曲がりなりにも、キ、キスのようなことをするっていうのは、その先もオッケーよっていうサイン以外考えられない。


　十八番おはこのポジティブ・シンキングで、強ごう引いんにそう思うことにした。すると、納のう涼りよう祭りのときに神社で言われたセリフが、にわかにリアリティを増してくる。


　──公園デートで食べたお弁当ね、本当は、瀬木くんに食べてもらいたくて作ったんですよ。


　間ま違ちがいない。間違いないぞ。


　きっと彼女は、隣となりの席になったオレのカッコよさに一ひと目め惚ぼれして、デートのときにはすでにオレにメロメロだったんだ。そうか、そうだったんだな。


「悪かったな、妹尾よ……」


　色男スイッチの入ったオレは、モロ出し事件のことなどすっかり忘れ、頭の中で彼女にどうアピールするかを考えた。


「でも待て、オレには絽美という心に決めた女性が……」


　そうして葛かつ藤とうしているうちに、足の立つところまで流れ着いた。浜辺に上がって浮輪を近くの教師に返していると、泳ぎ終わったあの悪あく魔まが、陸に上がって走ってきた。


「か、一晶！　さっきはよくも……！」


「なんだーナルミチぃー！　こんなとこにいたのかよぉーっ！」


「『なんだー』じゃねーよ！　人のこと殺しかけやがって……！」


　とはいえ、相手が相変わらず悪気ゼロなので、怒おこるに怒りきれない。


「悪いけど、おれはアンカーだから最後の陸上に行くぜ──っ！」


　そう言うと、一晶はオレを追おい越こし、軽かろやかに砂すな浜はまを駆かけていく。


　ヤバい。


　後ろを振ふり返ると、クロールで泳ぐ妹尾は、白いブイの三十メートルほど手前にいる。


　このくらいなら、まだ追いつけるか？


「ああ、でもオレやっぱ、また足を引っ張ぱっただけだった……！」


「成道くーん！」


　そのとき、コテージの方角から絽美が走ってきた。ワンピース水着のお尻しりのフリルがひらひら揺れ、揺れる余地もないほど平らかな胸にオレの心が躍おどる。


「どう？　あっ、あれ雪ゆき菜なちゃんだよね？　速い！　きっとこのまま一番だよ！」


「それがだな、絽美。実はさっき一晶に……」


　とヤツに邪じや魔まされたことをバラそうとして、ふと踏ふみとどまった。


　たとえアイツがオレを悪意で妨ぼう害がいしていたとしても、他のメンバーならともかく、絽美にあのことを言いつけるのは、やっぱフェアじゃないんじゃないか？


「うん？　佐さ々さくんが、どうしたの？」


「……いや、実はさっきオレが溺れて、一晶に抜ぬかされちゃったんだ。泳げないのに泳ぎたいって言ったりして、絽美にも二位でバトン渡わたすことになっちゃって、本当にごめん」


　それだけ言って、潔いさぎよく頭を下げた。


「莉子サマにも二位になったら許さないって言われてたのに、マジで合わせる顔ないよ」


「ううん、成道くんは頑張ったよ！」


　顔を上げると、絽美はひたむきな瞳ひとみでオレを見つめていた。


「泳げないのに泳ごうって決意をするなんて、すっごく勇気のいることだよ。私が成道くんだったらとてもできない。すごいと思う！　莉子ちゃんもわかってくれるよ」


「絽美……」


　本当は、自分がどれくらい泳げないのかを自覚できないくらい、泳いだことがなかっただけなのに……。


「そう言えば絽美、莉子サマは……？」


　一いつ緒しよに来ている様子がないので尋たずねると、絽美はコテージの方を振り返って、ちょっと肩を落とした。


「治ち療りようは済すんだんだけど、しばらく部屋で休んでるって。莉子ちゃん、言わないけど、かなりムリしちゃったみたい」


「そうか……。あの射しや撃げきすごかったもんな……」


　それでこの体ていたらくって、本当に申し訳ない。


「大丈夫だよ、成道くん。私も頑張るから！　私、今でも陸上部から勧かん誘ゆう来るんだよ！」


　再度ヘコみかけたオレに、絽美が明るく言った。


「ほら、まずは応おう援えんしよっ！　雪菜ちゃん、頑張れー！」


　それでオレも海の方を振り返る。高機能水着に身を包んだ妹尾は美しいフォームを保ったまま泳ぎつづけ、ほどなくして白いブイを越えゴールした。


「お疲つかれさまー、雪菜ちゃん！」


「瑞本さん」


　こちらへやってきた妹尾は、教師から渡されたバスタオルで顔を拭ふきつつ、オレたちの方へ近寄ってくる。


「雪菜ちゃん、速かったね！　泳ぎ方もすごくきれいだったし」


「……ありがとうございます」


　俯うつむいて頰ほおを赤らめた妹尾は、そこではっとしたようにリストバンドを外はずした。


「はい、どうぞ！」


「うん！」


　絽美が笑顔でそれを受け取る。


「泣いても笑っても最後のコースだもんね。私、頑張っちゃうよ！」





　　　　　☆





　それから男連中とも合流し、オレたちは最後のコース・陸上（２）へ向かった。


　すでに一晶は、たった一人で競技を消化中だ。


「内容は、飴あめ食い競走、パン食い競走、借り物競走の三つです。とにかく走って食べて、走って借りてください」


　臨りん採さい教師の説明を聞くのもまどろっこしく、リストバンドをつけた絽美は裸足はだしで砂浜のトラックへ飛び出した。


「行ってきます！」


「頑張れ、絽美！」


　オレたちの声せい援えんに応こたえるように、絽美の走る速度はぐんぐん速くなる。


　砂浜にロープを張って作った円周のトラックには、コースが六本あった。現在、第一コースを一晶が、第二コースを絽美が使っている。確かに七人以上が同時にここへ来ることはないかもしれないけど、二人というのもなんだかさびしい。


　競技者は一周目に飴食い、二周目にパン食い、三周目に借り物競走でフィニッシュだ。


「……だけど、これじゃ障害物っていうか、ごほうび競走だよな。もっと網あみくぐりとか平へい均きん台とか、定番のものをやればいいのにな」


「そういうのは、僕が出た陸上（１）で全部やってしまったんだよ」


「なるほど、ネタ切れか」


　黒川に言われて納なつ得とくが行った。そういえば、さっきの水泳（２）も障害がショボかったもんな。


　一晶は早くもパン食い競走を終えて、三周目に突とつ入にゆうしていた。絽美を意識しまくるヤツとは違ちがって、絽美はひたすら前のみを見つめて競技に専念している。


「ずっと思ってたんだけどよぉ、女子がやる飴食い競走ってエロくねぇ？」


　手を使わず、粉こなの入った器うつわの飴をはふはふ食べようとしている絽美を見て、石田がぽつりと呟つぶやいた。誰だれも相あい槌づちを打たなかったが、オレはヤツの意見に全面賛成だ。


「おっ、取れたぞ！」


　絽美が飴のキャッチに成功して、すぐさまトラックを走り出す。口の周まわりはお粉まみれでも、そんなことを気にしない一いつ生しよう懸けん命めいさが、むしろかわいらしく思えた。


「やっぱ飴食いってイイナ……」


「何言ってるの？　飴くわえて走るなんて、弾はずみで器官に詰つまったらどうするのよ。医学的見地から見たら大反対だわ」


　この数日ですっかり聞き慣なれた高い声に、オレはびっくりして後ろを振り返った。


「莉子サマ！　休んでるんじゃなかったのか」


「いつまでも休んでたって仕方ないでしょ。適切な処置は施ほどこしてあるし、最後くらい見届けられるわ」


　強がりなのか瘦やせ我が慢まんなのか、そう言う莉子サマは、水着を私服に着き替がえ、すっかりいつもの調子だった。


　そうこうするうちに、絽美が二周目に入った。三周目の一晶は、借り物の指示を読んだあと、目標の物を求めてトラックから離はなれている。


　パン食いは、背の低い絽美には明らかに不利だった。何回跳とび上がっても、なかなか吊つり下さげられているアンパンに口元が届かない。


「あっ……頑張って！」


　何度目かの失敗のとき、隣の妹尾が叫さけんだ。自分が伸のび上がってもしょうがないのに、つま先立ちして応援している。


「そうだ、絽美！　頑張れ！」


　オレも声援を送りつつ、一晶がいつ帰ってくるかと思うと気が気でない心境だ。


　絽美のあまりの苦戦ぶりに、見かねた教師がパンの位置を数センチ下げてくれる。すると、絽美は一発でパンをくわえ、吊り台から勢いよく外した。


「……なぁ、パン食い競走も興こう奮ふんしねぇ？」


　またもや石田が煩ぼん悩のうまる出しの発言をして、莉子サマから汚きたないものを見る視線を送られていた。


　アンパンをかじりながら、ついに絽美も一晶と同じ三周目に突入した。


「いい指示が来ますように……！」


　彼女が指示札ふだを取る瞬しゆん間かん、オレたちは皆みんな、手を合わせて祈いのっていた。


　札を見た絽美は、一いつ瞬しゆん困こん惑わくした表情をした。周りをきょろきょろ見回し、しばらく二の足を踏ふんだあと、何かをふっ切るようにしてこちらへ顔を向ける。


「成道くん！」


　彼女がオレを呼んだのと、トラックに一晶が帰ってきたのは、ほぼ同時だった。


「え？　オレ？」


「そう！　来て！」


　力強く言われ、オレはちょっと鼻の下を伸ばし、トラックに走り込んだ。


　なんだ？　借り物の指定がオレに当てはまったんだよな。指示はなんだろう。まさか「とっておきのイケメン」とか？


　指示札の位置で待つ絽美の元に着くと、彼女はオレの手を取った。


「行くよ！」


　は、速い！


　つないだ手の感かん触しよくにときめくヒマもなく、絽美の俊しゆん足そくに足がもつれる。


　オレたちの前を走る一晶は、車のタイヤを転ころがしていた。波に打ち上げられたものを拾ひろってきたのだろうが、また難なん儀ぎなものを指定されたもんだ。タイヤは持つことができないので、一晶は手でそれを転がしながらトラックを回っている。


「あと少し！」


　つないだ右手を絽美にぐいぐい引っ張られて、推定ねんざの手首が悲鳴を上げる。


　ゴールまではあと半周だ。


　一晶は軌き道どうを逸それそうになるタイヤに手こずり、時々減げん速そくしながら走っている。絽美に引かれていつもより多少速く走れるオレは、次し第だいにヤツの背はい後ごに近づきつつあった。


　もうちょっと！　もうちょっとだ！


　残りあと二十メートル。


　聞こえてくるのは、応援してくれる仲間たちの声だ。


　思えば、大変な一日だった。じーちゃんに誘ゆう拐かいされて一時は絶望的な状じよう況きように陥おちいったけれども、莉子サマと力を合わせて頑張って、なんとか今ここにいる。


　そして、運動音おん痴ちで機転も利きかないオレが、こうして一晶と競せり合うくらいに健けん闘とうできているのは、ケガを悪化させてまで競技で奮戦してくれた莉子サマはもちろん、オレを信じて待っていてくれた黒川、ピンチを助けてくれた妹尾、ついでにオレに出場をゆずってくれた石田と、今、この右手の先にいる絽美のおかげなんだ。


　オレにこんな仲間ができるなんて、あの納のう涼りよう祭りの日には思ってもいなかった。


　友達の作り方なんて知らなかったし、今でもやっぱりわからない。でも、少なくとも、今オレの名前を呼んで応援してくれている彼らを、友達と呼んでもバチは当たらないんじゃないだろうか。


　じーちゃんへの復ふく讐しゆうとか、学園を変えるとか、そんな思いすらも今は二の次だ。


　オレは、オレの友のために、最後の力を振ふり絞しぼる！


「うおおおおおお─────っ！」


　魂こん魄ぱくから発するような雄おたけびを上げ、これ以上ないくらいに足を速く動かすと、ゴール目前の一晶がちらりとオレを振り返った。


　その一いつ瞬しゆんが、明暗を分けた。


「あーっ！」


　わずかなよそ見でタイヤの軌道がずれ、一晶は数歩トラックの外側へ連れていかれる。その間かん隙げきを突ついて、絽美とオレはゴールへ雪崩なだれるように滑すべり込んだ。


　パアーン！


　空にこだます銃じゆう声せいは、鬼沢が鳴らした一着の合図だった。


「……やった」


　放心の中、オレは呟いた。視界の端はしに、今ようやくゴールに着いて倒たおれる一晶が映うつる。


　絽美とオレは、手をつないだまま砂の上にへたり込んでいた。


「やった。すごいよ、絽美」


　腹の底から、じわじわと勝利の感動が込み上げてくる。


「オレたち、一位になれたんだよ……！」


　小さな手を揺ゆすぶって喜びを分かち合おうとしたとき、びっくりして思わずその手を離した。


「おめでとう、瀬木！」


「瀬木くん！　瑞本さん！」


「すげぇじゃねぇか、成道！」


　みんながオレたちのところに駆かけつけ、そしてオレと同じく無言になる。


　絽美は手の甲こうを目元に当て、肩かたを上下させてしゃくり上げていた。


「絽美……？」


「よかっ……た……ね、成道くん」


　涙なみだにむせびながら、彼女は懸命に言葉を吐はき出す。


「ほん……とに、よかった……私、英語、寝ねちゃって……」


「絽美……」


　胸が締しめつけられ、思わず抱だきしめたいような気持ちになる。


「ありがとう、絽美。絽美や、グループのみんなのおかげだよ」


　オレの言葉に、彼女は物もの凄すごい勢いで頭を振った。


「成道くんの、おかげだよ。成道くんの夢があったから、私たちみんな、頑張ろうって思ったの。一位じゃなくてもいいやって思ったら、絶対こんな、頑張れなかった」


「瑞本さん……」


　傍かたわらの妹尾も、目を真まっ赤かにして泣いていた。オレだって、もうとっくにもらい泣きだ。


「成道くん、ありがとうね。成道くんのおかげで、みんな一つになれたんだよ。私、こういう友達、ずっと欲しかった」


　涙を押し留とどめながら、絽美がしみじみ呟いた。


「高校生活での、一番の、憧あこがれだったの」


「絽美……」


　オレからすれば、絽美には友達が大勢いる。男女問わず色んな人から好かれていて、今以上に友達が欲しいなんてことを願うはずがないと思っていた。


　だからオレは、彼女がオレと同じことを思っていたのに驚おどろいた。


「って、あれ……？」


　そうか。


　オレ、ずっと友達が欲しかったのか……。


「……いいから、涙拭ふきなさいよ。みっともない」


　莉子サマがぶっきらぼうな言葉と共に差し出したハンカチを見て、絽美はまた激しく泣き出す。


「何よもう、変な子」


　でも、そう言う莉子サマの瞳ひとみにだって、真夏の太陽がまぶしく乱反射していた。


「……青春してるところ悪いんだけど」


　そのとき、オレたちの前に黒ずくめの美人教師、真弓先生が現れた。


「一応、借り物を指示と照しよう合ごうさせてくれないかしら？　とんちんかんなものを持って来てたらやり直しですからね」


　その言葉を聞いて、空気が一いつ変ぺん、オレたちの間に緊きん張ちようが走る。


「貴方あなたが借りてきたのは、『瀬木君』でいいのよね？」


「はい」


　絽美がぴりっと顔を引きしめて頷うなずく。


「お題は？」


　絽美が手元にあった札ふだを差し出し、先生がそれを見る。緊きん迫ぱくの一瞬だ。


「…………」


　先生は初め、困こん惑わくしたように見えた。が、札から目を上げたとき、彼女は微ほほ笑えんでいた。


「模も範はん解答ね、おめでとう」


「やった！」


　オレたちは再び、喜びに包まれた。


「絽美、オレにもお題見せてくれよ」


　あの真弓先生をして模範解答と言わしめた、オレにぴったりの称しよう号ごうってなんなんだ？


　ところが、絽美は思いきり首を振った。


「ダメ！　見ないで！」


　そう言われて、見ない手はない。オレは絽美とタッチの差で真弓先生から指示札を受け取り、二つ折りのそれを期待に胸躍おどらせて開いた。


　そこには、こう書いてあった。





　きわめつきの変態





「ろっ、絽美……!?」


「ごめんね、ごめんねっ……！」


「だから、さっきのは誤解だって説明したじゃないか……！」


「わかってるけど、でも他に思いつかなかったんだよう！」


「まずオレを思いついたことが、ひどすぎる……！」


「だって、さっきのブラジャー姿、強きよう烈れつだったんだもん！」


「ブラジャー!?」


　そこで、事情を知らない三人が目を丸くした。


「成道、やっぱおまえ……」


「違ちがう！　違うんだ！　オレはブラジャー泥どろ棒ぼうでも、ブラ男でもない！　信じてくれ！」


　じりじりと肌はだを焼かれるような真夏のビーチで、オレはオレの仲間たちに、必死の形ぎよう相そうで訴うつたえかけたのだった。






　エピローグ　想おもいの叶かなう日を目指すオレたち





　第三競技の結果は、総合順位と共に最終日、つまり明後日あさつての朝に発表されることになっていた。すべてのグループがゴールするのを待って競技が終しゆう了りようしたあと、昼食のためにコテージに帰ろうとしていたオレたちは、鬼おに沢さわに呼び止められた。


「おい、十一班」


「はい？」


　振ふり向くと、鬼沢はゴリラのような顔に険けわしい表情を浮うかべていた。


「正確な得点の発表は明後日だが、おまえらには先に減げん点てんの通告をしておくぞ」


「ああ……はい。今朝けさは遅ち刻こくしてすいませんでした。合わせて百点の減点ですよね」


　オレが言うと、鬼沢はゲジゲジの眉まゆをしかめる。


「それだけじゃない。おまえらの班は、昨夜の消灯時間にメンバーが欠けていた。消灯時間破りは一人百点の減点で、競技の遅刻と合わせれば三百点の減点だ」


「えぇっ!?」


　そりゃあないよー！　と仲間を顧かえりみれば、皆みな一様に驚おどろいた顔をしている。


「だって先生、オレは好きでいなかったわけじゃ……」


「言い訳はいい、決まりは決まりだ。でも心配するな、おまえらは今一位だったんだから、総合優勝でもいい順位には来るだろう」


　ダメなんだよ、「いい順位」じゃ！　オレは一位でなきゃ！


「……これでもオマケしてあげたのよ。一晩帰らなかったことが鬼沢先生にバレてごらんなさい。ルールではグループごと即そく失格よ」


　気がつけば、今度は真ま弓ゆみ先生がオレの隣となりにいる。慌あわてて前を見ると、鬼沢はもう立ち去っていた。


「理事長が拉ら致ちしたんですってね。ご本人から聞いたから、一応配はい慮りよしたのよ」


「真弓先生……」


　ありがたいけど、でも、じゃあなんで二百点の減点はなんとかしてくれなかったんですか……。


「残念だけど、鬼沢先生が消灯時の監かん視しモニタを見てしまったから仕方ないわね。彼はスポーツマンなだけに、不正や違い反はんには厳きびしいのよ」


　オレの心を読んだように、先生はそう付け加えた。


「これ以上の違反は厳げん禁きんよ。最終日まで気をつけなさい」


「はい……」


　去っていく先生の後ろ姿を見ながら、オレたちは無言で互たがいを見かわした。


「……ごめん、みんな」


「成なる道みちくんのせいじゃないよ」


　しばらく経たって呟つぶやいたオレに、絽ろ美みが明るくフォローを入れてくれる。


「私たち、やれることはやったもん。信じて、明後日を待と？」


「絽美……」


　そうは言うものの、彼女を含ふくめ、みんなの顔には少なからず失意が見える。


　ムリもないよな。あんなに頑がん張ばってくれたのに。


　三百点も引かれたら、第三競技での加点が百点あったところで、二百点のマイナスだ。第三競技で二着だった一かず晶あきのグループが、いきなり二百点以上も減点されるはずがない。


　オレたちの勝利は、もはや絶望的だった。





　　　　　☆





　胸のつかえが取れない、気がかりな時間が過ぎた。競技の疲つかれもあって、その晩の就しゆう寝しんはみんな早かった。


　一人眠ねむれない時を過ごしていたオレは、午前三時を回って、ついにトイレに起きた。


　臨海学校中の規則として、消灯から起き床しよう時刻までの間は、男子部屋と女子部屋を同時に開かい錠じようしておいてはいけない。だから、たとえば夜中にトイレに行くときには、部屋を開ける前に廊ろう下かへ声を掛かけたりして、誰だれもいないことを確認する必要があった。


　そんな手順を踏ふんでつつがなく用を足し、女子部屋の前を通って帰るときだった。


「……誰か、いる？」


　押し殺してはいるが、絽美の声だとわかった。


「絽美か」


「成道くん？」


「トイレか？　悪い、もう帰るところだよ」


　待たせたら悪いと急いで戻もどろうとしたところ、焦あせったような声が聞こえた。


「違うの。眠れなくて、ずっと起きてるだけ。成道くんかなと思って、声掛けてみたんだ」


　それで、オレは立ち止まる。


「もしかして、あんまり寝られなくて……ってやつがまだ続いてるのか？」


「ううん、今夜は特別。たぶん、ドキドキしてるんだと思う」


「オレもだよ。点数が気になって、なんとなく眠りが浅いんだろ？」


「うん。……それも、あるよ」


　絽美のセリフには、変な間があった。どうやら話が続きそうな雰ふん囲い気きだったので、オレは女子部屋のドアの前に行った。扉とびらを背にして、その場に座すわる。


「……あーあ、家に帰りたくないなぁ……」


　頭の上の方から、絽美の呟きが響ひびいてきた。


「確かに、いいリゾート地だもんなあ。まあ、一人でここにいてもしょうがないけど」


「うん、だから、このまま六人で、ここで暮らせたらいいよね。きっと楽しいよ」


「うーん……」


　それにはまず、男子部屋のベッドをなんとかして欲しい。


「それでね、この中でカップルができたりするの、いいよね」


「うーん……」


　男のメンツ的に、それはなかなか厳しい。


「……まあ、男女三人ずつだから数的にはちょうどいいけどな」


　オレがそう相あい槌づちを打つと、絽美の声が途と端たんに弾はずんだ。


「じゃあ成道くん、誰とカップルになりたい？」


「え？」


「女の子三人の中で」


　上からすーっと木を這はうような音がしてきて、絽美が同じようにドアに背をつけて座り込んだのだとわかった。


「数がぴったりなんだもん、早くしないと取られちゃうよ？」


「え？　えーと……」


　なんでこんな話になったんだ？　展開が急すぎて、ちょっとついていけない。


「じゃあ、逆に、絽美は誰がいいんだ？」


「えっ……」


　自分から話題を振ふったくせに、オレが尋たずねると彼女はしどろもどろになる。


「うーんと……ね」


「うん？」


「三人の中で、選ぶならだよ？」


「ああ、わかってるよ」


　ところが、彼女の言葉はそこで終わってしまった。


「……このドア、開けたいな」


　しばらくの沈ちん黙もくのあと、絽美はこちらを振り返って言った。薄うすいドアを背中合わせで挟はさんでいるので、なんとなく相手が動くとわかるのだ。


「でも、開けたら減点だよね。ここの鍵かぎ、コンピューター管理されてるから、先生たちにわかるんだもんね」


「そういう話だよな。うちのことだから、はったりかもしれないけど……」


「確かめてみる？」


「え……？」


　オレが驚いて振り返ると、絽美はことさらにはしゃいだ調子になる。


「ウソ、やっぱりやめようね！　こんなところで減点されたら、ほんとのほんとに優勝の可能性なくなっちゃうもん！」


「う、うん……」


　それから、再び沈ちん黙もくが流れた。


「成道くん、佐さ々さくんに言われたこと、覚えてる？」


「ん？」


「総合優勝した方が……っていうの」


「ああ」


　優勝した方が絽美と付き合える、って話か。
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「覚えてるよ」


「もしうちのグループが優勝しても、あんなの気にしなくていいんだからね？」


「そうだよな。勝った方が付き合えるなんて、絽美の気持ちを無視しすぎてるもんな」


「ん、それは別にいいんだけど……」


「えっ、いいの？　優勝が一晶のグループなら、アイツとより戻しちゃうのか!?」


「う、ううん！　じゃあよくない！」


　焦るオレにつられるように、絽美が大慌てで否定する。また沈黙が生まれた。


「……もし、このドアに鍵がなかったら、だよ」


　少しして、絽美が会話を再開させた。


「成道くん、私に会いたかった……？」


「ん？　うん」


「じゃあ、今、残念？」


「うん……」


　電気の消えた静かなコテージの中、冷れい房ぼうの効きいていない廊下は蒸むし暑い。こんなところでいつもと雰囲気の違ちがう絽美と話していると、なぜだか段々ヘンな気持ちになってきた。今もし彼女と顔を合わせたら、抱だきしめるくらいしてしまいそうな自分がいる。


「……そっか」


　オレの回答を聞き終わると、絽美は満足したように呟いた。


「でも、私はよかったな」


　語ご尾びに恥はじらいをにじませて、彼女はそう言う。


「今、とても人に見せられない顔してるもん……」


　鈴すずを転ころがすようなかわいらしい声が、いつもより低く、甘くかすれて聞こえた。


　一人でドキドキしていると、ドアの向こうが急にはっとしたような空気になった。背中から圧力が消え、続いて立ち上がる気配もする。


「……ごめん、私、もう寝ねるね」


「ああ、うん……」


「おやすみ、成道くん」


「うん、おやすみ……」


　唐とう突とつに取り残されたオレは、のろのろと立ち上がりながらどっと疲れを覚えた。


「今の会話、なんだったんだろう……」


　絽美のテンション、おかしかったよな？


　深夜だからだろうか。寝てないせいだろうか。


　──私、成道くんのこと、好きになってもいい？


　この前の言葉も思い出して、一層激しい動どう悸きがする。


　なんだ？　もしかして絽美って、本当の本当に、オレに気があるのかも？


「うわー！　どどど、どうしよう！」


　どうしようも何も困るわけないんだけど、っていうか絽美と両りよう想おもいになるのがオレの目標だったんだから、これ以上のことなんてないけど、でも！


　真弓先生に「中の下」と告げられ、ヴィーナスと両想いになるなんて「身のほど知らず」とまで言われたオレが、まさかこんな早くに絽美に好きになってもらえるなんて、そんな虫のいい話がこの世にあるというのか！


　大だい興こう奮ふんで部屋に帰ったオレに、それからもう、明るくなるまで眠ねむ気けは訪れなかった。





　　　　　☆





　次の日は、一日グループでの自由行動日だった。オレたちは浜はま辺べで、鼻の頭が真まっ赤かに焼けるまで遊んだ。


　ビーチバレーもビーチフラッグも、予想通りオレがぶっちぎりのビリだった。それでも、仲間と遊んでいることが楽しくて、学校の体育のように憂ゆう鬱うつな気分にはならなかった。


　昨夜あんなことがあったのに、絽美の様子はいつもと変わらなかった。それがほっとするようなさびしいような、少し複雑な気持ちになる。


　夜には、先生主導で花火をした。早めの夕飯を済すませた午後七時、オレたちはグループごとに固まって、浜辺で手持ち花火に火を点つけた。


「最終夜のイベントがこんなのだって知ってたら、花火くらい打ち上げさせたのに。ショボいったらありゃしないわ」


「えーっ、莉れい子こちゃん、すごい！　打ち上げ花火って高いんでしょ？」


「そんなことないわよ。一億もあれば、余よ興きようの花火大会くらいできるわ」


「いちおく!?　高すぎるよう」


　莉子サマと絽美が、そんなことを話しながらススキ花火をやっている。


「……なんとなくだけど、莉子サマの父親って病院の経営で儲もうけてるんじゃなくて、じーちゃんと同じ油ゆ田でん族ぞくな気がするな……」


「そうかもしれないね」


　オレの独ひとり言を、隣となりでスパーク花火をやっている黒くろ川かわが拾ひろってくれる。


「恵え比び寿す病院に行ったことあるかい？　この前、風邪かぜを引いたときに行ってみたけど、すごいところだったよ」


「そんなバブルなところなのか？」


「バブルというより、アラブだね。診しん察さつ料は適正だから、どこか具合が悪くなったら行ってみるといいよ」


「……うん、そうする」


　黒川が「すごい」と言うところといい、なんか不安ではあるけど。


「恵比寿莉子んとこは、自宅もすごいらしいぜ」


　点火前の花火を持って、石いし田だがオレたちの間に入ってくる。


「すごいって、そっちはどうすごいんだ？」


「詳くわしくは知らねぇけど、渋しぶ谷やの高級住宅地に五千坪つぼの豪ごう邸ていだってよ。庭にプールと遊園地があるらしいぜ」


　なんだ、それ……。


「恵比寿なのに渋谷とはこれいかに……だな」


「恵比寿は渋谷区の地名だから、いいと思うよ」


「そういやこの前、恵比寿駅でよぉ……」


　すごすぎて想像不能で、あっという間に山手線の世間話になってしまった。


　海辺はもうすっかり暗くなっていて、湾わん曲きよくした海岸線を端はしから端まで見み渡わたしても、華はなやかなのは聖☆ジュウ生の花火がきらめく一帯だけだ。向こうの方では、鬼沢が子ども騙だましな打ち上げ花火に点火していて、時々歓かん声せいと共に火の花が低空で舞まう。


　そんな中、みんなから少し離はなれたところに佇たたずんで、自分の手元の火花を見つめている妹せ尾おがいた。


「……どうしたんだ？　妹尾」


　自分の花火が終わったので、新しいものを数本持って彼女の隣に行った。ちょうど彼女の花火も静かになったところで、妹尾はオレの方を向いた。


「いえ……。どうかしているように、見えましたか？」


「えっ？」


　そういえば、妹尾が一人でいるのは普ふ通つうのことだ。ここ数日、絽美たちと仲良く話している光景を見み慣なれていたので、何か妙みような感じがしてしまったのだ。


「……あの二人、仲いいですよね」


　オレが差し出した新しい花火を見つめながら、妹尾が呟つぶやいた。


「瑞みず本もとさんと恵比寿さん、ここに来るまでほとんど話したこともなかったみたいなのに、もうすっかり仲良しなんです」


「まあ、六泊ぱくもすればそんなもんじゃないのか。男の方もそんな感じだよ」


　二人部屋に男三人という阿あ鼻び叫きよう喚かんの環かん境きように放り込まれたオレたちは、今や誰だれがどのベッドで寝ていても文句が出ないくらいの仲良しさんだ。


「そうなんでしょうけど……」


　そう言ったきり、妹尾は黙だまった。彼女が次の花火を選ぶ様子がないので、オレは自分の分を取る。ロウソクのところまで行くのが億おつ劫くうだったので、リーダーに配られたライターで直じかに火を点けた。


「……わたし、ダメなんです」


　火にあぶられて、先せん端たんの紙がじりじりと巻き込まれるように融とける。それを二人で見つめていると、妹尾がぽつんと呟いた。


「どうしていいかわからないんです。仲良くなりたいのに」


　パッ、と花火から閃せん光こうがほとばしった。


「わたし、瑞本さんのこと大好きなんです。頑がん張ばって仲良くなろうとしてたのに、あっという間に恵比寿さんに抜ぬかれちゃった」


　筒つつの先から火花が噴ふき出し、オレの手元に金の麦むぎ穂ほが現れる。


「あまり話したこともなかったわたしと組んでくれて、臨海学校の打ち合わせだって言って何度かお茶にも誘さそってくれて、すごくうれしかったんです。大好きになりました。なのに、どうしたらいいかわからなくて」


　溢あふれ出る光の滝たきは、徐じよ々じよに濁だく流りゆうのように太さを増していく。


「久しぶりなんです、女の子のお友達。瀬せ木きくんを好きにならなかったら、声を掛ける勇気もありませんでした」


　オレはそこで、花火から顔を上げた。


「えっ……」


　え？　ええええ────っ!?


「オオオ、オレのこと、すっ、好きなのか、妹尾っ」


「はい」


　妹尾は当然のように頷うなずいた。


「瀬木くんは、わたしが今まで出会ったことのなかったタイプの素す敵てきな人です。おもしろくて、一いち途ずな夢を持っていて、友達がいなかったわたしをデートにまで誘ってくれて」


　穏おだやかにそう語ったかと思うと、口をつぐんで俯うつむく。


「……そんな風に思っていたのに、席が離れてお話しする機会がなくなったとき、わたしは自分に自信がなくて、話しかける勇気もなかったんです。だから、瀬木くんの隣にいても恥ずかしくない女の子になりたいと思って、瀬木くんを見習ってイメチェンしようって思ったんですよ」


　心臓の音はどんどん速くなって、息を吸すうと胸が痛いくらいだ。手元の花火が消えても、そのまま立ち尽つくすことしかできない。


「つまり、それって……」


　オレ今、生まれて初めて女の子に告白されてるんだよな……!?


「妹尾……」


　この娘こはオレのことを好きなんじゃないかと思ったけど、やっぱり大正解だ！


　すげー！　すげーぞ！　さすがはイケメン大だい明みよう神じん、瀬木成道！


　来いよ、妹尾！　どこまでもクレバーに抱きしめてやるぜ……！


「……今日は、一位になれて本当によかったです」


　両耳から血を噴きそうになっているオレに、妹尾は口元をほころばせて言う。


「これで瀬木くんが無ぶ事じランクを上げて、瑞本さんと両想いになれたらいいなって、すごくそう思うんですよ」


　その言葉を聞いて、目が点になった。


「へ……？」


「大好きなお二人が幸せになれたら、わたしも幸せですから」


「…………」


　んんー？　あれ？　えーっと……？


　胸の中に、段々とイヤな予感が流れ込んでくるのを感じる。


　確かに、好きは好きでも、色々な種類があるんだと思うよ？　でも、仮にも、男に好きと言っておいてだね……。


「……なあ妹尾。オレと絽美、どっちが好き？」


「えっ……」


　恐おそる恐る尋たずねたオレは、妹尾の戸と惑まどった顔に絶望した。


「あの……お二人とも、違ちがった意味ですごく魅み力りよく的ですし……」


「でも、でもっ！　オレとのデートのとき、わざわざオレのためにお弁当作ってくれたんだろ!?　オレのが好きだよな!?」


　頼たのむ、こんな情なさけないことを言わせないでくれ……！


　しかし、妹尾はどこまでも非情だった。


「瑞本さんは甘いものが好きだと聞いたので、この前、手作りのプリンとシュークリームをあげたんです。瀬木くんと同じようにすごく喜んでくれて、とてもうれしかったです」


　うれしげに頰ほおを朱しゆに染め、そう語る。


「じゃ、じゃあ、昨日オレが溺おぼれてたのを助けてくれたときのことは、どう思ってる？」


「どうって……」


「ほら、オレ、海パン脱ぬげてて……全ぜん裸らだったじゃん？」


　くそ、なんでこんな恥はじを蒸むし返さなきゃいけないんだ……！


「それなら大だい丈じよう夫ぶですよ」


　オレを安心させるためか、彼女は生き真面まじ目めに顔を引きしめて言った。


「あのときは泳ぐためにコンタクトを外はずしていたので、まったく気づきませんでした」


「え……？」


「真弓先生にあの辺あたりで瀬木くんが溺れてると言われて、潜もぐってみたらぼんやりと肌はだ色いろの塊かたまりがあったから、瀬木くんだと思って助けたんです。ブイも色で見分けただけですし、陸に上がったときも瑞本さんの声がしたから迷まよわなかったくらいで、裸ら眼がんのときは本当に大まかなことしか見えていないんです」


　そういえば、妹尾はコンタクトを落としたときには、すぐそこの脱だつ衣い籠かごですら倒たおすくらいの近眼だった。


「じゃあ、あのキスは……」


「キス……？」


　一いつ瞬しゆんぽかんとした彼女が、視線を斜ななめ上に持っていったあと、何か思い当たったように小さく叫さけぶ。


「あ！」


　その反応で、もうわかりました。


　妹尾にとって、あれは本当にただの人命救助だったってわけね……。


「すみません、瀬木くんがどんどん沈しずんでいくので、助けなきゃってとにかく夢中で……」


「いや、いいよ、うん、ありがとう」


　オレだって、あのときは目の前にいたのがたとえ無ぶ精しようヒゲのハゲオヤジでも、酸素のためには唇くちびるにむさぼりついたに違いないんだ。


「いやーハハハー、でもなんだかんだ言ってああいうの初めてだったからさー、ファーストキスかなーなんて思ったりもしたけど、じゃあ、カウントしないことにするよ」


　ヤケクソになって明るく振ふる舞うと、妹尾は今さらのように両頰を手で押さえた。


「……わたしも、初めてでした」


　耳まで赤くして、蚊かの鳴くような声で呟く。けれども、やさぐれたオレの心には、そんな彼女の反応も焼け石に水だ。


「そっかあ。手て際ぎわがよかったから、もしかして慣れてるのかも？　とか思っちゃったよ」


　あーもーオレってヤツは……！　曲がりなりにも命の恩人に対して、一人で勘かん違ちがいした挙あげ句くにこんなイヤミ言うなんて、サイテーもいいとこじゃないか……！


　けれども、妹尾は別に気を悪くした風もなかった。


「……勉強したんです、昔」


　ゆっくり目を伏ふせて、そう説明する。


「どんな場所や状じよう況きようでも、誰かが目の前で命の危険にさらされていたら、自分ができる限り助けたいと思ったので」


「へえ……」


　思いがけない立りつ派ぱな志こころざしに、一いつ瞬しゆん恨うらみがましい気持ちを忘れた。


「すごいな、妹尾。医い療りよう関係の仕事でも目め指ざしてるのか？」


「えっ」


　彼女はびっくりしたように目を見開き、オレを見つめて瞳ひとみを震ふるわせた。


「そんなこと……考えたことありませんけど……」


「あ、そうだよな。だったら文ぶん系けいクラスにいるわけないか」


　また思いつきで物を言ってハズしてしまった。


　ああ、もう今日はサッパリだ！


　案の定じよう、妹尾は黙ってしまった。


　にわかに波の音が高くなった気がして、オレは手て持もち無ぶ沙さ汰たにしゃがみ込んだ。足下に置いておいた新しい花火に手を伸のばし、四本束たばでテープ止めされた線せん香こう花火から一本を取る。


「……オレ、友達付き合いのこととか、全然他人のこと言えないけどさ……」


　ライターで火を点つけながら、反省したオレは最初の話題に戻もどった。


「絽美と莉子サマがすぐ仲良くなれたのは、きっと二人とも、自分の気持ちや考えをはっきり言うからじゃないかな。お互たがいのことを早く知れたっていうか」


　すると、妹尾はスカートの裾すそをきれいに丸めながら、オレの隣となりにそっとしゃがんだ。


　オレの提さげた花火の先からは、まるでクモの糸のように繊せん細さいな火花が、四方八方に手足を伸ばして暴れている。


「でも、知らない方が良く見えることって、あると思うんです」


「う……」


　すぐさま反はん駁ばくされ、オレはちょっと言葉に詰つまる。


「……それは人によると思うけど、でも妹尾はイイ娘こだし、大丈夫だよ」


　よく考えたら、本当にそうだ。彼女がオレを男として好きなんじゃないのなら、あの救助劇はなおさら感謝に値あたいする。


「そう……でしょうか」


「ああ。それに友達ってさ、必ずしもいいところにばかり惹ひかれるもんじゃないだろ？」


　それは黒川がいい見本だ。アイツがもしただのイケメン優等生だったら、オレたちは百ひやく万まん遍べん生まれ変わっても、落とし物を拾ってもらうくらいの関係から進展しなかっただろう。


「……そうですね。ありがとうございます、瀬木くん」


　小さな丸い熱球が、ぽとりと落ちて砂に埋うまる。すると、妹尾はそう言って顔を上げた。さっきとは別人のように優やさしく微ほほ笑えみ、テープで止まった三本の線香花火を拾い上げる。


「これ、いただいてもいいですか？」


「ああ、うん」


「……誰だれかと仲良くなりたかったら、自分から働きかけなきゃダメなんですよね」


　砂の上にすっくと立った妹尾は、まだしゃがんでいるオレを見つめた。


「苦にが手てですけど、頑がん張ばります。カップル試験のこともありますし」


「そうだな。まあ妹尾の場合、カップル試験の相手ならよりどりみどりだと思うけど……」


「そんなこと、ないですよ」


　さっきのショックを引きずっていじけ気味なオレに、せつなげに眉まゆをひそめた妹尾が言った。


「だって、もし誰か一人の名前を書かなきゃならないとしたら、本当はわたし……」


　そのとき、沖おきの方からひときわ大きな波が押し寄せてきて、ザバーッと砂すな浜はまに打ちつけた。生徒たちがどよめきを上げ、オレもそちらへ顔を向ける。


　再び妹尾を見たとき、彼女はほのかに頰を染めて佇たたずんでいた。


「……どうかしたのか？」


　オレが尋ねると、妹尾は我われに返ったように首を横に振った。


「いえ、なんでもないです」


　早口で言って、彼女はみんなの方へ小走りに行った。そうして相変わらずワイワイ花火をしていた絽美と莉子サマに、オレのところから持っていった線香花火を差し出す。


「……女の子は、いいよなぁ」


　気を取り直して三人の美少女を眺ながめていると、彼女たちは肩かたを寄せ合ってしゃがみ、真しん剣けんな顔つきで自分の火花を見つめ始めた。


　ふと視線を転じれば、花火を両手持ちした石田が、くるくる回って光の残像を楽しんでいる。黒川はそれを真似まねするべく、二個の花火へ同時に点火しようとしていた。


「アイツら、ほんとバカだよな……」


　いかにも、オレの友達だ。


　そのとき、ヒューッとひときわ大きな打ち上げ音が、海の方から聞こえてきた。鬼沢どんだけ張り切ってるんだよと思って見ると、続いてお腹に響ひびくような破は裂れつ音、そして、夜空に大たい輪りんの花が咲さいた。


「わあっ、打ち上げ花火！」


　みんなたちまち自分の手元の花火をうっちゃって、海上の大玉花火に見入った。


「……聖☆ジュウの教師たちを見くびってもらっては困るわね」


　その声に振り向くと、真弓先生が海上を見つめてほくそ笑んでいた。


「地元の花火大会の予定も、当然リサーチ済ずみです」


　先生たちの粋いきなはからいによって、聖☆ジュウのプライベートビーチは、一気に花火大会の会場になった。


　海の上の広大な真っ黒いキャンバスに、巨きよ大だいな光の花が爆ばく音おんを轟とどろかせて現れ、視界からはみ出そうなほどに迫せまってくる。


　みんなでそれを鑑かん賞しようしながら、何気なく目玉を横に向ける。女の子たちの輝かがやく瞳にみとれていると、ふと妹尾と目が合った。


　彼女が微笑んだ。心の憂うれいを溶とかしたような、それでいて包み込んでくれるような、オレの好きな顔だ。


　この笑顔も、オレだけの特別じゃなかったんだな。


　そう思うと、胸が痛んだ。


　オレ、やっぱりちょっと妹尾のことを好きになってたんだ。それで、彼女もちょっとくらいはオレに気があると思ってた。少なくとも、みんなにフレンドリーな絽美よりは、オレのことを特別に思ってくれているんじゃないかと期待していた。


「勘違い、か……」


　さっきの妹尾との会話は、あの「中の下ショック」に次つぐくらいの落らく胆たんだった。


「好き」なのに恋こいじゃないなんて。そんな感情、オレの中にはない。オレが女の子を「好き」だと思ったら、それは程度の差こそあれ、立派な恋だ。


　もう一度、横目で妹尾を眺めた。その隣にいる絽美を見て、胸がずんと重くなる。


　思えば、絽美の「好きになってもいい？」や、昨夜の会話にだって、大した意味はないのかもしれない。はっきり好きだと言ってくれた妹尾だって、この有あり様さまなんだ。


　一人で浮うかれたりして、みっともなかったよな。こんなんだからオレ、いつまで経たってもナルシストの勘違い男なんだ。


「はあ……」


　こんなに近くにいるのに、今は女の子たちがまるで宇宙人みたいに思える。彼女たちの横顔を見ながら、オレは儚はかなく散り消える火の花に、自分の思いを重ね合わせた。





　　　　　☆





　こうして、臨海学校は最終日を迎むかえた。


「それでは、第三競技の得点発表だ」


　最後の朝食後、浜はま辺べに生徒約二百人を集め、学年主任の鬼沢は拡声器を使って喋しやべった。


「ただいまより、四位から最下位までのグループを発表する。全員注目！」


　そう言うと、見み慣なれぬ臨りん採さい教員二人が、白く長い布の端はしと端を持って離はなれる。そこに手書きで書いてあったのは、総合順位と、それに対応した班の番号だった。


「ないよ、成道くん！　十一班、ここにはない！」


　小さいのを利用して前に出た絽美が、人ごみの中から叫んでくれる。


「よかった……！」


　でも、目め指ざしてるのは高順位じゃない。オレは、一位でなきゃダメなんだ。


「さあ、上位三グループの発表だ。ここからは口頭で行くぞ」


　鬼沢が言うと、騒そう然ぜんとしていた浜辺が再び静かになる。


「第三位、二十三班！」


　た、助かった……！


　脱だつ力りよくするのも束つかの間、再び訪れる緊きん迫ぱくの瞬しゆん間かんに備えて、オレは拳こぶしを握にぎりしめる。


「最後に、一位と二位を同時に発表する」


　来た。いよいよ、オレの命運が定まるんだ。


　わずか数秒の沈ちん黙もくが、これほどもどかしく感じられるときはなかった。


　鬼沢が大きく息を吸すい込み、拡声器に向けて口を開く。


「第一位、九班！　第二位、十一班！」


「第、二位……」


　わーっと上がる歓かん声せいを聞きながら、オレは押し寄せるめまいと闘たたかった。


　準優勝……！


　な、なんてこった……。


「九班は、十一班に百点ちょっとの差をつけている。圧あつ倒とう的てきな一位だ」


「百点ちょっと……！」


　それは消灯遅ち刻こくの二百点減げん点てんがなければ、第三競技で充じゆう分ぶんひっくり返せていた得点差だ。めまいに頭痛も加わり、今にも卒そつ倒とうしてしまいそうな気分だった。


　──彼はスポーツマンなだけに、不正や違い反はんには厳きびしいのよ。


　真弓先生の言葉を思い出し、俯うつむいて唇くちびるを嚙かむ。鬼沢は悪くないとわかっているけど、どうしたって「見つからなかったら」と考えてしまう。でも、やっぱそれは間ま違ちがいだ。


　オレは、じーちゃんに負けたんだ。


「……しかし！」


　一人で敗北感に耐たえていたとき、鬼沢が張りつめた声こわ色いろで付け加えた。


「九班の第三競技のアンカーが、水泳のコースで他チームの競技者に妨ぼう害がいを働くという、スポーツマンシップに反した許しがたい不正行こう為いをしていた報告が入った」


「えっ……！」


　それってもしかして、一晶が文字通りオレの足を引っ張ぱった、あの一件のことか？


　あの出来事は真弓先生しか知らないんじゃ……。


　そう思って首を伸ばしてみるものの、辺あたりに真弓先生の姿は見当たらない。


「よって、九班は失格！　総合優勝は十一班に決定だ！」


　鬼沢の大声に、ビーチ全体が静まり返る。


　聞き間違いなんかじゃない。


　一晶は失格。


　総合優勝は………オレたちだ。


「……うおおぉっ！」


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、自分の口から喜びの声がほとばしった。


「やったね、成道くん！」


「ありがとう！」


　絽美がうれしそうに走り寄ってきてくれる。奇き跡せきの逆転劇に、班員のみんなも興こう奮ふんしていた。


「やった！　やったぞ──っ！」


　これでオレは「中の下」脱だつ出しゆつだ！


　初めてできた、かけがえのない友達と奮ふん闘とうした一週間。


　上がった☆ランク。


　この夏はもう、思い残すことはない……！


　そう思って感動を嚙みしめているときだった。


「総合優勝のグループには、特別にごほうびよ」


　真弓先生の声が聞こえ、振ふり向いたオレは目をむいた。


「す、スイカ……！」


　正確に言うと、そこにはスイカを抱かかえ、さらに、こちらもスイカかと見まごうほどの豊満なバストをピチピチのビキニに押し込んだ、セクシーな真弓先生の肢し体たいがあった。


「最後だから大サービスよ。さあ、存分にスイカをお食べなさい」


　オレに野球のバットを渡わたしながら、先生は下しもネタかと思うくらい妖よう艶えんに微ほほ笑えんで言った。


「正々堂々、よく頑張ったわね」





　　　　　☆





　勝者のスイカ割りを楽しんだあとは、昼食後の解散まで自由時間だった。


「あーあ……。女の子って、なんですぐ『好き』とか、思わせぶりなこと言うのかな？」


　勝利の余よ韻いんも落ち着いてきた頃ころ、浮うき輪わで海にプカプカ浮いていたオレは、ふと感傷的な気分になって天を仰あおいだ。


　空はどこまでも青く、太陽がオレの悩なやみをあざ笑うかのようにまぶしい。


「えぇ!?」


　近くで泳いでいた石田が、オレの呟つぶやきをキャッチしてこちらにやってきた。


「成道てめぇ、女子に告白されやがったのか!?」


「違ちがうよ」


　告白されたと思ったら、勘かん違ちがいだったんだ！


「もー女の子の気持ちなんかわかんねー！」


「それでいいじゃねぇか！」


　落ち込むオレと反比例して、石田の声に元気が増す。


「わかるわけねぇよ、んなもん！　俺らドーテーにはよぉ！」


「ううぅう……！」


　自分の喉のどの奥から、怨おん念ねんのこもったうめき声が出てくる。


「でも、そうやって開き直ってたら、一生わからないままかもしれないじゃんか！」


「わーった、わーった。とりあえず、帰ったら俺んちでＡＶ見ようぜ。女の気持ちより、まずは体をわかろうじゃねぇの」


「サイテー！　でもきっと行ってしまうオレ！」


　顔を覆おおって嘆なげいていると、沖おきの方まで泳ぎにいっていた黒川が、オレたちのところに帰ってきた。そんなに気に入ったのか、頭に盆ぼん踊おどりのときの鬼おにの面を着けている。


「黒川も行くか？　石田んちのスケベ部屋」


　せっかくなので誘さそってやったところ、途と端たんに黒川は面の青鬼さながらに青ざめた。


「悪いけど、僕は動物や男の裸はだかでは……」


「だからアレは間違いだって、あんだけ説明しただろうがよぉー!!」


　石田の絶ぜつ叫きようが高く響ひびいた空に、突とつ然ぜんどこからか爆ばく音おんが近づいてくる。


　バラバラバラバラ……という音にデジャヴュを感じて上空を見上げると、それはやはり恵比寿家のヘリコプターだった。


「……どうしたんだ？」


　気になったので、オレたちは浜に上がっていった。女子たちはケガをした莉子サマのため水に入らず、波打ち際ぎわで棒ぼう倒たおしなんかをしていたのだった。


　ヘリはすでに着陸していた。莉子サマが仁に王おう立だちで出で迎むかえる中、その扉とびらがゆっくり開く。


「お嬢じよう様さま！」


　中から飛び出してきたのは、例の老執しつ事じだった。


「なんと！　お嬢様、その脚あしの包ほう帯たいは!?　ですから、あれほど主治医をと……！」


「かすり傷よ、こんなの。お父様に報告したら承知しないわよ。何しに来たの？」


「もちろん、お迎えに上がりました」


「何言ってるの？　解散の時間はまだよ」


「ですが、お嬢様」


　執事は両手を広げ、抗こう議ぎの意を表す。


「ゆうべからお嬢様とご連れん絡らくがつかないと、旦だん那な様が大層心配しておいでなのです。それでＧＰＳが示す携けい帯たい電でん話わの場所に向かいましたところ、この通り」


　と言って、彼は懐ふところから莉子サマの携帯電話と、誘ゆう拐かいされたときに身に着けていた服を取り出した。


「そして、どういう偶ぐう然ぜんか、そちらにいらっしゃいましたのが、あの方だったのです」


　執事が示したのは、ヘリコプターの方だった。その開きっ放しの扉から出てきた人物を見て、オレは腰こしを抜ぬかすほどびっくりした。


「じじじじ、じーちゃん!!」


「おお、成道よ！」


　タラップを陽気に降おりてくるのは、我わが家の歩く恥はじ、瀬木重じゆう蔵ぞうだ。


「じーちゃん、どこにいたんだよ！」


「ふむぅ、ええとな……」


「あちらにございます離れ小こ島じまです。どうやら瀬木様の持ち島だそうですね。理事長にはお嬢様がお世話になっておりますし、ちょうど東京にお戻もどりになるとのことですので、お乗りになっていただきました。さ、お嬢様もご一いつ緒しよに」


　オレの問いに答えたのは、執事の方だった。海の方を指さして、親切に教えてくれる。


「やっぱり……」


　オレの中で、信じたくない最悪な筋すじ書がきの推理が確信に変わった。


「このブラジャー泥どろ棒ぼう！」


「えっ!?」


　大声で呼ばわったオレに、驚おどろいているのはオレ以外のみんなだ。


「オレにはわかる！　あの海底通路は、じーちゃんがコテージに泊とまっている女生徒の下着を盗ぬすんだり、寝ね顔がおを盗み見たりするための隠かくし通路だったんだろ！」


「うぎっ……！」


　じーちゃんが全身をビクッとさせ、それをごまかすようにハゲ頭を撫なでつける。


「ハテ、なんのことやら……」


「ごまかしたってムダだ、窃せつ盗とう犯！　被ひ害がい者しやのみんなに謝あやまれ！　よりにもよって生徒のブラジャーを盗むなんて、教育者の風かざ上かみにも置けないぞ、ド変へん態たいの犯罪理事長！」


　オレの糾きゆう弾だんに、しかし、じーちゃんはニヤリと笑った。


「ほう、そんなことを言っていいのかのう、成道」


　オレの反応を楽しむかのように肩かたをすくめたかと思うと、いきなり真ま顔がおになる。


「よし、決めたぞ！　ワシはオマエを陥おとしいれる！　ヴィーナス賞は絶対にやらん！」


「の、望むところだ！」


　売り言葉に買い言葉で、オレは叫さけんだ。


「オレは絶対にヴィーナス賞を獲とる！　じーちゃんなんて関係ない、ヴィーナスに好きになってもらえば賞は獲れるんだ！」


「それをワシが阻そ止しするんじゃ！」


　高らかに叫び、じーちゃんは再びヘリに乗り込んだ。


「いいか、ここで会ったのも何かの縁えん、ワシは恵比寿家と手を組む。実の祖父を犯罪者呼ばわりしたこと、あとで存分に後こう悔かいするがよいぞ！」


　捨すてゼリフを残し、ドアが閉まる。運転手に指示したのか、すぐにエンジンがかかってプロペラが回り始めた。


「おっ、お待ちください！」


　焦あせったのは老執事だった。浮うかび上がるヘリコプターに駆かけ寄よると、ドアが開いてハシゴが落ちてくる。それにつかまった彼は、怯おびえた表情でこちらに叫んだ。


「お嬢様ぁー、またあとでお迎むかえに上がります～！」


「来なくていいわー！」


　莉子サマは、空中に向けてそう言い返した。


「ワタシ、ちょっとやることがあるから！」


「えっ!?　ちょっ、お嬢様、莉子お嬢様ぁっ……！　あっ！」


　うろたえて身を乗り出した執事は、足を踏ふみ外はずしかけてハシゴにしがみつく。その姿も段々遠くなり、やがて彼方かなたへ消えていった。


「……莉子サマ、やることって？」


　オレが尋たずねると、彼女はついとこちらへ歩み寄ってくる。


「アンタ、右手首を傷いためてるでしょ。食事のとき、箸はし使いがヘンだったわ」


「えっ」


「帰りにこの近くの病院に寄って、レントゲン撮とってもらうわよ。保険証のコピーは持ってるわよね？　ねんざを甘く見てると大変なことになるんだから」


　オレの右手を取って、そう言った莉子サマは頰ほおを赤らめた。


「アンタは将来、恵比寿家の一員になるかもしれないんだから、しっかりしてよね」


　えええ───っ、何それ!?


「……ちょっと、ナニ勘違いしてるのよっ！」


　驚くオレを見てはっとした様子の莉子サマは、急に不ふ機き嫌げんそうに口元をゆがめる。


「ワタシとアンタはあくまでも『友達』よ！　ワタシはアンタの新しい『友達』として、ケガの心配をしてあげてるだけなんだからねっ！」





[image: ]


「えっ、でも今、恵比寿家の一員がどうとか……」


「うるさいわね！　それはアンタが将来ワタシの下げ僕ぼくとして我が家に来るかもしれないってことよ！　大体何よ、このワタシが『友達』なのよ!?　もっと恐きよう縮しゆくしなさいっ！」


　理り不ふ尽じんすぎる！　なんでオレ怒おこられてんだよ!?


　とはいえ、総合優勝したら友達になるというのは彼女との約束だったし、もう勘違いキャラを卒業したいオレは黙だまることにした。


　──ワシは恵比寿家と手を組む。


　じーちゃんの言葉も思い出し、これはどういう展開かと悪お寒かんが止まらない。





　怒ど濤とうのイベントラッシュの二学期を前にして、オレの身しん辺ぺんはにわかに騒そう々ぞうしさを増しそうな気配だった。










現在の成道の☆ランク→【中の上】







あとがき




　こんにちは、長なが岡おかマキ子です。この度たびは『中チユーの下ゲ！』二巻をお手に取っていただき、ありがとうございます。


　突然ですが、芸人さんがネタ帳を持ち歩くように、私もラブコメ書きとしてネタ帳を作っています。『中の下！』のネタ帳なので「中の下ネタ帳」というタイトルです。実に安直な題名ですが、私の目がおかしいのか一部の文字が浮き立って見え、開く度に動どう揺ようします。


「し、下ネタ帳っ!?　誰がこんな破は廉れん恥ちなものを……！」


　そのことを担当さんにお話ししたところ、大爆笑された末「でも、あながち間違ってないんじゃないですか」とツッコまれました。確かに、そういう意味では、今回は前巻にも増してやっちまった感満まん載さいです。もうヨメに行けない……！


　と、我わが人生を棒ぼうに振って書き上げました本作、少しでも皆様にお楽しみいただけましたら幸いです。成道たちとご一緒に、一足早い夏気分をどうぞ！


　今回も、イラストのごまえさんと担当さんには大変お世話になりました。ありがとうございます！　また、一巻帯への深夏ちゃんの登場をご快かい諾だくくださいました『生徒会の一存』シリーズ作者・葵あおいせきな先生には、担当さんが同じということでデビュー前から何かとお世話になっております。葵さん、いつもありがとうございます。


　さて、二巻のテーマは臨海学校です。なので、最後に私のガッカリ水着エピソードでも。


　以前、女ばかりでプールに行ったとき。私はプールの中で年とし甲が斐いもなくはしゃいでいました。散々飛び跳はねてふと気づくと、何やら左胸にあってはならない解放感。


　そう、私は豪ごう快かいにポロリしていました。近年のテレビなら間違いなくモザイクものです。


　そのとき友達がこちらに来たので、恥ずかしさに任まかせて「聞いてよ～！　私ったら左胸……」と訴えたとき、俯うつむいた友達が「ゲッ！」。なんとびっくり、彼女もポロリ仲間でした。


　……とはいえ、私たちが露ろ出しゆつ狂きようの痴ち女じよコンビなのではなくて、女性の胸は総じて左の方が大きいんです。一説によると、心臓の鼓動によるマッサージ効果のためだとか。


　というわけで、この夏プールや海に行かれるご予定の方は、ぜひ女子の左胸にご注目を！　お嬢さん方は、左胸にご注意を！


　それでは、二巻もありがとうございました。三巻でもお会いできますように！





　二〇一〇年四月




長岡マキ子　
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長岡マキ子


●ながおかまきこ








中チユーの下ゲ！


ランク２.中の中を目指すオレたち





長なが岡おかマキ子こ
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